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会
社
法
の
改
革
が
一
段
落
し
、
引
続
き
公
益
法
人
改
革
の
波
が
押
し
寄
せ
た
。
お
り
し
も
、
公
益
法
人
で

の
不
祥
事
が
相
次
ぎ
国
民
の
批
判
の
高
ま
り
を
受
け
て
加
速
化
し
、
二
〇
〇
六
年
六
月
二
日
公
益
法
人
制
度

改
革
三
法
が
公
布
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
日
施
行
さ
れ
た
。
住
総
研
は
、
そ
の
対
応
を
清
水
建
設
の

協
力
を
得
て
検
討
し
た
結
果
、
二
〇
一
一
年
七
月
か
ら
名
称
も
新
た
に
「
一
般
財
団
法
人 

住
総
研
」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
般
財
団
法
人
移
行
に
際
し
、
住
総
研
に
課
さ
れ
た
新
た
な
役
割
は
、
公
益
事
業
目
的
支
出
を
毎
年
一
億

円
、
一
一
八
年
間
継
続
す
る
こ
と
で
社
会
に
貢
献
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
移
行
の
検
討
の

中
で
住
総
研
と
清
水
建
設
の
関
係
も
再
認
識
さ
れ
、
後
述
す
る
住
総
研
移
転
に
よ
り
地
理
的
に
近
く
な
っ
た

こ
と
も
相
俟
っ
て
、
創
立
当
初
か
ら
の
歴
史
的
経
緯
も
踏
ま
え
て
、
今
後
の
運
営
に
お
い
て
、
よ
り
清
水
建

設
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
節　

公
益
法
人
制
度
改
革
の
趣
旨
と
一
般
財
団
法
人
選
択
ま

　
　
　
　
で
の
経
緯

　

公
益
法
人
制
度
は
、
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
年
）
の
民
法
制
定
以
来
長
期
に
わ
た
り
、
そ
の
制
度
の
抜

本
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
ず
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
た
り
、
行
政
か
ら
の
業
務
委
託
・
補
助
金
を
受

け
た
り
、
或
い
は
関
係
主
務
官
庁
か
ら
の
天
下
り
の
受
け
皿
と
な
る
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
国
民
の

批
判
お
よ
び
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
の
Ｋ
Ｓ
Ｄ
事
件
な
ど
乱
脈
経
営
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
公
益
法
人
制
度
改
革
が
一
気
に
具
体
化
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
い
わ
ゆ
る
公
益

法
人
制
度
改
革
３
法
が
、二
〇
〇
六
年
六
月
二
日
に
交
付
さ
れ
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　

そ
の
中
で
「
財
団
法
人　

住
宅
総
合
研
究
財
団
」（
旧
財
団
法
人
）
は
、
既
定
の
移
行
期
間
中
（
平
成
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二
五
年
一
一
月
末
ま
で
）
に
行
政
庁
の
移
行
の
認
定
を
受
け
て
、
新
法
に
基
づ
く
「
公
益
財
団
法
人
」
ま
た

は
「
一
般
財
団
法
人
」
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

当
初
、
住
総
研
は
よ
り
公
益
性
の
高
い
活
動
を
目
指
し
、
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
を
検
討
し
て
い
た
が
、

不
動
産
賃
貸
業
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
公
益
法
人
に
課
さ
れ
る
財
務
三
基
準
（
収
支
相
償
、
公
益
目
的
事

業
費
率
、
遊
休
財
産
額
保
有
制
限
）
の
継
続
が
難
し
く
、
ま
た
、
公
益
認
定
基
準
を
満
た
せ
ず
、
公
益
認
定

を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
、
公
益
目
的
取
得
財
産
残
額
を
国
等
に
贈
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
万
一
の
場
合
に

住
総
研
の
存
続
が
で
き
な
く
な
る
と
の
危
惧
か
ら
、
清
水
建
設
（
本
社
）
の
支
援
を
得
た
総
合
的
判
断
の
結

果
、
一
般
財
団
法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
審
議
を
理
事
会
お
よ
び
評
議
員
会
に
図
り
、
満
場
一
致

で
決
定
承
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
内
閣
府
へ
の
認
可
申
請
手
続
き
を
行
い
、
二
〇
一
一
年
七
月
一
日
に
認
可
を

受
け
、
名
称
も
「
一
般
財
団
法
人 

住
総
研
」
と
し
て
、
新
た
に
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
一
般
財
団
法
人
へ
の
移
行
に
よ
り
、
組
織
も
改
革
す
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
理
事
会
、

評
議
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
兼
任
が
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
す
る
た
め
に
完

全
に
分
離
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
、
改
め
て
理
事
お
よ
び
評
議
員
の
選
任
を
行
っ
た
。

　
第
二
節　
新
し
い
「
住
総
研
」
の
果
た
す
べ
き
役
割

　

そ
も
そ
も
移
行
前
の
法
人
が
保
有
す
る
財
産
は
、
寄
付
や
税
制
上
の
優
遇
を
受
け
そ
の
財
産
を
形
成
し
た

も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
公
益
的
性
格
を
有
す
る
財
産
が
通
常
の
一
般
財
団
法
人
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
後
無
制
限
に
公
益
目
的
以
外
に
費
消
さ
れ
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
、
と
の
観
点
か
ら
移
行
時
点
で
の
純

資
産
を
基
礎
と
し
て
算
定
し
た
額
、
即
ち
公
益
目
的
財
産
額
に
相
当
す
る
金
額
を
移
行
後
、
計
画
的
に
公
益

目
的
に
支
出
さ
せ
る
趣
旨
の
「
公
益
目
的
支
出
計
画
」
の
適
正
な
作
成
が
移
行
の
認
可
の
条
件
と
さ
れ
た
。

住
総
研
の
場
合
は
、
移
行
時
点
の
純
資
産
（
正
味
財
産
）
相
当
額
で
あ
る
一
一
八
億
円
を
毎
年
一
億
円
ず
つ

第
二
節　

新
し
い
「
住
総
研
」
の
果
た
す
べ
き
役
割
　
103

jyuso70th.indd   103 2018/10/17   21:14



Ⅲ
部　

第
一
章　

法
人
改
革
へ
の
対
応
　
104 

公
益
目
的
に
支
出
す
る
こ
と
で
、
一
一
八
年
か
け
て
社
会
に
還
元
す
る
義
務
を
果
た
す
と
い
う
公
益
目
的
支

出
計
画
が
承
認
さ
れ
、
移
行
認
可
の
条
件
と
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、「
住
総
研
」
は
旧
法
人
で
行
っ
て
い
た
内
容
の
公
益
事
業
（
新
制
度
で
は
「
継
続
事
業
」

と
呼
ば
れ
る
）
を
、
一
一
八
年
間
、
毎
年
一
億
円
の
計
画
で
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
新
た
な
役
割
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
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二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
の
同
年
に
公
益
法
人
改
革
対
応
は
無
事
終
了
し
、七
月
一
日
よ
り「
一

般
財
団
法
人 

住
総
研
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、そ
の
前
と
後
に
お
い
て
、公
益
法
人
と
し
て
の
四
事
業
、

す
な
わ
ち
四
十
四
年
間
継
続
し
て
い
る
「
助
成
事
業
、
調
査
・
研
究
並
び
に
資
料
収
集
事
業
、
そ
の
成
果
の

公
開
・
普
及
事
業
、
顕
彰
事
業
の
四
つ
の
柱
」
と
い
う
基
幹
は
変
え
る
こ
と
な
く
、「
住
生
活
の
向
上
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
活
動
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
着
実
に
遂
行
し
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
近
年
の
七
年
間
に
は
財
団
運
営
に
深
く
か
か
わ
る
事
象
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。

　

第
一
は
二
〇
一
五
年
一
一
月
の
野
村
理
事
長
の
急
逝
で
あ
る
。二
〇
〇
七
年
か
ら
八
年
間
余
り
の
あ
い
だ
、

理
事
長
と
し
て
財
団
の
運
営
に
あ
た
り
、
特
に
法
人
改
革
の
際
に
は
先
頭
に
立
っ
て
対
応
し
、
ま
た
所
有
賃

貸
住
宅
の
管
理
に
関
し
て
は
住
人
の
問
題
に
も
細
心
の
注
意
を
指
示
す
る
な
ど
、細
か
く
運
営
に
関
わ
っ
た
。

　

第
二
は
二
〇
一
七
年
七
月
の
社
屋
の
移
転
で
あ
る
。
約
三
三
年
間
活
動
拠
点
で
あ
っ
た
世
田
谷
区
船
橋
か

ら
中
央
区
日
本
橋
へ
の
移
転
は
、
業
務
の
効
率
化
、
委
員
会
活
動
や
図
書
室
の
利
便
性
、
情
報
の
受
発
信
の

便
利
さ
な
ど
を
優
先
し
決
断
を
し
た
。
財
政
的
に
は
配
当
が
増
え
一
時
的
な
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
そ

の
背
景
に
は
あ
っ
た
。

　

第
三
は
住
総
研
創
立
七
〇
年
記
念
事
業
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年
の
創
立
七
〇
年
を
記
念
し
、
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
や
「
清
水
組
住
宅
建
築
図
集
」
か
ら
現
存
し
て
い
る
五
〇
数
件
の
住
宅
の
調
査
研
究
と
そ
の

成
果
の
ま
と
め
と
し
て
の
報
告
書
・
出
版
、　

研
究
・
実
践
助
成
で
の
五
年
間
有
期
の
助
成
金
増
額
の
開
始

等
で
あ
る
。

　

こ
の
第
二
章
で
は
こ
れ
ら
の
運
営
に
関
わ
る
三
つ
の
事
項
を
記
述
す
る
。

第
一
節	

理
事
長
の
急
逝
と
新
理
事
長
の
就
任

　

二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
〇
日
、
第
三
回
理
事
会
は
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
野
村
理
事
長
を
議
長
と
し
て
平
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穏
に
終
了
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
か
ら
二
週
間
も
た
た
な
い
一
一
月
一
二
日
に
野
村
理
事
長
が
文
字
通
り
急

逝
さ
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
今
村
理
事
長
か
ら
理
事
長
を
引
継
い
で
八
年
目
の
出
来
事
で
あ
る
。
こ
の
間
、

住
総
研
は
厳
し
い
財
政
状
況
、
公
益
法
人
改
革
と
い
う
か
つ
て
な
い
厳
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。
野
村
理
事
長

は
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
解
決
に
あ
た
っ
て
き
た
が
、
よ
う
や
く
住
総
研
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
矢
先
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
野
村
理
事
長
は
若
い
時
に
住
総
研
が
保
有
し
て
い
る
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が

あ
り
、
住
総
研
に
対
し
て
思
い
入
れ
が
深
く
、
不
動
産
賃
貸
業
等
の
運
営
上
起
こ
る
未
経
験
の
ト
ラ
ブ
ル
に

共
に
悩
み
、
住
戸
の
改
修
時
に
も
現
場
主
義
に
徹
し
た
き
め
細
か
い
ご
指
導
を
戴
い
て
い
た
。
誰
に
知
ら
せ

る
こ
と
も
な
く
よ
く
自
ら
加
賀
町
に
は
足
を
運
ば
れ
て
お
り
、
住
総
研
を
愛
し
続
け
て
き
た
野
村
理
事
長
の

悲
報
を
聞
い
て
、
住
総
研
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
方
を
失
っ
た
と
財
団
一
同
悲
し
み
に
暮
れ
た
。

　

そ
の
後
、
野
村
理
事
長
の
喪
が
明
け
、
年
が
改
ま
っ
た
二
〇
一
六
年
一
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
理
事
会
・

評
議
員
会
で
宮
本
洋
一
清
水
建
設
会
長
が
理
事
長
に
選
任
さ
れ
た
。

第
二
節　
社
屋
の
移
転
と
跡
地
の
有
効
活
用

　

一
九
八
四
年
に
住
総
研
が
世
田
谷
区
千
歳
船
橋
に
移
転
し
て
二
〇
一
六
年
末
で
約
三
二
年
が
経
過
し
て
い

た
。
千
歳
船
橋
は
閑
静
で
、
自
由
・
独
立
の
精
神
で
研
究
を
進
め
る
に
は
ふ
さ
わ
し
い
場
所
と
も
い
え
た
が
、

各
委
員
会
の
先
生
方
、
従
業
員
等
に
と
っ
て
は
、
最
寄
駅
か
ら
バ
ス
利
用
の
不
便
な
場
所
で
あ
り
、
図
書
室

利
用
者
数
も
夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
時
を
除
け
ば
、
低
迷
す
る
状
況
が
続
い
た
。
ま
た
現
建
物
が
建
設
後
三
〇

年
以
上
経
過
し
、
設
備
等
の
大
規
模
修
繕
費
も
大
き
な
負
担
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
折
、
某
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
か
ら
現
存
建
物
を
取
壊
し
、
そ
の
跡
地
を
賃
貸
住
宅
と
し
て
利
用
す

る
申
し
出
が
あ
り
、
そ
の
計
画
を
理
事
会
で
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
理
事
の
一
人
か
ら
、「
住
総
研
は
住
ま
い

に
関
わ
る
研
究
機
関
で
あ
り
、
既
存
建
物
ス
ト
ッ
ク
活
用
と
い
う
方
向
も
検
討
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
出
さ

世田谷事務所お別れの会での集合写真現役職員全員の世田谷事務所中庭での集合写真

第
二
節　

社
屋
の
移
転
と
跡
地
の
有
効
活
用
　
107
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れ
、
事
務
局
で
再
度
、
現
建
物
の
活
用
策
を
模
索
し
た
。
折
し
も
待
機
児
童
解
消
に
躍
起
に
な
っ
て
い
た
世

田
谷
区
に
保
育
園
へ
の
転
用
を
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
地
域
の
保
育
需
要
が
高
く
、
ま
た
建
物
価
値
を
高
く
評

価
い
た
だ
き
、
保
育
園
と
す
る
方
針
が
決
定
し
た
。
世
田
谷
区
に
よ
る
保
育
施
設
整
備
候
補
物
件
の
審
査
を

経
て
、
三
候
補
者
の
中
か
ら
保
育
園
運
営
事
業
者
を
社
会
福
祉
法
人
聖
愛
学
舎
（
も
み
の
木
保
育
園
）
に
決

定
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
七
年
三
月
の
理
事
会
、
評
議
員
会
で
保
育
園
運
営
事
業
者
と
の
長
期
建
物
賃
貸

借
契
約
（
二
〇
年
間
）
に
つ
い
て
決
議
し
、満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
保
育
園
は
保
育
園
事
業
者
に
よ
り
、

世
田
谷
区
や
東
京
都
の
審
査
お
よ
び
用
途
変
更
の
建
築
確
認
申
請
を
経
て
、
改
修
工
事
を
行
い
、
二
〇
一
八

年
四
月
に
開
園
を
迎
え
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
、
東
京
駅
か
ら
近
く
委
員
の
先
生
方
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、
清
水
建
設
に
近
い
中
央
区

日
本
橋
の
朝
日
ビ
ル
ヂ
ン
グ
へ
の
事
務
所
移
転
も
理
事
会
等
で
承
認
さ
れ
た
。

　

移
転
に
つ
い
て
懸
案
で
あ
っ
た
図
書
室
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
新
事
務
所
の
プ
ラ
ニ
ン
グ
、
改
装
工
事
、

引
越
し
も
順
調
に
進
み
、
二
〇
一
七
年
七
月
十
七
日
に
移
転
が
無
事
に
完
了
し
た
。
こ
う
し
て
住
総
研
は
、

新
し
い
環
境
下
で
翌
年
の
創
立
七
〇
年
を
迎
え
た
。

　

な
お
、
移
転
に
先
だ
っ
て
六
月
九
日
に
は
、
世
田
谷
区
の
社
屋
建
物
を
設
計
し
た
秋
元
和
雄
氏
や
、
委
員

会
活
動
で
何
回
も
訪
れ
た
事
の
あ
る
先
生
方
、
こ
れ
ま
で
世
田
谷
事
務
所
で
勤
務
し
た
元
財
団
役
職
員
等
を

招
い
て｢

住
総
研
社
屋　

お
別
れ
の
会｣

を
開
催
し
て
、
全
員
で
名
残
を
惜
し
ん
だ
。

　

当
時
の
常
勤
役
職
員
体
制
は
、
二
〇
一
四
年
六
月
か
ら
岡
本
宏
専
務
理
事
か
ら
引
き
継
い
だ
道
江
紳
一
専

務
理
事
を
筆
頭
に
、
清
水
康
昭
理
事
、
二
〇
一
五
年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
理
事
、
部
長
に
選
任
さ
れ
た
宮
下
幸
一

朗
理
事
兼
事
務
局
長
、
馬
場
弘
一
郎
研
究
推
進
部
長
、
日
野
烈
管
理
部
長
、
職
員
と
し
て
、
岡
崎
愛
子
、
風

間
智
子
、
上
林
一
英
、
清
水
祐
子
、
武
知
亜
耶
、
中
家
晴
美
、
成
田
亜
弥
の
一
二
人
体
制
で
あ
っ
た
。

第
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節 　
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総
研
創
立
七
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年
記
念
事
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の
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画
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平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
年
）
住
総
研
創
立
七
〇
年
を
記
念
し
、
大
き
く
四
つ
の
活
動
を
計
画
し
た
。

　
第
一
は
研
究
・
実
践
助
成
で
の
五
年
間
有
期
の
助
成
金
増
額
で
あ
り
、
二
つ
の
特
別
加
算
枠
を
設
定
し
た
。

第
二
は
清
水
組
『
住
宅
建
築
図
集
』
の
現
存
住
宅
調
査
研
究
と
公
開
普
及
活
動
、
第
三
は
創
立
七
〇
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
お
よ
び
そ
の
記
録
と
し
て
の
出
版
、
第
四
は
こ
の
「
住
総
研
七
〇
年
史
」
の
出
版
で

あ
る
。
予
算
は
総
合
計
で
六
千
三
百
万
円
と
し
た
。
こ
の
第
三
節
で
は
以
上
の
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
活
動

に
つ
い
て
記
述
す
る
。

一
、
助
成
枠
の
拡
大
、
選
奨
に
優
先
枠
の
設
置
（
有
期
）

研
究･

実
践
助
成
「
特
別
加
算
枠
」
新
設
の
趣
旨

　
財
団
創
立
七
〇
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
研
究
・
実
践
助
成
の
充
実
を
計
る
た
め
、
通
常
の
助
成

枠
の
年
間
二
〇
件
程
度
、
総
額
一
八
〇
〇
万
円
に
加
え
、「
助
成
拡
大
枠
」
と
「
選
奨
報
奨
枠
」
の
二
種
類

を
新
設
し
、
年
間
そ
れ
ぞ
れ
三
件
程
度
を
五
年
間
の
有
期
で
助
成
す
る
事
を
平
成
二
九
年
三
月
の
理
事
会
で

決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
助
成
全
体
と
し
て
は
年
間
二
六
件
程
度
、
助
成
総
額
二
四
〇
〇
万
円
と
な
り
、

加
算
枠
と
し
て
は
五
年
間
総
計
で
三
〇
〇
〇
万
円
の
予
定
で
あ
る
。

・
研
究･

実
践
助
成
「
助
成
拡
大
枠
」
新
設

　「
助
成
拡
大
枠
」
は
、
通
常
の
研
究･

実
践
助
成
に
三
件
程
度
三
〇
〇
万
円
を
加
え
五
年
間
助
成
す
る
制

度
で
あ
る
。
平
成
二
九
年
五
月
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
平
成
二
九
年
度
の
研
究･

実
践
助
成
か
ら
開
始
し
、

助
成
拡
大
枠
を
含
め
て
二
二
件
選
考
さ
れ
た
。
こ
れ
に
次
で
述
べ
る
選
奨
報
奨
枠
の
二
件
を
含
め
て
平
成

二
九
年
度
の
研
究･

実
践
助
成
は
、
合
計
二
四
件
が
助
成
対
象
と
な
っ
た
。

・
研
究･

実
践
助
成
「
選
奨
報
奨
枠
」
新
設

　「
選
奨
報
奨
枠
」
は
優
れ
た
論
文
と
し
て
「
研
究
・
実
践
選
奨
」
を
受
賞
し
た
主
査
に
対
し
、
選
奨
の
正

副
賞
の
授
与
お
よ
び
公
開
講
演
会
の
開
催
の
み
な
ら
ず
、
更
な
る
飛
躍
を
期
待
し
次
年
度
の
研
究
・
実
践
助
助成推移（2011-2018年度　採択数・助成額累計）

890件 909件 929件 948件 968件 987件 1011件
1038件

168,171万円

169,965万円

171,793万円

173,595万円

175,440万円

177,258万円

179,563万円

182,089万円

1000件

1500件

85 000万円

105,000万円

125,000万円

145,000万円

165,000万円

185,000万円

採択数累計 助成額累計

0件

500件

5,000万円

25,000万円

45,000万円

65,000万円

85,000万円

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

助成推移（2011年度～2018年度  採択件数･助成額累計）
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90件

83件
90件

77件
84件

69件
79件

1,500万円

1,794万円
1,828万円 1,802万円 1,844万円

1,818万円

2,305万円

2,526万円

90件

120件

150件

180件

1,500万円

2,000万円

2,500万円

3,000万円

応募数（件） 採択数（件） 研究･実践助成額（万円）

50件

16件 19件 20件 19件 20件 19件 24件 27件

0件

30件

60件

0,000万円

0,500万円

1,000万円

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

助成の推移（2011年度～2018年度　各年度件数と助成額）

成
や
出
版
助
成
な
ど
の
優
先
権
を
付
与
す
る
制
度
で
、
年
間
三
件
程
度
三
〇
〇
万
円
で
五
年
間
実
施
す
る
。

平
成
二
九
年
三
月
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
「
研
究
・
実
践
選
奨
」
受
賞
者
を
対
象
に
開
始
し
た
。

第
一
回
目
の
対
象
者
は
、田
口
陽
子
（
東
洋
大
学
）
お
よ
び
大
原
一
興
（
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
）
の
二
氏
、

平
成
三
〇
年
度
第
二
回
目
の
対
象
者
は
秋
山
祐
樹
（
東
京
大
学
）、寺
尾
仁
（
新
潟
大
学
）、山
中
新
太
郎
（
日

本
大
学
）、
お
よ
び
黒
本
剛
史
（
東
京
大
学
大
学
院
）
の
四
氏
と
な
っ
た
。（
注
：
い
ず
れ
も
応
募
時
の
所
属
）

　

 二
、
清
水
組
『
住
宅
建
築
図
集
』
の
現
存
住
宅
調
査
研
究
委
員
会

調
査
研
究
委
員
会
設
立
の
趣
旨

　

財
団
設
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
年)

と
一
九
三
九
年
（
昭
和

一
四
年)

に
発
行
さ
れ
た
清
水
組
『
住
宅
建
築
図
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
住
宅
（
一
九
一
六
《
大
正
五
年
》
～

一
九
三
八
年
《
昭
和
一
三
年
》)

の
二
二
年
間
に
建
設
さ
れ
た
三
六
七
件
）
の
中
で
現
存
す
る
住
宅
（
約
五
五
件
）

を
調
査・研
究
す
る
た
め
に
委
員
会
を
二
〇
一
七
年
四
月
か
ら
三
年
間
の
有
期
で
設
置
し
、現
在
継
続
中
で
あ
る
。

　

活
動
目
的
は
、
現
存
す
る
住
宅
の
状
況
を
記
録
し
保
存
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
調
査
結
果
を
文
化
・
利

用
・
建
築
的
側
面
か
ら
評
価
し
価
値
付
け
を
行
う
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
調
査
研
究
成
果
を
公
開
・
普
及
す
る

こ
と
と
あ
わ
せ
て
所
有
者
の
今
後
の
保
存
へ
の
意
識
喚
起
・
社
会
的
支
援
の
誘
発
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
そ
の
活
動
成
果
と
し
て
最
終
年
度
に
は
報
告
書
の
作
成
と
住
ま
い
読
本
の
出
版
を
予
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
将
来
的
な
効
果
と
し
て
、
現
存
住
宅
の
存
続
お
よ
び
地
域
遺
産
・
文
化
遺
産
と
し
て
の
社
会
的
認

知
度
の
向
上
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
広
く
一
般
的
に
住
文
化
の
継
承
が
な
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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委
員
会
の
構
成

　

近
代
住
宅
の
歴
史
系
の
研
究
者
を
中
心
に
、当
時
の
社
会
背
景
等
（
社
会
動
向
、経
済
動
向
、も
の
づ
く
り
、

家
族
等
）
も
含
め
て
評
価
す
る
た
め
の
横
断
的
な
専
門
家
で
構
成
し
た
。
委
員
長
を
波
多
野
純
氏
（
日
本
工

業
大
学
名
誉
教
授
）、
委
員
を
内
田
青
蔵
（
神
奈
川
大
学
教
授
）、
安
野
彰
（
日
本
工
業
大
学
教
授
）、
小
沢

朝
江
（
東
海
大
学
教
授
）、中
嶋
節
子
（
京
都
大
学
教
授
）、矢
ヶ
崎
善
太
郎
（
京
都
工
芸
繊
維
大
学
准
教
授
）、

小
黒
利
昭
（
元
住
総
研
）、
畑
田
尚
子
（
清
水
建
設
）
の
諸
氏
に
お
願
い
し
た
。
ま
た
、
事
務
局
と
し
て
住

総
研
の
武
知
亜
耶
特
別
研
究
員
が
調
整
お
よ
び
ま
と
め
を
担
当
し
た
。
な
お
、
平
成
三
〇
年
三
月
か
ら
は
水

沼
淑
子
（
関
東
学
院
大
学
教
授
）
に
も
委
員
と
し
て
御
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。

活
動
概
要

　

活
動
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
以
前
よ
り
小
黒
委
員
が
独
自
に
調
査･

作
成
し
た
現
存
住
宅
の
リ
ス
ト
お

よ
び
公
開
情
報
の
収
集
記
録
を
元
に
、初
年
度
は
四
回
の
委
員
会
で
活
動
方
針
お
よ
び
、調
査
・
研
究
の
計
画
・

方
針
を
検
討
し
、
現
在
も
清
水
建
設
が
関
係
を
維
持
し
て
い
る
一
六
件
の
住
宅
を
中
心
に
現
地
調
査
を
開
始

し
た
。
調
査
に
あ
た
り
、
住
宅
ご
と
の
担
当
を
決
め
、
共
通
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
記
録
を
作
成
し
た
。
ま
た
、

所
有
者
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
か
ら
一
〇
〇
年
近
く
維
持
継
承
で
き
た
経
緯
お
よ
び
そ
の
理
由
を
探
り
、
一
連
の

調
査
か
ら
の
考
察
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　

平
成
三
〇
年
度
の
活
動
と
し
て
は
、
調
査
を
継
続
し
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
住
宅
か
ら
調
査
へ
の
協
力
を

得
る
よ
う
に
し
た
い
。
最
終
年
度
の
平
成
三
一
年
度
は
、
記
録
の
ま
と
め
お
よ
び
調
査
の
知
見
の
整
理
、
さ

ら
に
公
開
普
及
活
動
を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

三
、
住
総
研
創
立
七
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
（
二
〇
一
八
年
七
月
）

　

二
〇
〇
八
年
七
月
一
二
日
に
開
催
し
た
創
立
六
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
住
宅
研
究
は
ど

同右S氏邸（京都） 同右Y氏別邸（熱海） 清水組現存住宅Y氏別邸（大磯）
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こ
か
ら
来
て　

ど
こ
へ
向
か
う
の
か
」
で
あ
っ
た
。
講
演
者
は
住
宅
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
研
究
運
営
委

員
で
構
成
し
「
先
人
の
研
究
を
ふ
り
返
り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
住
宅
研
究
が
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
討
議

し
、参
加
者
と
と
も
に
住
宅
研
究
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
」

こ
と
を
目
指
し
た
が
、
そ
の
後
の
一
〇
年
間
は
、
社
会
状
況
の
変
化
は
大
き
く
、
二
一
世
紀
の
こ
れ
か
ら
の

形
を
規
定
す
る
、
あ
る
い
は
予
感
さ
せ
る
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

創
立
七
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
前
回
の
テ
ー
マ
か
ら
の
連
続
性
の
あ
る
テ
ー
マ
で
開
催
す
る
こ
と

と
し
、
二
〇
一
七
年
四
月
の
研
究
運
営
委
員
会
に
お
い
て
野
城
智
也
（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
）、

大
月
敏
雄
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）、
園
田
眞
理
子
（
明
治
大
学
教
授
）、
後
藤
治
（
工
学
院
大
学
総
合
研

究
所
教
授
・
理
事
長
）、
岩
前
篤
（
近
畿
大
学
建
築
学
部
長
・
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
教
授
）、
岡
部

明
子
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）、
平
山
洋
介
（
神
戸
大
学
大
学
院
教
授
）、
祐
成
保
志
（
東
京
大
学
大
学
院

准
教
授
）
の
諸
氏
に
主
題
解
説
者
、
講
演
者
や
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
お
願
い
し
、
こ
の
八
名
で
二
〇
一
七
年
八

月
と
九
月
の
二
回
打
合
せ
を
行
い
、
全
体
テ
ー
マ
は
「
住
宅
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」

と
し
、
各
講
演
者
の
テ
ー
マ
も
決
定
し
た
。

　

ま
た
そ
の
成
果
は
二
〇
一
八
年
度
に
「
住
総
研
住
ま
い
読
本
」
と
し
て
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
住
総
研
の
住
ま
い
の
向
上
に
資
す
る
継
続
的
・
持
続
的
な
活
動
を
一
般
の
読
者
へ
公
開
・
普
及
、
住

ま
い
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を
目
指
し
、
ま
た
、
住
宅
研
究
者
・
実
践
者
に
は
今
後
の
研
究
テ
ー
マ
・

課
題
設
定
の
た
め
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
的
な
役
割
も
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨

　
「
日
本
の
住
宅
研
究
は
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い

る
の
か
。
あ
る
い
は
、
向
か
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
。

　

こ
の
一
〇
年
間
で
、
世
界
の
社
会
・
経
済
構
造
は
大
き
く
変
動
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
も
た
ら
し
た
と

い
わ
れ
る
格
差
と
貧
困
の
進
行
は
、
中
間
層
を
解
体
し
共
同
体
の
空
洞
化
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
異
な
る

創立70年記念シンポジウム（第50回） 創立70年記念シンポジ
ウム チラシ
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人
種
・
宗
教
・
文
化
の
間
で
の
不
寛
容
さ
を
生
み
、
紛
争
を
激
化
さ
せ
て
き
た
。
ま
た
、
大
地
震
や
異
常
気

象
も
出
現
頻
度
は
高
ま
っ
て
お
り
、
今
後
不
確
実
性
な
時
代
が
訪
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
情
報
化
技
術
の
発
展
は
目
覚
ま
し
く
生
活
・
働
き
方
・
健
康
等
の
面
で
も
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
大

き
く
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
様
な
不
確
実
性
が
高
ま
る
状
況
の
中
で
住
宅
・
家
族
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ま
ち
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
、
幸
せ
な
生
活
を
続
け
る
た
め
に
、
今
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
し
て
そ
の
研
究
や
実
践
活
動
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
？　

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
未
来
を
予
測
し
つ
つ
、
時
を
超
え
て
拡
大
す
る
住
宅
の
諸
問
題
や
社
会
的

な
包
摂
等
に
つ
い
て
、
住
宅
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
そ
の
答
え
を
探
る
。
住
宅

研
究
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
携
わ
る
研
究
者
・
実
践
者
や
住
宅
研
究
を
志
す
大
学
院
生
・
学
生
諸
兄
に
も
積

極
的
な
ご
参
加
を
い
た
だ
き
た
い
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
と
講
演
内
容

メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
住
宅
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」

  

・
主
題
解
説 

 
 
 

野
城
智
也
（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所 

教
授
）

  

・
モ
デ
レ
ー
タ
ー 

祐
成
保
志
（
東
京
大
学
大
学
院 

人
文
社
会
系
研
究
科 

准
教
授
）

  

・
講
演

１　

大
月
敏
雄
（
東
京
大
学
大
学
院 

工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻 
教
授
）

　
　
「『
定
常
社
会
』
へ
の
移
行
に
向
け
た
地
域
居
住
空
間
の
再
編
」

２　

園
田
眞
理
子
（
明
治
大
学 

理
工
学
部
建
築
学
科 

教
授
）

　
　
「
二
〇
世
紀
中
流
階
級
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
崩
壊
と
『
後
退
戦
』
へ
の
臨
み
方
」

３　

後
藤
治
（
工
学
院
大
学 

総
合
研
究
所 

教
授
・
理
事
長
）

　
　
「
地
球
環
境
時
代
の
住
宅
と
建
築
の
歴
史
研
究
」

４　

岩
前
篤
（
近
畿
大
学 

建
築
学
部
長
・
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

教
授
）

第
三
節　

住
総
研
創
立
七
〇
年
記
念
事
業
の
計
画
　
113
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第
二
章　

財
団
運
営
の
心
機
一
転

─
住
総
研
創
立
七
〇
年
と
環
境
の
変
化
　
114 

　
　
「
健
康
と
住
宅
・
都
市
」

５　

岡
部
明
子
（
東
京
大
学
大
学
院 

新
領
域
創
成
科
学
研
究
科 

教
授
）

　
　
「
都
市
へ
の
権
利
」

６　

平
山
洋
介
（
神
戸
大
学
大
学
院 

人
間
発
達
環
境
学
研
究
科 

教
授
）	

　
　
「
住
宅
所
有
と
社
会
変
化
─
─
理
論
と
展
望
」

講
演
内
容
の
詳
細
は
『
す
ま
い
ろ
ん
』
第
一
〇
四
号
（
二
〇
一
九
年
春
）
お
よ
び
「
住
総
研
す
ま
い
読
本
」

（
二
〇
一
九
年
二
月
頃
発
行
予
定
）
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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第
３
章
　

「
重
点
テ
ー
マ
」を
設
定
し
た
研
究
・
実
践
の
推
進
へ
─
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・
実
践
の
推
進
へ
　
116 

　

二
〇
一
一
年
七
月
一
日
よ
り
「
一
般
財
団
法
人 

住
総
研
」
と
し
て
の
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
が
、
そ
の

前
年
度
の
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
新
公
益
法
人
化
の
準
備
と
し
て
の
新
た
な
る
試
み
を
開
始
し
た
。そ
れ
が「
重

点
テ
ー
マ
」
の
設
定
で
あ
る
。「
住
ま
い
を
と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
中
か
ら
、
多
く
の
方
々
が
中
長

期
の
課
題
と
感
ず
る
課
題
を
取
り
上
げ
、
専
門
家
・
識
者
の
知
見
を
集
約
し
て
課
題
の
核
心
に
迫
り
、
そ
の

結
果
を
皆
様
に
お
届
け
す
る
」
と
い
う
想
い
を
こ
め
て
、
毎
年
「
重
点
テ
ー
マ
」
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

研
究
運
営
委
員
の
一
人
が
テ
ー
マ
を
提
案
し
、
研
究
運
営
委
員
会
で
議
論
し
、
理
事
会
の
承
認
を
経
て
決
定

す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
の
提
案
者
を
委
員
長
と
し
四
～
六
名
の
専
門
家
で
新
た
な
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
そ
の
テ
ー
マ
の
「
研
究
・
調
査
」
と
し
て
約
二
年
間
に
亘
り
委
員
か
ら
の
話
題
提
供
や
問
題
提
起
に

よ
る
論
議
・
視
察
等
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
外
部
専
門
家
か
ら
の
話
題
提
供
を
う
け
、
内
容
を
深
め
て

い
く
。
そ
し
て
三
年
目
に
そ
の
成
果
の
「
公
開
普
及
」
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
二
～
三
回
開
催
し
、「
住

ま
い
読
本
」
と
し
て
発
刊
す
る
と
い
う
一
連
の
活
動
で
あ
る
。

　

｢

重
点
テ
ー
マ｣

は
二
〇
一
〇
年
度
募
集
か
ら
研
究
助
成
（
の
ち
、
研
究
・
実
践
助
成
）
の
テ
ー
マ
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
研
究
や
実
践
の
助
成
申
請
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。「
自
由
テ
ー
マ
」
も
合
せ
た
採
択
数

全
体
の
中
に
占
め
る
重
点
テ
ー
マ
の
割
合
は
約
二
割
か
ら
六
割
と
年
度
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
そ

の
テ
ー
マ
が
よ
り
深
く
多
面
的
に
論
じ
ら
れ
る
契
機
を
生
み
だ
し
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
委
員
会
活

動
と
の
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
場
面
も
あ
り
、
ね
ら
い
通
り
上
手
く
機
能
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

二
〇
一
五
年
に
復
刊
し
た
『
す
ま
い
ろ
ん
』
で
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
は
喫
緊
の
課
題
と
し
て
お
り
、
中
長

期
の
課
題
の
「
重
点
テ
ー
マ
」
と
は
相
互
補
完
の
関
係
で
リ
エ
ゾ
ン
す
る
よ
う
に
配
慮
を
し
て
い
る
。

　

こ
の
第
三
章
で
は
公
益
目
的
の
直
接
事
業
と
し
て
の
、「
重
点
テ
ー
マ
」
に
も
と
づ
く
一
連
の
活
動
と
し

て
の
助
成
事
業
、
公
開
普
及
事
業
、
お
よ
び
顕
彰
事
業
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

一般財団法人 住総研　銘板 財団法人住宅総合研究財団　銘板
（二枚とも世田谷事務所当時）
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第
一
節 　
助
成
事
業
の
新
た
な
取
り
組
み　
　
　

一
、
研
究
助
成
か
ら
研
究･

実
践
助
成
へ

実
践
活
動
の
抽
出
、『
研
究
論
文
集･

実
践
研
究
報
告
集
』
へ

・
実
践
助
成
の
新
設　

　

こ
れ
ま
で
四
三
年
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
「
研
究
助
成
」
に
加
え
、
何
ら
か
の
学
術
的
な
研
究
を
伴
う
実

践
活
動
に
対
し
て
も
二
〇
一
六
年
度
募
集
か
ら
助
成
を
開
始
し
た
。

　

こ
の
「
実
践
助
成
」
を
研
究
助
成
と
併
記
し
た
理
由
は
、
住
総
研
の
定
款
に
あ
る｢

こ
の
法
人
は
、
住
ま

い
に
関
す
る
総
合
的
研
究
・
実
践
並
び
に
人
材
育
成
を
推
進
し
、
そ
の
成
果
を
広
く
社
会
に
還
元
し
、
も
っ

て
住
生
活
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る｣

の
中
に
書
か
れ
て
い
る
「
実
践
」
を
よ
り
見
え
る
形
に

す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

・
実
践
助
成
募
集
開
始

　

実
践
助
成
は
二
〇
一
五
年
三
月
の
理
事
会･

評
議
員
会
で
の
決
定
後
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
か
ら
募
集
を

開
始
し
二
〇
一
六
年
一
月
末
に
募
集
を
締
切
り
、
二
〇
一
六
年
四
月
の
研
究
運
営
委
員
会
で
応
募
数
一
六
件

か
ら
初
の
対
象
者
四
件
を
選
考
し
た
。
重
点
テ
ー
マ
で
応
募
の
佐
伯
亮
太
（
明
石
工
業
高
等
専
門
学
校
）、

津
村
泰
範
（
長
岡
造
形
大
学
）、
自
由
テ
ー
マ
で
応
募
の
黒
本
剛
史
（
東
京
大
学
大
学
院
）
お
よ
び
小
林
茂

雄
（
東
京
都
市
大
学
）
で
あ
っ
た
。（
注
：
所
属
は
い
ず
れ
も
応
募
時
）

　

な
お
、
翌
年
第
二
回
目
の
募
集
が
行
わ
れ
、
二
〇
一
七
年
六
月
の
理
事
会･
評
議
員
会
で
実
践
助
成
は

二
一
件
の
応
募
か
ら
七
件
が
承
認
さ
れ
、新
井
信
幸
（
東
北
工
業
大
学
）、磯
田
節
子
（
熊
本
高
等
専
門
学
校
）、

菊
地
成
朋
（
九
州
大
学
大
学
院
）、
木
下
庸
子
（
工
学
院
大
学
）、
田
口
陽
子
（
東
洋
大
学
）、
辻
麻
里
子
（
一

般
社
団
法
人
環
境
問
題
翻
訳
チ
ー
ム･

ガ
イ
ア
）、柳
田
良
造（
岐
阜
市
立
女
子
短
期
大
学
）で
あ
っ
た
。（
注
：

所
属
は
い
ず
れ
も
応
募
時
）

第
一
節　

助
成
事
業
の
新
た
な
取
り
組
み
　
117

住関係分野における研究の発展や実践者の育成および支援の観点から、将来の「住生活の

向上」に役立つ内容で、学術的に質が高く、社会的要請の強い又は先見性や発展性が期待

できる「実践活動」に対して助成します。

Ｂ．実践助成 ※注意 申請は、Ａ.研究助成、Ｂ.実践助成どちらか一方の応募とし、1グループにつき1件までとします。

Ｂ-１．助成概要について  

1.1 助成対象  「住生活の向上に寄与する住関連分野の実践活動」とし、学術的な研究を伴う試行中または運営中 

の実践活動に対して助成します。 

例えば、対象となる活動としては、住宅建築計画、住環境関連などの分野および、まちづくり活動、 

施設等での住まい方の試み等で、公益性があり、先駆的な活動、社会的に検証が必要な活動やその 

普及・展開活動等です。 

助成対象は、「重点テーマに係わる活動」、「自由なテーマでの活動」のいずれでも可とします。 

「重点テーマ」とは、その年度の住総研の活動の焦点となるもので、本年度は次のとおりです。 

詳細については、以下「Ｂ-４．重点テーマ」の「要旨」・「キーワード」についてを参照してください 

1.2 応募資格    1)当該実践研究のためのグループ（2名以上で構成：以下当該委員会と表記）とし、個人の所属は

問いませんが、団体名及び法人名での申請は出来ません。 

  2)英語での応募場合は、日本語サマリー（A4版 1枚とする）を提出してください。 

1.3 助成件数  研究助成及び実践助成 あわせて20件程度 

1.4 助成内容 

(1)金 額     １件当り100万円を上限とします 

(2)費 目     謝金/会議費/資料・印刷・複写費/交通費/出張旅費/機器・備品費・損料/雑費 

(3)期 間 2016年 6月～2017年 10月末までの17か月間 

(4)提出物       中間時（2017年2月 28日）：「中間報告書（PDF形式）」及び「計画書（PDF形式）」 

 完了時（2017年 10月 31日）：「成果物（活動報告書）（版下原稿のPDF形式）」及び「会計報告書（PDF 

形式）」 

(5)主な注意点 1)当財団の助成によって、新たな効果や課題の発掘・展開等を期待出来る実践活動が条件です。

なお、他団体の助成を申請しているまたは、受けている場合は、実践活動の全体を示し、その中 

で他団の助成範囲および、当財団の助成範囲及び助成金の使途を明示して申請してください。 

2)助成が採択され活動開始後、及び成果物（活動報告書）の提出後、当財団の助成もしくはその一部

による活動内容を他団体・機関等に公開する場合には、事前に当財団に申し出てください。公表に

あたっては、当財団の助成による活動の範囲と当財団の助成である旨を明示していただくことが条

件となります（クレジット表記）。なお、他団体からの助成金を併用している場合、他団体との関

係調整は責任を持って対応願います。 

2016年度 

実践助成 募集要項
改訂2015.10.1 制定1990.12.1

 

<重点テーマ> 
住まい手からみた住宅の使用価値 

（Value-in-Use） 

<自由テーマ> 
任意にテーマを設定 

2016年度実践助成募集要項
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2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

環境エネルギ

建築社会システム

高齢者・障碍者・福

祉・居住弱者
集住・住戸

都市･地域

研究･実践助成テーマの分野別推移（2012年度～2018年度）

※年度は、助成年度を示す。
※分類は、日本建築学会の分類をベースに新たに「災害・復興」及び「教育」・「その他」を加えた。
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・『
住
総
研　

研
究
論
文
集
・
実
践
研
究
報
告
集
』
へ

　

実
践
助
成
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
か
ら
助
成
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
二
〇
一
七
年
一
〇
月
に
実
践
研

究
報
告
書
と
し
て
提
出
さ
れ
、
委
員
会
の
査
読
後
全
て
承
認
さ
れ
た
。
当
報
告
は
二
〇
一
八
年
三
月
に
発
行

さ
れ
た
『
住
総
研　

研
究
論
文
集
・
実
践
研
究
報
告
集
』
第
四
四
号
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
論
文
集
と
合
わ
せ

て
掲
載
さ
れ
た
。

　

な
お
、
今
後
こ
の
実
践
活
動
を
市
民
や
、
多
く
の
研
究
・
実
践
者
に
広
め
る
た
め
、
実
践
研
究
報
告
集
を

ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
分
か
り
や
す
い
「
実
践
研
究
報
告
集 

普
及
版
」
と
し
て
再
編
集
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
三
年
程
度
ご
と
に
ま
と
め
た
『（
仮
）
住
総
研　

実
践
研
究
報
告
集

─
普

及
版
』
の
出
版
も
予
定
し
て
い
る
。

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始

　

業
務
の
効
率
化
と
情
報
伝
達
の
円
滑
化
・
即
時
化
を
図
る
た
め
、
二
〇
一
六
年
度
の
応
募
か
ら
全
て
の
手

続
き
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
出
来
る
よ
う
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
開
発･

導
入
し
た
。
シ
ス
テ
ム
開
発
は
㈱
イ
ン

フ
ォ
ネ
ッ
ト
に
依
頼
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
応
募
者
は
申
請
手
続
き
か
ら
、
決
定
後
の
連
絡
、
指

示
、
成
果
物
の
提
出
、
修
正
、
コ
メ
ン
ト
受
領
ま
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
審
査
の

各
委
員
も
、
応
募
者
情
報
閲
覧
、
各
段
階
の
評
価
、
コ
メ
ン
ト
記
入
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
出
版
助
成
の
再
開

過
去
の
出
版
助
成

　

住
総
研
の
出
版
助
成
は
住
ま
い
の
文
化
の
底
支
え
を
す
る
「
優
れ
た
研
究
」
を
さ
ら
に
発
掘
し
公
刊
す
る

目
的
で
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）
か
ら
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
約
二
〇
年
間
で
六
二
件
総
額

六
二
〇
九
万
円
の
助
成
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
財
団
創
立
六
〇
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
二
〇
〇
八

 

研究･実践助成電子申請システム トップページ画面 『研究論文集･実践研究報告
集 第44号』表紙
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年
に
は
特
定
積
立
金
「
出
版
助
成
基
金
」
を
設
立
し
安
定
し
た
助
成
を
行
え
る
よ
う
に
備
え
た
。
し
か
し
そ

の
後
二
〇
一
〇
年
ま
で
こ
の
助
成
は
続
け
ら
れ
た
が
、
公
益
法
人
改
革
の
中
で
の
経
営
見
直
し
の
た
め
、
残

念
な
が
ら
一
時
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

出
版
助
成
再
開

　

こ
の
一
時
中
断
し
て
い
た
出
版
助
成
に
関
し
て
復
活
を
要
望
す
る
声
が
多
く
あ
り
、
ま
た
経
営
上
も
可

能
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
た
め
、
二
〇
一
四
年
度
に
は
募
集
を
再
開
し
三
件
で
二
五
〇
万
円
を
計
上

し
、
二
二
件
の
応
募
の
中
か
ら
研
究
運
営
委
員
会
で
の
採
択
、
二
〇
一
五
年
六
月
の
理
事
会･

評
議
員
会
で

の
決
議
・
承
認
を
経
て
、
饗
庭
伸
（
首
都
大
学
東
京
）、
石
榑
督
和
（
明
治
大
学
）、
住
田
昌
二
（
大
阪
市
立

大
学
名
誉
教
授
）
の
三
氏
の
書
籍
に
助
成
を
し
た
。
翌
二
〇
一
六
年
度
に
は
、
一
六
件
の
応
募
か
ら
松
野
高

久
（
㈱
環
境
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
）、
篠
沢
健
太
（
工
学
院
大
学
）、
是
永
美
樹
（
Ｋ
Ｍ
Ｋ
ａ
一
級
建
築
士
事
務

所
）、
葛
西
リ
サ
（
大
阪
市
立
大
学
）
の
四
氏
の
書
籍
に
助
成
が
決
定
し
た
。
な
お
、
二
〇
一
七
年
度
に
は
、

よ
り
多
く
の
研
究
者
へ
助
成
を
行
う
事
を
目
的
に
一
件
の
助
成
額
は
一
件
八
〇
万
円
か
ら
六
〇
万
円
と
減
額

し
、
件
数
を
三
件
か
ら
五
件
の
総
額
三
〇
〇
万
円
の
枠
に
拡
大
し
、
一
二
件
の
応
募
か
ら
窪
田
亜
矢
（
東
京

大
学
大
学
院
）、
小
池
志
保
子
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
）、
サ
キ
ャ
・
ラ
タ
（
東
京
大
学
大
学
院
）、
朴
承

賢
（
ソ
ウ
ル
大
学
比
較
文
化
研
究
所
）、
林
秀
弥
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）
の
五
氏
の
書
籍
に
助
成
が
決
定

し
た
。
二
〇
一
八
年
度
は
一
二
件
の
応
募
か
ら
近
藤
民
代
（
神
戸
大
学
大
学
院
）、
古
倉
宗
治
（
㈱
三
井
住

友
ト
ラ
ス
ト
基
礎
研
究
所
）、
柳
田
良
造
（
岐
阜
市
立
女
子
短
期
大
学
名
誉
教
授
）、
大
場
茂
明
（
大
阪
市
立

大
学
大
学
院
）、
初
田
香
成
（
東
京
大
学
大
学
院
）
の
五
氏
の
書
籍
に
助
成
が
決
定
し
た
。（
注
：
所
属
は
い

ず
れ
も
応
募
時
）

件
44件

50件

62件

73件
80件

84件 87件
91件

96件
101件

8件

10件

12件

14件

16件

18件

20件

60件

80件

100件

120件

採択数 採択数累計

（累計件数） （採択件数）

3件
5件

3件 1件 3件 3件 4件
6件 6件

12件11件

7件
4件 3件 4件 5件 5件

19件
24件27件28件31件34件

38件

0件

2件

4件

6件

8件

0件

20件

40件

19
98

年
度

19
99

年
度

20
00

年
度

20
01

年
度

20
02

年
度

20
03

年
度

20
04

年
度

20
05

年
度

20
06

年
度

20
07

年
度

20
08

年
度

20
09

年
度

20
10

年
度

20
11

年
度

20
12

年
度

20
13

年
度

20
14

年
度

20
15

年
度

20
16

年
度

20
17

年
度

20
18

年
度

▼一般財団法人へ移行

休止期間

出版助成採択推移（1998年度～2018年度）

第
一
節　

助
成
事
業
の
新
た
な
取
り
組
み
　
119
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第
二
節 　

重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
活
動
推
進

一
、
重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
一
連
の
活
動

重
点
テ
ー
マ
の
設
定
と
研
究
論
文
募
集
へ
の
適
用

　

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）
か
ら
開
始
し
た
住
総
研
「
研
究
助
成
」
は
、
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
三
六
年

間
で
八
五
〇
件
一
六
億
二
六
九
〇
万
円
の
助
成
を
行
い
、
広
く
住
宅
研
究
者
の
活
動
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
度
よ
り
、
研
究
・
実
践
活
動
の
効
率
化
と
成
果
の
集
約
化
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、

住
生
活
の
向
上
に
関
わ
る
現
代
の
住
ま
い
を
め
ぐ
る
課
題
群
か
ら
、
各
年
度
に
取
り
組
む
べ
き
「
重
点
テ
ー

マ
」
を
定
め
て
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
と
も
な
い
二
〇
一
一
年
度
か
ら
は
研
究
助
成

（
※
）
申
請
に
お
い
て
も
「
重
点
テ
ー
マ
」
と
「
自
由
テ
ー
マ
」
を
選
択
し
て
提
出
い
た
だ
い
て
い
る
。（
※

二
〇
一
六
年
度
か
ら
は
研
究
・
実
践
助
成
）

研
究
運
営
委
員
会
と
重
点
テ
ー
マ
の
決
定

 

研
究
運
営
委
員
会
は
、
現
在
六
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
常
設
委
員
会
で
あ
り
、
委
員
は
原
則
毎
年
一
人

ず
つ
新
任
さ
れ
、
六
年
で
退
任
す
る
仕
組
み
で
運
営
し
て
い
る
。
委
員
の
役
割
は
、
財
団
の
年
度
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
委
員
会
の
事
業
を
企
画
・
立
案
し
実
施
・
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
年
二
回
、
一

月
と
四
月
に
開
催
さ
れ
る
研
究
運
営
委
員
会
で
、
住
総
研
の
活
動
全
体
の
確
認
、
立
案
、
見
直
し
を
行
い
、

研
究･

実
践
助
成
の
選
考
、
そ
の
報
告
論
文
の
審
査
、
お
よ
び
出
版
助
成
の
選
考
な
ど
の
諸
活
動
を
行
う
。

ま
た
、
一
月
の
委
員
会
で
は
次
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
「
重
点
テ
ー
マ
」
に
つ
い
て
論
議
し
、
決
定
す
る
。

重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
特
定
委
員
会
活
動

　

研
究
運
営
委
員
就
任
後
、
各
新
任
委
員
は
最
初
の
三
年
間
、
上
記
の
諸
活
動
を
委
員
と
し
て
担
う
が
、
就

研究運営委員会130回写真 (2011.04.09世田谷事務所
にて開催 )

研究運営委員会127回写真 (2010.01.09建築会館に
て開催 )
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任
四
年
目
に
重
点
テ
ー
マ
を
設
定
し
「
重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
特
定
委
員
会
（
定
款
で
規
定
す
る
有
期
委
員

会
）」
を
三
年
間
委
員
長
と
し
て
運
営
し
て
い
く
。

　

そ
の
活
動
は
、
最
初
の
一
、二
年
目
に
年
四
回
程
度
の
委
員
会
を
開
催
し
、
設
定
テ
ー
マ
に
関
す
る
調
査

･

研
究
を
委
員
内
あ
る
い
は
外
部
有
識
者
を
招
い
て
多
面
的
に
行
い
、
三
年
目
に
は
委
員
会
で
得
ら
れ
た
知

見
に
基
づ
き
年
二
、三
回
の
「
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、
そ
の
成
果
を
「
住
総
研
住
ま
い
読
本
」

と
し
て
出
版
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

二
、
重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　
「
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
二
〇
一
〇 

年
度
よ
り
住
生
活
の
向
上
に
関
わ
る
現
代
の
住
ま
い
を
め
ぐ

る
課
題
群
か
ら
選
考
・
確
認
さ
れ
た
各
年
度
の
「
重
点
テ
ー
マ
」
を
主
題
と
し
て
、
広
く
研
究
者
・
実
践
者
・

一
般
向
け
に
公
開
す
る
た
め
開
催
し
、
二
〇
一
一
年
度
よ
り
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

な
お
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
は
「
重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
特
定
委
員
会
」
の
三
年
間
の
活
動
の
成
果
と
し

て
の
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。（
以
下
[3] 

以
降
）

[1] 

二
〇
一
一
年
度
重
点
テ
ー
マ
「
縮
小
社
会
に
お
け
る
住
ま
い
の
ゆ
く
え
」

◉
第
三
一
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
縮
小
社
会
に
お
け
る
住
ま
い
の
ゆ
く
え

│
縮
小
都
市
に
お
け

る
居
住
２

│ 

」
二
〇
一
一
年
七
月
八
日
／
建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
一
一
二
名

司
会
・
全
体
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
：
小
林
秀
樹
（
千
葉
大
学
大
学
院
教
授
）
／
講
演
者
：
北
原
啓
司
（
弘
前
大

学
副
学
部
長
・
教
授
）、
鎌
野
邦
樹
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
）、
角
野
幸
博
（
関
西
学
院
大
学
教
授
）

　

二
〇
〇
九
年
度
に
開
催
し
た
第
二
九
回
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
縮
小
都
市
に
お
け
る
居
住
」
を
ふ
ま
え
、

都
市
か
ら
住
ま
い
の
問
題
に
発
展
さ
せ
た
三
回
連
続
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
第
一
回
目
は
縮
小
都

第
二
節　

重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
活
動
推
進
　
121

同右 第31回住総研シンポジウム「縮小社会における住まい
のゆくえ─縮小都市における居住２─」
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市
論
と
住
ま
い
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
将
来
の
目
標
像
と
し
て
の
多
極
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
暮

ら
し
の
視
点
か
ら
再
検
証
が
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
空
き
家
活
用
に
よ
る
豊
か
な
暮
ら
し
の
追
求
が
重
要
に

な
る
と
し
、
そ
の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
。

◉
第
三
二
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
縮
小
社
会
に
お
け
る
住
ま
い
の
ゆ
く
え

│
家
族
像
の
変
容
と

住
ま
い
の
か
た
ち

│
」
二
〇
一
一
年
一
二
月
九
日
／
建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
一
四
〇
名

司
会
・
全
体
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
：
大
月
敏
雄
（
東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
）
／
講
演
者
：
山
田
昌
弘
（
中
央

大
学
教
授
）、
園
田
眞
理
子
（
明
治
大
学
教
授
）、
古
谷
誠
章
（
早
稲
田
大
学
教
授
）、
宮
前
眞
理
子
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
社
副
代
表
理
事
）

　

第
二
回
目
は
家
族
と
住
ま
い
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
家
族
が
多
様
化
す
る
中
で
住
宅
は
ど
う
な
る
か
、
家
族

と
住
ま
い
に
焦
点
を
当
て
た
。
縮
小
社
会
に
お
け
る
家
族
の
変
容
を
ど
う
捉
え
、
未
来
へ
紡
い
で
い
く
か
、

具
体
的
な
実
践
展
開
を
ふ
ま
え
て
語
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
典
型
的
な
「
家
族
」
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な

く
、
単
身
者
が
集
ま
っ
て
住
ん
だ
り
、
単
身
者
で
も
親
戚
家
族
が
近
所
に
住
ん
で
い
る
近
居
・
隣
居
の
か
た

ち
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
え
あ
い
の
か
た
ち
が
あ
る
実
態
を
許
容
す
る
取
り
組
み
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と

ま
と
め
ら
れ
た
。

◉
第
三
三
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
縮
小
社
会
に
お
け
る
住
ま
い
の
ゆ
く
え

│
住
ま
い
を
支
え
る

社
会
の
担
い
手

│
」
二
〇
一
二
年
二
月
二
八
日
／
建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
七
九
名

司
会
：
小
林
秀
樹
（
千
葉
大
学
大
学
院
教
授
）
／
講
演
者
：
恩
田
守
雄
（
流
通
経
済
大
学
教
授
）、小
川
泰
子
（
い

き
い
き
福
祉
会
専
務
理
事
）、
松
本
吉
彦
（
旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
二
世
帯
住
宅
研
究
所
所
長
）、
大
槻
昌
美
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
せ
た
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
理
事
）

　

第
三
回
目
は
、「
共
助
」
を
重
視
し
た
暮
ら
し
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た
。
今
後
、
家
族
の
不
安
定
化
と
財

政
難
に
よ
る
福
祉
後
退
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、「
共
助
」
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
共
助
を
楽

し
さ
や
豊
か
さ
に
転
換
す
る
た
め
に
、
公
助
や
自
助
と
の
適
切
な
組
み
合
わ
せ
、
自
発
的
あ
る
い
は
選
択
的

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
個
人
が
自
立
し
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
な
ど
課
題
が
挙
げ

第33回住総研シンポジウム「縮小社会における住まい
のゆくえ─住まいを支える社会の担い手─」

第32回住総研シンポジウム「縮小社会における住まい
のゆくえ─家族像の変容と住まいのかたち─」
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ら
れ
た
。

[2] 

二
〇
一
二
年
度
重
点
テ
ー
マ
「
リ
ア
ル
な
地
域
の
あ
り
方
を
住
ま
い
と
の
関
係
で
描
く
」

◉
第
三
四
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
リ
ア
ル
な
地
域
の
あ
り
方
を
住
ま
い
と
の
関
係
で
描
く

│
生

活
空
間
と
し
て
の
地
域
に
関
わ
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
語
る

│
」
二
〇
一
二
年
七
月
一
三
日
／
建
築
会
館
ホ
ー

ル
／
参
加
者
一
六
三
名

司
会
：
松
村
秀
一
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
／
講
演
者
：
清
水
義
次
（
株
式
会
社
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
ソ
サ
エ

テ
ィ
代
表
取
締
役
）、
山
本
理
顕
（
株
式
会
社
山
本
理
顕
設
計
工
場
）、
岡
部
明
子
（
千
葉
大
学
大
学
院
准
教

授
）、
藤
澤
好
一
（
一
般
社
団
法
人
工
務
店
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長
）

　

縮
小
社
会
・
ス
ト
ッ
ク
社
会
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
を
考
え
る
と
き
、「
地
域
」
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
第
一
回
目
は
地
域
を
生
活
の
場
と
し
て
捉
え
、
よ
り
豊
か
な
生
活
の
場
と
し
て
利
用
す
る
方
法
を

探
る
た
め
に
、
地
域
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
語
ら
れ
た
。
地
域
が
職
住
混
合
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
事
業
手
法
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
地
域
を
豊
か
に
す
る
仕
掛
け
を
す
る
主
体
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
共
有
さ
れ
た
。

◉
第
三
五
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
リ
ア
ル
な
地
域
の
あ
り
方
を
住
ま
い
と
の
関
係
で
描
く

│
生

き
が
い
を
つ
く
る
高
齢
期
の
住
ま
い
と
地
域
の
関
係

│
」
二
〇
一
二
年
一
一
月
三
〇
日
（
金
）
／
建
築
会

館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
九
四
名

司
会
：
松
村
秀
一
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
／
講
演
者
：
園
田
眞
理
子
（
明
治
大
学
教
授
）、
小
泉
秀
樹

（
東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
）、
福
田
由
美
子
（
広
島
工
業
大
学
教
授
）、
丹
羽
國
子
（
一
般
財
団
法
人 

ま
ち

の
縁
側
ク
ニ
ハ
ウ
ス
代
表
理
事
）

　

第
二
回
目
は
、「
高
齢
者
の
住
ま
い
と
地
域
」
に
焦
点
を
絞
り
、
よ
り
具
体
的
な
議
論
が
進
め
ら
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
者
が
対
象
と
す
る
エ
リ
ア
は
、
都
心
部
の
過
密
地
域
や
郊
外
住
宅
地
（
園
田
）、
東
北
の

第
二
節　

重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
活
動
推
進
　
123

第35回住総研シンポジウム「リアルな地域のあり方を
住まいとの関係で描く─生きがいをつくる高齢期の住
まいと地域の関係─」

第34回住総研シンポジウム「リアルな地域のあり方を
住まいとの関係で描く─生活空間としての地域に関わ
るヴィジョンを語る─」
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復
興
地
域
（
小
泉
）、広
島
の
山
間
部
（
福
田
）、京
都
を
中
心
と
し
た
地
方
都
市
（
丹
羽
）
で
あ
っ
た
が
、「
学

校
」
が
地
域
を
つ
な
ぐ
鍵
に
な
る
こ
と
が
共
通
の
認
識
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
公
民
連
携
の
重
要
性
、
地
域

の
多
様
性
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

◉
第
三
六
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
リ
ア
ル
な
地
域
の
あ
り
方
を
住
ま
い
と
の
関
係
で
描
く
│

│

地
域
で
守
る
く
ら
し
や
住
ま
い

│
」
二
〇
一
三
年
三
月
一
八
日
／
建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
一
二
一
名

司
会
：
松
村
秀
一
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
／
講
演
者
：
加
藤
孝
明
（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
准
教

授
）、
伊
藤
明
子
（
国
土
交
通
省
住
宅
生
産
課
長
）、
中
村
政
人
（
東
京
藝
術
大
学
准
教
授
）、
齊
藤
広
子
（
明

海
大
学
教
授
）

　

第
三
回
目
は
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
主
眼
に
「
防
災
と
復
興
」
を
テ
ー
マ
に

議
論
が
進
め
ら
れ
た
。
復
興
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
問
題
、
職
住
の
関
係
、
公
民
連
携
、
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
な
ど
、
リ
ア
ル
な
地
域
に
関
わ
る
問
題
が
明
確
に
現
れ
た
。
そ
れ
ら
の
解
決
方
法
で
あ
る
、
公

民
連
携
の
政
策
的
枠
組
み
や
、
ア
ー
ト
を
軸
と
し
た
継
続
的
な
活
動
、
都
市
部
で
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
中
心
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
の
あ
り
方
な
ど
は
、
平
時
の
生
活
空
間
と
し
て
の
地
域
を
豊
か
に
す
る
上
で
も
有

効
で
あ
る
と
議
論
さ
れ
た
。
最
後
に
こ
こ
で
の
議
論
を
い
か
に
若
い
世
代
へ
受
け
継
ぐ
か
、
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

 

[3] 

住
ま
い
と
地
域
の
持
続
可
能
性
実
態
調
査
委
員
会
（
森
本
委
員
会
）
二
〇
一
二
〜
二
〇
一
四
年

「
住
み
続
け
る
・
住
み
繋
ぐ
住
ま
い
と
ま
ち
の
条
件･

町
田
市
玉
川
学
園
地
域
の
場
合
」

　

当
委
員
会
は
、
高
見
澤
邦
郎
氏
（
首
都
大
学
東
京
名
誉
教
授
）
を
委
員
長
に
、
森
本
信
明
（
近
畿
大
学
名

誉
教
授
）、
竹
内
陸
男
（
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
研
究
所
代
表
）
の
諸
氏
か
ら
な
る
委
員
会
で
あ
る
。　

　

昭
和
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
掛
け
て
住
宅
地
と
し
て
発
展
し
た
、
三
浦
展
氏
が
唱
え
た
〝
第
三
、
第

四
の
山
の
手
〟
と
も
い
わ
れ
る
多
摩
丘
陵
沿
い
の
私
鉄
沿
線
の
住
宅
地
の
一
つ
玉
川
学
園
地
区
に
は
、
従
前

第36回住総研シンポジウム「リアルな地域のあり方を住
まいとの関係で描く─地域で守るくらしや住まい─」
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の
研
究
・
活
動
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
比
較
的
短
期
間
で
所
定
の
成
果
が
得
ら
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
活

動
を
開
始
し
た
。
な
お
、
対
象
地
域
は
都
市
か
ら
三
〇
キ
ロ
圏
内
で
都
心
へ
の
通
勤
通
学
が
可
能
で
、
緑
に

恵
ま
れ
た
良
好
な
環
境
か
ら
住
宅
地
と
し
て
の
人
気
を
維
持
し
つ
つ
も
、
丘
陵
地
に
開
発
さ
れ
た
住
宅
地
の

特
質
と
し
て
坂
が
多
く
、
高
齢
期
居
住
に
は
不
向
き
な
面
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
委
員
会
で
は
こ
の
地
域
の

住
宅
地
と
し
て
の
特
性
か
ら
三
地
区
を
選
定
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宅
地
区
画
の
特
徴
、
住
民
の
属
性
、
住
ま
い
や

家
族
の
変
容
等
を
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ま
た
住
ま
い
・
家
族
に
関
連
す
る
情
報
を
幅
広
く
収
集
し
、

人
口
減
少
を
伴
う
少
子
高
齢
化
の
も
と
で
「
住
み
続
け
る
・
住
み
繋
ぐ
住
ま
い
と
地
域
の
条
件
」
の
実
態
把

握
に
務
め
、
そ
の
成
果
を
地
域
活
動
等
へ
還
元
す
る
こ
と
と
し
た
。「
住
み
続
け
る
」
と
は
、
親
か
ら
子
へ
、

子
か
ら
孫
へ
と
同
じ
住
ま
い
や
住
宅
地
が
世
代
を
超
え
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
と
し
、「
住
み
繋
ぐ
」
と
は
、

敷
地
や
住
ま
い
が
転
売
さ
れ
て
も
住
宅
地
に
人
が
住
み
続
け
る
こ
と
と
定
義
し
た
。

　

活
動
の
成
果
は
、
対
象
地
域
住
民
へ
の
二
回
の
「
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
お
よ
び
、
本
題
の
重
点
テ
ー
マ
に

関
す
る
二
回
の
「
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
加
え
計
四
回
の
公
開
普
及
活
動
を
通
し
て
地
域
の
活
動
組
織

や
地
域
住
民
、
社
会
に
還
元
し
た
。

◉
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
①　
「『
坂
の
ま
ち
』
玉
川
学
園
の
地
形
を
生
か
し
た
健
康
づ
く
り

│
Ｐ
Ｐ
Ｋ
（
ピ
ン

ピ
ン
コ
ロ
リ
）
の
ス
ス
メ
」
二
〇
一
二
年
一
一
月
一
八
日
／
玉
川
学
園
さ
く
ら
ん
ぼ
ホ
ー
ル
／
参
加
者
五
〇

名挨
拶
：
鎭
目
義
雄
（
玉
川
学
園
地
区
町
内
会
自
治
会
連
合
会
、
同
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）
／
主
旨
説
明
：

高
見
澤
邦
郎
（
住
総
研
実
態
調
査
委
員
会
委
員
長
、
首
都
大
学
東
京
名
誉
教
授
）
／
講
演
者
：
星
旦
二
（
首

都
大
学
東
京
教
授
）、
荒
尾
孝
（
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
教
授
）

　

予
防
医
学
の
研
究
者
で
あ
る
星
旦
二
氏
と
荒
尾
孝
氏
の
二
名
を
講
演
者
に
迎
え
、「
坂
の
多
い
地
域
で
高

齢
者
が
健
康
的
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。
財
団
調
査
委
員

が
玉
川
学
園
地
域
の
二
一
箇
所
に
及
ぶ
坂
の
勾
配
調
査
を
も
と
に
作
成
し
た「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」

を
配
布
、
坂
の
ま
ち
を
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

同右 地域フォーラム①「坂のまちを生かした健康づくり──
PPKのススメ」

第
二
節　

重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
活
動
推
進
　
125
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◉
第
三
七
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
ま
ち
な
か
居
住
の
魅
力
を
考
え
る

│
持
続
可
能
な
都
市
住

宅
地
の
あ
り
方
を
考
え
る

│
」
二
〇
一
三
年
七
月
五
日
／
大
阪
市
立
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
／
参
加
者

一
六
一
名

主
旨
説
明
：
森
本
信
明
（
近
畿
大
学
名
誉
教
授
）
／
講
演
者
：
角
野
幸
博
（
関
西
学
院
大
学
教
授
）、谷
直
樹
（
大

阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
、
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
館
長
）、
坂
本
昭
（
建
築
家
、
近
畿
大
学
特
任
教
授
）、
市

川
禮
子
（
社
会
福
祉
法
人
き
ら
く
え
ん
理
事
長
）、
司
会
：
森
本
信
明
（
近
畿
大
学
名
誉
教
授
）

　
「
ま
ち
な
か
」
を
都
心
か
ら
広
く
ひ
ろ
が
る
非
計
画
的
市
街
地
と
よ
ぶ
と
い
う
共
通
理
解
を
も
と
に
、
そ

の
特
性
で
あ
る
「
混
在
性
」、「
柔
軟
性
」
に
着
目
し
て
議
論
が
す
す
め
ら
れ
た
。
講
演
者
は
、
都
市
計
画
、

建
築
史
、
住
宅
デ
ザ
イ
ン
、
地
域
福
祉
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
新
市
街
地
の
ま
ち
な

か
化
の
展
望
、
歴
史
の
継
承
性
を
ど
う
考
え
る
か
、
社
会
福
祉
施
設
が
地
域
に
果
た
す
役
割
な
ど
の
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

◉
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
②　
「
あ
す
の
玉
川
学
園
地
域
を
考
え
る

│
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
む
け
て

│
」

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
九
日
／
東
京
都
町
田
市
さ
く
ら
ん
ぼ
ホ
ー
ル
／
参
加
者
九
〇
名

挨
拶
：
鎭
目
義
雄
（
玉
川
学
園
・
南
大
谷
地
区
町
内
会
自
治
会
連
合
会
会
長
、
玉
川
学
園
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
）
／
司
会
：
松
香
光
夫
（
玉
川
学
園
町
内
会
副
会
長
）
／
講
演
者
：
鎭
目
義
雄
（
前
掲
）、
高
見

澤
邦
郎
（
住
総
研
実
態
調
査
委
員
会
委
員
長
、
首
都
大
学
東
京
名
誉
教
授
）、
井
上
宮
子
（
玉
川
学
園
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
）、
岡
本
宏
（
前
玉
川
学
園
第
一
住
宅
自
治
会
会
長
、
住
総
研
実
態
調
査
委
員
会

事
務
局
）
／
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
森
本
信
明
（
住
総
研
実
態
調
査
委
員
会
委
員
、
近
畿
大
学
名
誉
教

授
）、
竹
内
陸
男
（
住
総
研
実
態
調
査
委
員
会
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
研
究
所
代
表
）、
木
下
勇
（
千
葉

大
学
大
学
院
教
授
）

　

玉
川
学
園
地
域
を
対
象
と
し
た
調
査
活
動
の
報
告
会
を
も
と
に
、
地
域
の
町
内
会
自
治
会
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
ま
ち
づ
く
り
の
会
な
ど
の
関
係
者
が
、
こ
れ
か
ら
の
玉
川
学
園
地
域
の
暮
ら
し
を
考
え
る
機
会
と
し

た
も
の
で
、
玉
川
学
園
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、
玉
川
学
園
地
域
町
内
会
自
治
会
連
合
会
と

地域フォーラム②「あすの玉川学園地域を考える──
住み続けられるまちにむけて」

第37回住総研シンポジウム「まちなか居住の魅力を
考える─持続可能な都市住宅地のあり方を考える─」
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共
同
で
開
催
し
た
。

　

会
場
に
は
、
地
域
社
会
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
す
す
め
る
町
田
市
市
役
所
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
官
民
が
集

い
、
地
域
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
想
い
を
交
わ
す
場
と
な
っ
た
。
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
参
加
し

そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
な
立
場
か
ら
玉
川
学
園
地
域
の
活
動
を
俯
瞰
し
て
い
た
だ
い
た
。

◉
第
三
八
回
　
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　「
一
般
市
街
地
の
魅
力
と
持
続
可
能
性
を
考
え
る

│
混
在
性
と

柔
軟
性
の
再
評
価

│
」
二
〇
一
四
年
二
月
二
一
日
（
建
築
会
館
ホ
ー
ル
）
参
加
者
八
八
名

主
旨
説
明
：
森
本
信
明
（
近
畿
大
学
名
誉
教
授
）
／
講
演
者
：
宮
﨑
洋
司
（
前
宇
都
宮
共
和
大
学
教
授
）、

田
村
誠
邦
（
株
式
会
社
ア
ー
ク
ブ
レ
イ
ン
代
表
取
締
役
、
明
治
大
学
特
任
教
授
）、
三
浦
展
（
株
式
会
社
カ

ル
チ
ャ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ス
研
究
所
代
表
取
締
役
）、
木
下
勇
（
前
掲
）
／
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
玉
川
英
則
（
首

都
大
学
東
京
大
学
院
教
授
）、
司
会
：
森
本
信
明
（
前
掲
）

　

一
般
市
街
地
の
も
つ
「
混
在
性
」
や
「
柔
軟
性
」
と
い
う
長
所
は
、
共
通
の
理
解
が
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
特
性
が
海
外
で
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
き
た
の
か
を
Ｊ･

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
や
ニ
ュ
ー
ア
ー
バ
ニ
ズ

ム
に
学
ぶ
と
共
に
、
我
が
国
で
は
こ
れ
ら
の
特
性
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
え
ば
よ
い
の
か
と
い
う
視
点
で
議

論
が
さ
れ
た
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
玉
川
英
則
か
ら
は
、「
混
乱
な
き
混
在
」
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
縮
退

期
に
お
け
る
持
続
可
能
性
を
ど
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
か
、
さ
ら
に
我
が
国
の
一
般
市
街
地
に
お
け
る

災
害
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
議
論
の
要
点
を
解
説
さ
れ
た
。

　

な
お
、
本
委
員
会
の
成
果
は
、「
住
ま
い
と
地
域
の
持
続
可
能
性
実
態
調
査
委
員
会
報
告
書

─
住
み
続

け
る･

住
み
繋
ぐ
住
ま
い
と
ま
ち
の
条
件･

町
田
市
玉
川
学
園
地
域
の
場
合

─
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、

岡
本
専
務
理
事
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
：
握
千
九
答
）
が
、
地
元
玉
川
学
園
の
自
治
会
長
を
一
年
間
務
め
た
経
験
を

住
総
研 

住
ま
い
読
本
シ
リ
ー
ズ『
新
米
自
治
会
長
奮
闘
記

─
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
共
助
の
火
種
』（
二
〇
一
三

年
一
一
月　

萌
文
社
）
と
し
て
出
版
、
住
み
手
同
士
を
繋
ぐ
共
同
活
動
の
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
た
。
本
書

の
最
後
に
は
、
学
術
的
な
視
点
か
ら
、
木
下
勇
氏
（
前
掲
）
に
補
論
「
地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
町
内
会･

自
治

会
」
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

『新米自治会長奮闘記』
（萌文社）

第38回住総研シンポジウム「一般市街地の魅力と持続可
能性を考える─混在性と柔軟性の再評価─」

第
二
節　

重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
活
動
推
進　

127
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[4] 

主
体
性
の
あ
る
住
ま
い
づ
く
り
実
態
調
査
委
員
会
（
木
下
委
員
会
）
二
〇
一
二
〜
二
〇
一
五
年

　

当
委
員
会
は
、
木
下
勇
氏
（
千
葉
大
学
大
学
院
教
授
）
を
委
員
長
に
、
内
田
青
蔵
（
神
奈
川
大
学
教
授
）、

松
村
秀
一
（
東
京
大
学
教
授
）、
宮
前
眞
理
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
社
共
同
代
表
）、

村
田
真
（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
建
設
局
編
集
委
員
）
の
諸
氏
か
ら
な
る
委
員
会
で
あ
る
。

　

テ
ー
マ
の「
作
ら
れ
た
も
の
か
ら
作
る
も
の
へ
」は
西
田
幾
多
郎
の『
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
』（
一
九
三
九

年
初
版
、
岩
波
書
店
一
九
八
九
年
）
よ
り
の
引
用
で
あ
る
。
本
来
、
住
ま
い
は
各
地
の
歴
史
や
文
化
的
背
景

の
も
と
で
造
ら
れ
て
き
た
が
、
高
度
消
費
社
会
の
中
で
、
住
宅
供
給
は
産
業
化
さ
れ
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
参
入
に
よ
り
市
場
経
済
の
中
で
商
品
化
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
で
は
、

も
う
一
度
、
生
き
る
主
体
的
行
為
で
あ
る
「
住
む
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
お
し
、
住
宅
の
あ
り
方
を
多
角

的
な
角
度
か
ら
提
起
し
よ
う
と
研
究
活
動
が
進
め
ら
れ
た
。

　

委
員
会
で
は
毎
回
、
各
委
員
か
ら
話
題
が
提
供
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
白
熱
し
た
議
論
が
積
み
重
な
っ
た
。

ま
た
、
福
井
一
光
氏
（
鎌
倉
女
子
大
学
理
事
長
・
学
長
）
も
お
呼
び
し
、「
西
田
哲
学
理
解
の
手
が
か
り
」

と
い
う
題
で
講
演
を
い
た
だ
い
た
（
詳
細
は
『
住
ま
い
の
冒
険
』
一
七
二
頁
～
一
八
三
頁
参
照
）。
計
三
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

◉
第
三
九
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
住
ま
い
の
主
体
性
と
は

│『
お
や
？
』の
契
機
と
し
て
の
事
象
」

二
〇
一
四
年
七
月
一
六
日
／
ソ
ノ
リ
ウ
ム
（
杉
並
区
）
参
加
者
五
一
名

講
演
者
：
木
下
勇
（
前
掲
）、池
田
秀
紀
（
暮
ら
し
か
た
冒
険
家
）、小
林
崇
（
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
ク
リ
エ
イ
タ
ー
）、

馬
場
未
織
（
建
築
ラ
イ
タ
ー
）
／
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
村
田
真
（
前
掲
）

　

住
ま
い
の
主
体
性
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
事
象
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。
池
田
秀
紀
氏
は
自
ら

を
「
暮
ら
し
方
冒
険
家
」
と
名
乗
り
、
夫
婦
二
人
の
暮
ら
し
を
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
開
拓
し
て
い
る
。
小
林
崇

氏
は
二
〇
年
間
で
お
よ
そ
一
〇
〇
の
「
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
」
を
造
っ
て
き
た
世
界
で
も
稀
有
な
存
在
で
あ
る
が
、

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
作
り
続
け
る
中
で
、
生
き
る
こ
と
の
根
源
を
追
求
す
る
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

第39回住総研シンポジウム「住まいの主体性とは─
『おや？』の契機としての事象」

『住まいの冒険』（萌文社）
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馬
場
未
織
氏
は
、
東
京
都
内
と
千
葉
房
総
と
の
二
地
域
居
住
を
積
極
的
に
選
択
し
な
が
ら
、
都
市
と
田
舎
の

相
互
補
完
的
な
関
係
を
探
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
周
囲
の
人
々
を
巻
き
込
ん
で
関
係
を
作
っ
て
お
り
、
主
体

性
を
考
え
る
上
で
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
。

◉
第
四
〇
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
家
族
は
虚
像
？
新
し
い
集
住
の
行
方 

〜
個
と
家
族
、
主
体
と
世

帯
、
Ｉ
と
We
の
揺
ら
ぎ
」
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
四
日
／
建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
六
七
名

講
演
者
：
木
下
勇
（
前
掲
）、山
本
理
奈
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科　

学
術
研
究
員
）、青
木
純
（
株

式
会
社
メ
ゾ
ン
青
樹
、
株
式
会
社
都
電
家
守
舎 

代
表
取
締
役
）、
岩
佐
明
彦
（
新
潟
大
学
工
学
部
建
設
学
科

准
教
授
）
／
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
宮
前
眞
理
子
（
前
掲
）

　

現
代
日
本
に
お
け
る
家
族
像
の
ゆ
ら
ぎ
、新
し
い
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
テ
ー
マ
に
議
論
が
進
め
ら
れ
た
。

山
本
理
奈
氏
は
、
高
度
成
長
期
以
降
の
日
本
社
会
の
背
景
か
ら
家
族
の
変
容
に
と
も
な
い
、
居
住
空
間
も
再

編
さ
れ
て
い
く
と
延
べ
た
。
青
木
純
氏
は
本
来
無
個
性
で
あ
っ
た
賃
貸
住
宅
に
個
性
を
持
た
せ
て
い
く
方
法

で
新
し
い
賃
貸
住
宅
の
か
た
ち
を
広
げ
て
い
る
。
居
住
者
を
主
体
と
し
て
建
物
を
捉
え
る
と
楽
し
い
も
の
に

な
る
と
述
べ
た
。
岩
佐
明
彦
氏
は
、
新
潟
中
越
地
震
の
仮
設
住
宅
の
リ
サ
ー
チ
を
ベ
ー
ス
に
「
仮
設
の
ト
リ

セ
ツ
」（
主
婦
の
友
社
）
を
出
版
し
た
。
暫
定
的
な
住
ま
い
で
あ
る
「
仮
設
住
宅
」
が
そ
の
後
の
暮
ら
し
の

軸
と
な
る
よ
う
な
計
画
を
住
み
手
の
主
体
性
か
ら
引
き
出
し
て
い
け
る
と
語
っ
た
。
討
論
で
は
、
家
族
の
境

界
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
今
こ
そ
必
要
な
、
他
者
の
主
体
性
を
組
み
込
ん
で
い
く
よ
う
な
新
し
い
居
住
形
態

の
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

◉
第
四
一
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
場
所
に
生
き
る

―
主
体
性
を
育
む
住
ま
い
の
こ
れ
か
ら
」

二
〇
一
五
年
二
月
九
日
／
建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
一
〇
二
名

基
調
講
演
：
内
山
節
「
私
と
は
関
係
の
総
和
で
あ
る
」（『
内
山
節
の
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
原
論
』
よ
り
）（
立
教

大
学
大
学
院
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
哲
学
者
）

司
会
：
木
下
勇
（
前
掲
）
／
講
演
者
：
内
田
青
蔵
（
前
掲
）、
松
村
秀
一
（
東
京
大
学
教
授
）、
宮
前
眞
理
子

（
前
掲
）、
村
田
真
（
前
掲
）

第40回住総研シンポジウム「家族は虚像？新しい集住
の行方 ～個と家族、主体と世帯、ＩとWeの揺らぎ」

第41回住総研シンポジウム「場所に生きる─主体性を
育む住まいのこれから」

第
二
節　

重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
活
動
推
進
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地
域
や
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
自
分
の
存
在
を
関
係
づ
け
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
内
山

氏
は
「
私
と
は
関
係
の
総
和
で
あ
る
」
と
述
べ
、
自
分
が
何
者
で
あ
る
か
を
考
え
る
に
は
、
ど
う
い
う
関
係

の
中
で
生
き
て
い
る
か
を
考
え
れ
ば
よ
い
と
、
日
本
人
の
根
源
に
あ
る
私
と
場
所
の
関
係
認
識
を
解
い
た
。

　

こ
の
三
年
間
に
わ
た
る
委
員
会
で
の
議
論
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
ベ
ー
ス
に
社
会
へ
主
体
性
に
つ
い

て
問
題
提
起
を
す
べ
く
、
二
〇
一
五
年
四
月
に
住
総
研
住
ま
い
読
本
第
五
刊
と
し
て
『
住
ま
い
の
冒
険

─

生
き
る
場
所
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
』（
萌
文
社
）
を
出
版
し
た
。
住
ま
い
の
主
体
に
つ
い
て
、
家
族
や
地

域
の
変
容
、
住
宅
生
産
、
住
様
式
、
制
度
面
な
ど
委
員
会
で
議
論
し
た
内
容
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

な
お
、
重
点
テ
ー
マ
を
設
定
後
、
委
員
会
を
組
織
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
そ
れ
を
住
総
研
住
ま
い

読
本
に
ま
と
め
る
と
い
う
一
連
の
活
動
は
こ
こ
か
ら
軌
道
に
乗
っ
た
。

[5] 

受
け
継
が
れ
る
住
ま
い
調
査
研
究
委
員
会
（
内
田
委
員
会
）
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
六
年　

　

当
委
員
会
は
、内
田
青
蔵
氏
（
神
奈
川
大
学
教
授
）
を
委
員
長
に
、小
林
秀
樹
（
千
葉
大
学
大
学
院
教
授
）、

祐
成
保
志
（
東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
）、
松
本
暢
子
（
大
妻
女
子
大
学
教
授
）
の
諸
氏
か
ら
な
る
委
員
会

で
あ
る
。

　

受
け
継
ぐ
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
住
ま
い
が
、社
会
の
変
化
に
よ
り
急
速
に
社
会
的
価
値
が
低
下
し
、

受
け
継
ぐ
こ
と
す
ら
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
昨
今
、「
住
み
続
け
る
（
使
い
続
け
る
）
こ
と
」、「
ス
ト
ッ

ク
と
し
て
の
住
ま
い
」、「
生
活･

文
化
の
継
承
と
断
絶
」
等
、
種
々
の
課
題
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
住
ま
い
は

社
会
的
・
文
化
的
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？　

そ
れ
と
も
、
耐
久
消
費
財
と
し
て
消
費
さ
れ
て
ゆ

く
も
の
な
の
か
？　

等
を
問
い
、
受
け
継
が
れ
る
「
も
の
」
と
し
て
の
住
ま
い
の
み
な
ら
ず
、
受
け
継
が
れ

る
「
こ
と
」
と
し
て
の
住
ま
い
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
住
ま
い
づ
く
り
へ
の
展
望
を
描
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
委
員
会
で
あ
る
。

　

委
員
会
で
は「
受
け
継
が
れ
る
住
ま
い
」･

「
受
け
継
が
れ
る
住
文
化
」･

「
受
け
継
が
れ
る
社
会
の
し
く
み
」

第42回住総研シンポジウム「受け継がれる住まい」学士
会館にて開催

『受け継がれる住まい』
（柏書房）
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を
テ
ー
マ
に
、五
回
に
わ
た
り
以
下
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
き
、議
論
を
行
っ
た
。
①
椎
原
晶
子
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
た
い
と
う
歴
史
都
市
研
究
会
副
理
事
長
）、田
中
正
和
氏(

同
理
事
、佐
藤
ま
ど
か
氏
（
同
研
究
会
）

②
森
隆
男
氏
（
関
西
大
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科
教
授　

日
本
史
・
文
化
遺
産
学
専
修
）
③
藤
井
俊
正
氏
（
大

和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社 

住
宅
事
業
推
進
部 

東
京
デ
ザ
イ
ン
事
務
所 

デ
ザ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
）
④
田
村
誠
邦

氏
（
株
式
会
社
ア
ー
ク
ブ
レ
イ
ン
代
表
取
締
役
／
明
治
大
学 

理
工
学
部 

特
任
教
授
）
⑤
木
村
至
聖
氏
（
甲

南
女
子
大
学
人
間
科
学
部
文
化
社
会
学
科
准
教
授
）。
ま
た
、
現
在
も
受
け
継
ぎ
、
住
み
続
け
ら
れ
て
い
る

家
主
か
ら
の
ご
好
意
で
、
旧
同
潤
会
江
古
田
木
造
分
譲
住
宅
「
佐
々
木
邸
」（
練
馬
区
）
や
「
村
川
堅
固
邸
」

（
文
京
区
）
の
見
学
も
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
は
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
全
三
回
）
お
よ
び
住
ま
い
読
本
第
九
刊
『
受
け
継
が
れ
る
住
ま
い
』

を
通
じ
て
、
住
み
継
ぐ
た
め
の
課
題
や
解
決
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
提
示
し
た
。
な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
会

場
は
、
こ
の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
今
な
お
、
保
存･

継
承
さ
れ
て
い
る
建
物
を
選
定
し
た
。

◉
第
四
二
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

｢

受
け
継
が
れ
る
住
ま
い｣

二
〇
一
五
年
七
月
一
七
日
／
学
士
会
館
（
千
代
田
区
）
参
加
者
一
〇
七
名

基
調
講
演
：
内
田
青
蔵（
前
掲
）｢

受
け
継
が
れ
る
も
の
と
し
て
の
住
ま
い｣

総
論

―「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
」
か
ら
「
キ
ー
プ
・
ア
ン
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
」
へ

―

講
演
者
：
後
藤
治
（
工
学
院
大
学
教
授
）、
木
村
至
聖
（
甲
南
女
子
大
学
准
教
授
）、
椎
原
晶
子
（
晶
地
域
文

化
研
究
所
代
表
）／
パ
ネ
リ
ス
ト
：
光
井
渉（
東
京
藝
術
大
学
教
授
）／
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
祐
成
保
志（
前
掲
）

　

継
承
の
意
味
や
意
義
、
継
承
の
必
要
性
に
つ
い
て
広
く
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
内
田
委
員
長
か
ら
は
、「
住

ま
い
を
住
み
継
ぐ
こ
と
は
、
そ
の
建
築
や
空
間
の
原
理
、
住
み
手
の
意
識
を
ど
こ
ま
で
読
み
取
っ
て
残
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
か
に
か
か
る
」
と
し
、
建
物
（
も
の
）
と
し
て
の
保
存
と
生
活
文
化
（
こ
と
）
の
継
承

と
の
両
者
一
体
と
な
っ
た
保
存
の
あ
り
方
が
今
後
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

◉
第
四
三
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

｢

受
け
継
が
れ
る
住
文
化

│
和
の
住
ま
い
・
和
の
住
生
活｣

二
〇
一
五
年
一
〇
月
九
日
／
和
敬
塾
本
館
（
旧
細
川
公
爵
邸
）
／
参
加
者
：
見
学
二
一
名
、
講
演
会
四
九
名

第43回住総研シンポジウム「受け継がれる住文化─和
の住まい・和の住生活」

同右会場風景。和敬塾本館（旧細川公爵邸）にて開催
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二
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﹇
見
学
会
﹈
講
師
・
趣
旨
説
明
：
内
田
青
蔵
（
前
掲
）
テ
ー
マ
「
近
代
日
本
住
宅
に
見
ら
れ
る
〝
和
洋
折
衷
〞

の
試
み

―
起
居
様
式
と
壁
の
仕
様
に
よ
る
分
析
を
通
し
て
」

講
演
者
：
竹
原
義
二
（
無
有
建
築
工
房
主
宰
）、
木
村
忠
紀
（
株
式
会
社
木
村
工
務
店
代
表
）、
梅
本
（
切
原
）

舞
子（
千
葉
大
学
特
別
研
究
員
）、碓
田
智
子（
大
阪
教
育
大
学
教
授
）／
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
松
本
暢
子（
前

掲
）

　

現
代
の
日
本
の
住
宅
に
お
い
て
、
消
失
し
つ
つ
あ
る
和
室
に
焦
点
を
あ
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
住
文
化

は
、
変
わ
ら
ず
に
継
承
す
べ
き
も
の
と
変
化
し
な
が
ら
継
承
し
て
い
く
も
の
を
改
め
て
捉
え
直
す
必
要
が
あ

る
と
し
た
。
内
田
委
員
長
か
ら
は
、
和
の
文
化
、
和
の
住
ま
い
を
も
う
一
度
評
価
し
、
今
こ
そ
議
論
し
て
い

く
時
期
で
あ
る
と
し
、
住
文
化
継
承
に
お
け
る
継
続
的
な
議
論
の
必
要
性
を
示
し
た
。

◉
第
四
四
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
住
ま
い
を
受
け
継
ぐ
社
会
の
し
く
み
」
二
〇
一
六
年
三
月
四
日

／
武
庫
川
女
子
大
学
甲
子
園
会
館
（
旧
甲
子
園
ホ
テ
ル
）
／
参
加
者　

見
学
二
一
名
、
講
演
会
六
七
名

﹇
見
学
会
﹈
講
師
・
趣
旨
説
明
：
内
田
青
蔵
（
前
掲
）
テ
ー
マ
「〝
受
け
継
ぐ
〞
こ
と
は
〝
創
る
〞
こ
と

―

受
け
継
ぐ
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
」

講
演
者
：
村
川
夏
子
（
村
川
堅
固
氏
令
孫
）、
近
角
真
一
（
株
式
会
社
集
工
舎
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
所 

代
表
取
締
役
）、
髙
田
光
雄
（
京
都
大
学 

教
授
）、
木
下
壽
子
（
一
般
社
団
法
人
住
宅
遺
産
ト
ラ
ス
ト
理
事
）

／
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
小
林
秀
樹
（
前
掲
）

　

残
し
た
い
、
残
す
べ
き
あ
る
い
は
住
み
た
い
、
再
利
用
し
た
い
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
は
あ
っ
て

も
、
実
現
す
る
こ
と
な
く
取
り
壊
さ
れ
た
住
ま
い
が
あ
っ
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
建
物
を
受
け
継
ぐ

こ
と
を
実
現
で
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
活
動
に
焦
点
を
あ
て
、
具
体
的
な
活
動
内
容
や
方
法
を
紹

介
し
、
継
承
に
お
け
る
社
会
シ
ス
テ
ム
制
度
の
必
要
性
を
考
え
る
場
と
し
た
。

[6]  「
住
環
境
を
再
考
す
る
」
研
究
委
員
会
（
田
辺
委
員
会
）　

二
〇
一
四
〜
二
〇
一
七
年　

　

第43回住総研シンポジウム「受け継がれる住文化」会場
となった和敬塾本館（旧細川公爵邸）見学会

第44回住総研シンポジウム「住まいを受け継ぐ社会の
しくみ」武庫川女子大学甲子園会館にて開催
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当
委
員
会
は
、
田
辺
新
一
氏
（
早
稲
田
大
学
教
授
）
を
委
員
長
に
、
岩
船
由
美
子
（
東
京
大
学
生
産
技
術

研
究
所
准
教
授
）、
甲
斐
徹
郎
（
株
式
会
社
チ
ー
ム
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
）、
清
家
剛
（
東
京
大
学
准
教
授
）、

星
旦
二
（
首
都
大
学
東
京
教
授
）、
山
本
恵
久
（
日
経
Ｂ
Ｐ
建
設
局
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
の
諸
氏
か
ら
な
る

委
員
会
で
あ
る
。

　

日
本
の
住
宅
分
野
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
増
加
を
続
け
、
日
本
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の

約
一
五
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
（
二
〇
一
四
年
時
点
）。
断
熱
性
や
気
密
性
に
す
ぐ
れ
た
住
宅
が
建
設

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
加
し
て
い
る
原
因
と
し
て
は
、
核
家
族
化
や
単

身
世
帯
の
増
加
を
主
な
原
因
と
す
る
世
帯
数
の
増
加
と
と
も
に
、
居
住
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
設
備
機

器
の
発
展
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
な
ど
の
新
規
技
術

も
提
案
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
二
〇
二
三
年
を
ピ
ー
ク
に
世
帯
数
が
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
た
め
、
空
き
家
が
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
地
球
環
境
レ
ベ
ル
で
は
気
温

変
動
や
異
常
気
象
、
大
気
中
の
有
害
物
質
の
増
加
な
ど
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
超
え
る
状
況
も
起
き
て
い
る
。

　

健
康
で
快
適
な
暮
ら
し
を
持
続
す
る
た
め
に
は
、
技
術
と
住
ま
い
の
融
合
、
地
域
、
そ
し
て
地
球
へ
と
連

続
し
た
、
横
断
的
か
つ
総
合
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
住
宅
の
環
境
に
関
す
る
多
面
的
な
議
論
と
研

究
に
よ
り
新
た
な
展
望
を
描
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
住
環
境
を
再
考
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら

れ
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　

委
員
会
は
委
員
が
関
わ
っ
て
い
る
実
験
住
宅
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ａ
ハ
ウ
ス
」、
集
合
住
宅
「
経
堂
の
杜
」、「
清

水
公
園
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
」
な
ど
の
見
学
や
委
員
会
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
嶋
田
洋
平
氏

を
招
聘
す
る
な
ど
に
よ
り
議
論
を
深
め
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
各
委
員
か
ら
の
話
題
提
供
を
踏
ま
え
て
、

二
〇
一
六
年
三
月
に
住
ま
い
読
本
第
七
刊
『
住
環
境
再
考　

ス
マ
ー
ト
か
ら
健
康
ま
で
』（
萌
文
社
）
を
出

版
し
た
。
建
築
環
境
工
学
の
教
科
書
的
書
籍
は
こ
れ
ま
で
多
く
見
ら
れ
る
が
、
本
書
は
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
康
と
快
適
、
廃
棄
物
、
環
境
共
生
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
横
断
的
に
取
り
扱
っ
た
こ
と
に

特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。

『住環境再考』（萌文社）

第
二
節　

重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
活
動
推
進
　
133
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二
〇
一
六
年
七
月
お
よ
び
九
月
に
は
出
版
記
念
も
兼
ね
て
、「
住
環
境
再
考
―
ス
マ
ー
ト
か
ら
健
康
ま
で
」

を
共
通
テ
ー
マ
と
し
て
二
回
の
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

◉
第
四
五
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

｢

住
環
境
再
考

│
ス
マ
ー
ト
か
ら
健
康
ま
で
１｣

二
〇
一
六
年
七
月
二
八
日
／
建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
一
二
四
名

講
演
者
：
田
辺
新
一
（
前
掲
）、
星
旦
二
（
前
掲
）、
甲
斐
徹
郎
（
前
掲
）
／
総
合
討
論
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：

清
家
剛
（
前
掲
）

◉
第
四
六
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

｢

住
環
境
再
考

│
ス
マ
ー
ト
か
ら
健
康
ま
で
２｣

二
〇
一
六
年
九
月
八
日
／
建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
八
六
名

講
演
者
：
清
家
剛
（
前
掲
）、岩
船
由
美
子
（
前
掲
）、山
本
恵
久
（
前
掲
）
／
総
合
討
論
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：

田
辺
新
一
（
前
掲
）

　「
環
境
」
と
い
わ
れ
る
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
従
来
の
環
境
工
学
の
枠
を
越
え
て
医
学
・
建
築

生
産
・
パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
二
回
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
議
論
を
深
め
た
。
こ
れ
か
ら
の

住
環
境
の
将
来
の
方
向
性
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
せ
ず
に
快
適
性
や
健
康
性
を
維
持
で
き
る
よ
う
な

省
エ
ネ
社
会
に
し
て
い
く
重
要
性
、
さ
ら
に
、
断
熱
化
や
高
気
密
化
に
よ
る
住
宅
の
省
エ
ネ
化
が
快
適
な
暮

ら
し
や
健
康
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
解
き
明
か
し
た
。

[7] 

住
ま
い
手
か
ら
み
た
住
宅
の
使
用
価
値
研
究
委
員
会
（
野
城
委
員
会
）
二
〇
一
五
〜
二
〇
一
八
年

　
当
委
員
会
は
、
野
城
智
也
氏
（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
）
を
委
員
長
に
、
大
垣
尚
司
（
青
山
学

院
大
学
教
授
）、
齋
藤
広
子
（
横
浜
市
立
大
学
教
授
）、
園
田
眞
理
子
（
明
治
大
学
教
授
）、
中
林
昌
人
（
既

存
住
宅
流
通
研
究
所
所
長
）、
森
下
有
（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
助
教
）
の
諸
氏
か
ら
な
る
委
員
会
で

あ
る
。

　
既
存
住
宅
利
活
用
の
必
要
性
が
問
わ
れ
、「
フ
ロ
ー
か
ら
ス
ト
ッ
ク
へ
」
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
は
進

第45回住総研シンポジウム「住環境再考─スマートか
ら健康まで１」

第46回住総研シンポジウム「住環境再考─スマートか
ら健康まで2」
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ん
で
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
日
本
の
住
宅
市
場
は
新
築
住
宅
を
中
心
に
形
成
さ
れ
、
既
存
住
宅
市
場
は
い

ま
だ
未
成
熟
で
あ
る
。
問
題
の
本
質
は
、
住
ま
い
手
か
ら
み
た
使
用
価
値
と
長
年
の
慣
行
の
中
で
形
成
さ
れ

て
き
た
市
場
に
お
け
る
価
値
が
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　

建
築
お
よ
び
住
宅
の
専
門
家
だ
け
で
は
な
く
、金
融
の
専
門
家
や
実
務
家
を
交
え
た
委
員
会
構
成
で
あ
る
。

　

委
員
会
で
は
、各
委
員
お
よ
び
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
中
川
雅
之
氏（
日
本
大
学
教
授
）や
池
本
洋
一
氏（
株

式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
住
ま
い
カ
ン
パ
ニ
ー
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
編
集
長
）
か
ら
の
話
題
提
供
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
二
〇
一
七
年
度
に
は
、
二
回
の
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

◉
第
四
七
回
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

｢

団
塊
世
代
が
形
成
し
た
郊
外
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
世
代
間
移
転
と
そ

の
可
能
性｣

二
〇
一
七
年
九
月
一
一
日
／
建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
一
二
九
名

講
演
者
：
園
田
眞
理
子
（
前
掲
）、
齊
藤
広
子
（
前
掲
）、
池
本
洋
一
（
前
掲
）
／
総
合
討
論
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
：
野
城
智
也
（
前
掲
）

　

団
塊
世
代
が
建
設
、
購
入
し
た
郊
外
住
宅
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
ら
の
使
用
価
値
を
評
価
し
、
若
年
世
帯

に
円
滑
に
移
転
す
る
可
能
性
を
探
っ
た
。

◉
第
四
八
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

｢

住
宅
の
使
用
価
値
の
実
体
化
の
可
能
性｣

二
〇
一
八
年
一
月

一
五
日
／
建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
一
一
九
名

講
演
者
：
中
川
雅
之
（
前
掲
）、中
林
昌
人
（
前
掲
）、大
垣
尚
司
（
前
掲
）
／
総
合
討
論
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：

野
城
智
也
（
前
掲
）

　

住
宅
の
使
用
価
値
の
実
体
化
に
焦
点
を
あ
て
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化
や
金
融
シ
ス
テ
ム

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ
と
で
、
住
宅
市
場
に
お
い
て
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
す
る
可
能
性
を
考
え
た
。
い
ず
れ

も
具
体
的
な
討
論
が
交
わ
さ
れ
、
特
に
金
融
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
が
建
築
関
係
者
に
は
新
鮮
で
興
味
深
か
っ

た
と
い
う
声
が
多
数
聞
か
れ
た
。

　

二
〇
一
八
年
一
二
月
に
こ
の
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
内
容
を
踏
ま
え
、
住
ま
い
読
本
第
一
三
刊
と

第47回住総研シンポジウム「団塊世代が形成した郊
外住宅ストックの世代間移転とその可能性」

第48回住総研シンポジウム「住宅の使用価値の実体化の
可能性」

第
二
節　

重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
活
動
推
進
　
135
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し
て
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
。

[8]
「
マ
ン
シ
ョ
ン
」
の
持
続
可
能
性
を
問
う
研
究
委
員
会
（
田
村
委
員
会
）
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
九
年

　

当
委
員
会
は
、
田
村
誠
邦
氏
（
株
式
会
社
ア
ー
ク
ブ
レ
イ
ン
代
表
取
締
役
，
明
治
大
学
特
任
教
授
）
を

委
員
長
に
、
大
木
祐
悟
（
旭
化
成
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
ス
株
式
会
社
主
任
研
究
員
）、
齊
藤
広
子
（
横
浜
市
立

大
学
教
授
）、
園
田
眞
理
子
（
明
治
大
学
教
授
）、
三
浦
展
（
株
式
会
社
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
代
表

取
締
役
）
の
諸
氏
か
ら
な
る
委
員
会
で
あ
る
。

　

昭
和
三
〇
年
代
か
ら
普
及
が
始
ま
っ
た
区
分
所
有
型
集
合
住
宅
、
い
わ
ゆ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
現
在

で
は
そ
の
ス
ト
ッ
ク
数
が
六
四
〇
万
戸
を
超
え
（
平
成
二
九
年
末
時
点
）、
全
国
で
約
一
五
三
〇
万
人
も
の

人
々
が
居
住
し
、
わ
が
国
の
都
市
居
住
形
態
の
中
心
を
な
す
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
昭
和
五
六

年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
旧
耐
震
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
一
〇
六
万
戸
あ
り
、
そ
の
多
く
は
何
ら
か
の
耐
震
補
強

が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
、
給
排
水
菅
の
詰
ま
り
、
設
備
機
器
の
陳
腐
化
、

断
熱
性
が
乏
し
い
等
、高
経
年
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
問
題
は
、都
市
部
に
お
け
る
住
ま
い
の
問
題
の
中
で
も
、

極
め
て
普
遍
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
高
経
年
マ
ン
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
建
替
え
を
実
現
で
き
た

マ
ン
シ
ョ
ン
は
一
三
二
件
に
過
ぎ
ず
（
平
成
二
九
年
四
月
時
点
）、
大
規
模
修
繕
も
、
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
大
都
市
圏
郊
外
部
に
多
く
立
地
す
る
団
地
型
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

そ
の
規
模
や
合
意
形
成
、
法
制
度
上
の
問
題
に
よ
り
、
建
替
え
の
実
現
は
さ
ら
に
困
難
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

委
員
会
で
は
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
抱
え
る
ハ
ー
ド
面
お
よ
び
ソ
フ
ト
面
で
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
今

一
度
〝「
マ
ン
シ
ョ
ン
」
の
持
続
可
能
性
を
問
う
〟
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
毎
回
委
員
か
ら
の
話
題
提
供
も

し
く
は
有
識
者
を
招
い
て
議
論
を
交
わ
す
他
、
管
理
組
合
法
人
が
自
主
管
理
・
経
営
を
行
っ
て
い
る
西
京

極
大
門
ハ
イ
ツ
で
の
調
査
視
察
を
実
施
す
る
等
の
活
動
を
行
っ
た
。

　

二
〇
一
八
年
度
に
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に
携
わ
る
方
々
に
向
け
た
以
下
の
全
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第48回住総研シンポジウム会場風景

壊さない未来の築き方
～マンションの幸せな老後のために～

2018 年 5 月 21 日 ( 月 ) 13：30 ～ 17：00

会　場 :建築会館ホール （〒108-8414 東京都港区芝 5丁目 26 番 20 号）
参加費：一般 1,000 円／学生 500 円
※参加費はすべて東日本大震災・熊本地震復興義捐金として被災地にお送り致します。

定　員：150 名
後　援：一般社団法人日本建築学会（予定）

■主旨説明 田村 誠邦 （株式会社アークブレイン 代表取締役）

■話題提供 
１）中古マンション大規模修繕とリノベ経験者から見た課題 三浦 展 （株式会社カルチャースタディーズ 代表取締役）
２）リノベーションで救うマンションの未来 内山 博文 （u.company 株式会社 代表取締役）
３）再生の現場から見たマンション管理の在り方 大木 祐悟 （旭化成不動産レジデンス株式会社）

■総合討論  コーディネーター　田村 誠邦 （前掲）

第 49回

2018 年 9 月 11 日 ( 火 ) 13：30 ～ 17：00

■主旨説明 田村 誠邦 （株式会社アークブレイン 代表取締役）

■話題提供 
１）マンションの “所有” を考える　小林 秀樹 （千葉大学 教授）
２）マンションの “経営” を考える　園田 眞理子 （明治大学 教授）
３）マンションの “管理” を考える　齊藤 広子 （横浜市立大学 教授）

■総合討論  コーディネーター 　田村 誠邦 （前掲）

　　　　　  コメンテーター　　 鎌野 邦樹 （早稲田大学 教授）

第 51回

一般財団法人 住総研

区分所有の呪縛を超えて
～集合住宅に係る新たな持続可能な社会システムを探る～

※題名等は変更になる場合がございます

※題名等は変更になる場合がございます

住総研シンポジウム
東 日 本 大 震 災・熊 本 地 震 復 興 支 援 事 業

平成 30年度 住総研重点テーマ 【「マンション」の持続可能性を問う】連続シンポジウム

は住総研 70 周年記念シンポジウム（7月 14日（土）開催）で別テーマとなっています。第 50回

※会場等は両シンポジウム共通です

「マンションの持続可能性 
シンポジウム」ポスター
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一
般
財
団
法
人
移
行
後
の
新
し
い
「
住
総
研
」　
137  

を
開
催
し
、
二
〇
一
九
年
に
は
委
員
会
の
活
動
内
容
を
取
り
ま
と
め
た
書
籍
の
出
版
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

◉
第
四
九
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
壊
さ
な
い
未
来
の
築
き
方
〜
マ
ン
シ
ョ
ン
の
幸
せ
な
老
後
の
た

め
に
〜
」
二
〇
一
八
年
五
月
二
一
日
／
建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
一
三
七
名

司
会
・
趣
旨
説
明
：
田
村
誠
邦
（
前
掲
）
／
講
演
者
：
三
浦 

展
（
前
掲
）、
内
山
博
文
（
Ｕ
・
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｙ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）、大
木
祐
悟
（
前
掲
）
／
総
合
討
論
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
田
村
誠
邦
（
前
掲
）

◉
第
五
一
回　

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
区
分
所
有
の
呪
縛
を
超
え
て
〜
集
合
住
宅
に
係
る
新
た
な
持
続

可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
探
る
〜 

」
二
〇
一
八
年
九
月
一
一
日
／
建
築
会
館
ホ
ー
ル
／
参
加
者
一
一
一
名

司
会
・
趣
旨
説
明
：
田
村
誠
邦
（
前
掲
）
／
講
演
者
：
小
林
秀
樹
（
千
葉
大
学
教
授
）、
園
田
眞
理
子
（
前
掲
）、

齊
藤
広
子
（
前
掲
）
／
総
合
討
論
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
田
村
誠
邦
（
前
掲
）
／
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
鎌
野

邦
樹
（
早
稲
田
大
学
教
授
）

[9] 

お
と
な
の
た
め
の
住
ま
い
学
研
究
委
員
会
（
碓
田
委
員
会
）
二
〇
一
七
〜
二
〇
二
〇
年

　

当
委
員
会
は
、
碓
田
智
子
氏
（
大
阪
教
育
大
学
教
授
）
を
委
員
長
に
、
岩
前
篤  

（
近
畿
大
学
教
授
）、
瀬

渡
章
子
（
奈
良
女
子
大
学
教
授)

、
檜
谷
美
恵
子 

（
京
都
府
立
大
学
大
学
院
教
授
）、
弘
本
由
香
里 

（
大
阪
ガ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
特
任
研
究
員
）、
宮
内
貴
久 (
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
）
の
諸
氏
か
ら
な

る
委
員
会
で
あ
る
。

　
「
住
」
を
と
り
ま
く
背
景
に
は
、
介
護
、
子
育
て
、
福
祉
、
環
境
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
災
害
な
ど
現
代
の

生
活
を
取
り
巻
く
諸
問
題
や
課
題
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
お
と
な
が
、

「
住
」に
関
わ
る「
知
識
」を
果
た
し
て
ど
の
く
ら
い
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
住
の
知
識
」は
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
岐
路
に
立
っ
た
り
、
何
か
の
問
題
に
直
面
し
た
り
し
て
初
め
て
必
要
と
な
る
も
の
が
少

な
く
な
く
、
日
常
生
活
の
中
の
経
験
知
だ
け
で
は
、
知
識
を
得
ら
れ
に
く
い
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
踏
ま
え
、本
委
員
会
で
は
、「
住
」
と
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
課
題
と
関
連
づ
け
な
が
ら
、

第49回住総研シンポジウム「壊さない未来の築き方～マンショ
ンの幸せな老後のために～」

第
二
節　

重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
活
動
推
進
　
137

おとなのための住まい学研究委員会（碓田委員会）
委員と事務局
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現
代
社
会
に
お
け
る
「
お
と
な
の
た
め
の
住
ま
い
学
」
と
は
何
か
、
お
と
な
が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
住
ま

い
の
情
報
や
知
識
へ
の
関
心
が
高
い
か
な
ど
の
整
理･

検
討
を
行
い
、「
お
と
な
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き

住
ま
い
の
知
識
」
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
方
法
等
を
探
り
、
そ
の
成
果
は
、
最
終
年
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
『
住
ま
い
読
本
』
と
し
て
指
針
と
な
る
も
の
を
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
。

[10] 

シ
ェ
ア
が
描
く
住
ま
い
の
未
来
研
究
委
員
会
（
岡
部
委
員
会
）
二
〇
一
八
〜
二
〇
二
一
年

　

当
委
員
会
は
、
岡
部
明
子
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
を
委
員
長
に
、
小
川
さ
や
か
（
立
命
館
大
学

准
教
授
）、
門
脇
耕
三 

（
明
治
大
学
専
任
講
師
）、
山
道
拓
人
（
ツ
バ
メ
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
代
表
取
締
役
）、
鈴

木
亮
平
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

u
r
b
a
n 
d
e
s
i
g
n 

p
a
r
t
n
e
r
s 

b
a
l
l
o
o
n
理
事
長
）、

前
田
昌
弘
（
京
都
大
学
大
学
院
講
師
）
の
諸
氏
か
ら
な
る
委
員
会
で
あ
り
、
以
下
が
主
旨
文
で
あ
る
。

　
「
日
本
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
当
然
の
時
代
に
な
っ
て
、
人
間
的
な
居
住
が
満

た
さ
れ
た
上
で
の
、
さ
ら
に
豊
か
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
シ
ェ
ア
が
魅
力
的
に
見
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
住
ま
い
に
限
ら
ず
、
眠
っ
て
い
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
個
人
間
で
や
り
く
り
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
活
用
す
れ
ば
、
人
口
減
少
社
会
で
だ
ぶ
つ
く
空
き
家
な
ど
の
対
策
に
な
る
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

他
方
、
地
球
規
模
に
格
差
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
世
界
的
に
み
る
と
喫
緊
の
住
宅
問
題
は
、
途
上
国
大

都
市
の
ス
ラ
ム
に
あ
る
。
ス
ラ
ム
に
暮
ら
す
人
た
ち
は
、
劣
悪
な
住
環
境
下
、
当
た
り
前
に
空
間
を
シ
ェ

ア
し
、
シ
ェ
ア
経
済
で
生
業
を
見
出
し
て
い
る
。
シ
ェ
ア
が
進
め
ば
経
済
活
動
も
そ
の
分
拡
大
す
る
と
楽

観
し
が
ち
だ
が
、
シ
ェ
ア
経
済
は
所
有
を
基
盤
と
し
た
資
本
主
義
経
済
と
根
本
的
に
相
容
れ
ず
、
む
し
ろ

ス
ラ
ム
で
席
巻
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
と
相
性
が
い
い
。

　

先
進
国
で
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
問
題
視
さ
れ
る
一
方
、
途
上
国
都
市
で
人
口
増
加
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
居
住
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
現
代
、
シ
ェ
ア
の
進
展
は
、
私
た
ち
を
ど
ん
な
社
会
に
導
こ
う
と
し
て
い

シェアが描く住まいの未来研究委員会（岡部委員会）
委員と事務局
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139  

る
の
か
。
そ
し
て
、
住
ま
い
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
等
を
調
査
研
究
す
る
。」

　

平
成
三
〇
年
度
と
平
成
三
一
年
度
に
委
員
会
を
年
四
回
程
度
開
催
し
、
そ
の
成
果
は
平
成
三
二
年
度
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
住
ま
い
読
本
と
し
て
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
。

三
、「
住
総
研
レ
ポ
ー
ト 

す
ま
い
ろ
ん
」
の
発
刊　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）
以
来
発
行
を
続
け
て
き
た
財
団
の
機
関
誌
『
季
刊 

す
ま
い
ろ
ん
』
が
、

一
般
財
団
法
人
へ
の
移
行
を
契
機
に
二
〇
一
一
年
度
か
ら
休
刊
と
な
っ
た
た
め
、『
住
総
研
レ
ポ
ー
ト 

す
ま

い
ろ
ん
』
を
年
刊
誌
と
し
て
、『
す
ま
い
ろ
ん
』
が
復
刊
す
る
二
〇
一
五
年
度
ま
で
五
冊
発
刊
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
年
度
毎
に
取
り
組
む
重
点
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
委
員
会
、
研
究
会
活
動
等
の
成
果
を
集
約
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
季
刊
『
す
ま
い
ろ
ん
』
の

掲
載
欄
か
ら｢

私
の
す
ま
い
ろ
ん｣

を
継
続
し
掲
載
し
た
。
以
下
に
そ
の
概
要
を
記
す
。

［
住
総
研
レ
ポ
ー
ト
す
ま
い
ろ
ん
概
要
］

１
．
方
針　
『
す
ま
い
ろ
ん
』
が
掲
げ
て
い
た
住
ま
い
の
論
壇
と
し
て
の
役
割
を
継
承
し
つ
つ
、
公
益
法
人

　
　
　
　
　

改
革
が
目
指
す
不
特
定
か
つ
多
数
の
人
々
の
役
に
立
つ
、
わ
か
り
や
す
い
内
容
と
す
る
。

２
．
内
容　

年
度
毎
に
設
定
す
る
重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
年
間
三
回
程
度
開
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内

　
　
　
　
　

容
を
中
心
に
毎
年
七
月
頃
に
発
行
す
る
。

３
．
名
称 　
『
住
総
研
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
０　

す
ま
い
ろ
ん
』

４
．
体
裁　

Ｂ
５
版
カ
ラ
ー
、
一
〇
〇
頁
程
度
、
横
書
き
、
発
行
部
数
：
一
二
〇
〇
部
、
価
格
一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
（『
す
ま
い
ろ
ん
』
と
同
価
）

５
．
配
布
先　

公
共
図
書
館
・
大
学
等
の
主
要
研
究
機
関
（
無
料
配
布
）、
一
般
読
者
（
頒
布
）

﹇
創
刊
号
（
二
〇
一
一
）﹈
核
心
に
迫
る
「
住
ま
い
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」

『住総研レポートすまいろ
ん 2011  創刊号』表紙

第
二
節　

重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
活
動
推
進
　
139
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・
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
住
宅
の
課
題

・
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
住
宅
っ
て
、
何
？ 

・
近
居
・
隣
居
の
ス
ス
メ

・
賃
貸
住
宅
の
利
用
価
値
と
経
済
価
値
の
持
続
へ
の
提
案

・
江
戸
・
明
治
の
住
宅
リ
サ
イ
ク
ル

﹇
第
二
号
（
二
〇
一
二
）﹈
核
心
に
迫
る
「
縮
小
社
会
に
お
け
る
住
ま
い
の
ゆ
く
え
」

・
縮
小
社
会
に
お
け
る
住
ま
い
の
ゆ
く
え

・
家
族
像
の
変
容
と
住
ま
い
の
か
た
ち

・
住
ま
い
を
支
え
る
社
会
の
担
い
手

﹇
第
三
号
（
二
〇
一
三
）﹈
リ
ア
ル
な
地
域
の
あ
り
方
を
住
ま
い
と
の
関
係
で
描
く

・
地
域
に
纏
わ
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
覚
悟
が
問
わ
れ
る
時
代

・
生
活
空
間
と
し
て
の
地
域
に
関
わ
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
語
る

・
生
き
が
い
を
作
る
高
齢
期
の
住
ま
い
と
地
域
の
関
係

・
地
域
で
守
る
く
ら
し
や
住
ま
い

・
住
総
研
住
ま
い
読
本
展
「
縮
小
時
代
の
住
ま
い
と
ま
ち
」
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

・
賃
貸
集
合
住
宅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
研
究
会
報
告
書
よ
り

﹇
第
四
号
（
二
〇
一
四
）﹈「
一
般
市
街
地
」
の
す
ま
い
と
居
住
を
再
評
価
す
る

・「
一
般
市
街
地
」
の
再
評
価
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か

・「
ま
ち
な
か
居
住
」
の
魅
力
を
考
え
る

・
あ
す
の
玉
川
学
園
地
域
を
考
え
る

・
混
在
性
と
多
様
性
の
再
評
価

・
第
四
回
住
総
研
清
水
康
雄
賞
授
賞
記
念
講
演　

市
民
事
業
が
担
う
ま
ち
な
か
の
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り

・「
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
」
教
育
実
践
研
修
会

『住総研レポートすまいろ
ん 2014  第4号』表紙

『住総研レポートすまいろ
ん 2012  第2号』表紙

『住総研レポートすまいろ
ん 2013  第3号』表紙
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﹇
第
五
号
（
二
〇
一
五
）﹈「
作
ら
れ
た
も
の
か
ら
作
る
も
の
へ
」
主
体
形
成
と
し
て
の
住
宅

・
住
ま
い
の
冒
険
─
─
生
き
る
場
所
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と

・
住
ま
い
の
主
体
性
と
は
─
─
「
お
や
？
」
の
契
機
と
し
て
の
事
象

・
家
族
は
虚
像
？　

新
し
い
集
住
の
行
方
─
─
個
と
家
族
、
主
体
と
世
帯
、
Ｉ
と
We
の
揺
ら
ぎ

・
場
所
に
生
き
る
─
─
主
体
性
を
育
む
住
ま
い
の
こ
れ
か
ら

・
住
総
研
住
ま
い
読
本
４　

出
版
記
念
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
：「
近
居
」
─
─
少
子
高
齢
社
会
の
住
ま
い
・

　

地
域
再
生
に
ど
う
活
か
す
か

・「
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
」
教
育
実
践
研
修
会

第
三
節　

�『
す
ま
い
ろ
ん
』
復
刊
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
る
公
開

普
及
活
動
の
推
進

一
、
機
関
誌
『
す
ま
い
ろ
ん
』
の
復
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
九
八
八
年
か
ら
二
三
年
間
続
い
た
季
刊
『
す
ま
い
ろ
ん
』
は
、
当
財
団
が
二
〇
一
一
年
に
公
益
法

人
改
革
関
連
法
の
も
と
で
「
一
般
財
団
法
人 

住
総
研
」
に
移
行
し
活
動
を
開
始
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、

二
〇
一
一
年
冬
号
（
通
巻
九
七
号
）
を
も
っ
て
休
刊
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
季
刊
『
す
ま
い
ろ
ん
』
に

つ
い
て
は
、
住
宅
に
関
す
る
研
究
者
や
実
務
家
の
方
々
か
ら
復
刊
の
要
望
も
多
く
、
休
刊
か
ら
五
年
後
の

二
〇
一
六
年
よ
り
、
年
二
回
の
発
行
で
復
刊
す
る
こ
と
と
し
た
。
新
し
い
編
集
委
員
会
は
、
休
刊
前
の
編
集

委
員
で
あ
っ
た
大
月
敏
雄
氏
（
東
京
大
学
教
授
）
を
委
員
長
に
、
い
し
ま
る
あ
き
こ
（
い
し
ま
る
あ
き
こ
一

級
建
築
士
事
務
所
）、
太
田
浩
史
（
一
級
建
築
士
事
務
所
ヌ
ー
ブ
）、
嶋
田
洋
平
（
株
式
会
社
ら
い
お
ん
建
築
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﹇
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史
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﹇「
す
ま
い
ろ
ん
」復
刊
に
あ
た
っ
て
﹈

●
当
財
団
は
、
2
0
1
1
年
に
公
益
法
人
改
革
関

連
法
の
も
と
で
、「
一
般
財
団
法
人
住
総
研
」に
移

行
し
活
動
を
開
始
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、「
す
ま

い
ろ
ん
」
を
2
0
1
1
年
冬
号（
通
巻
97
号
）を

も
っ
て一
時
休
刊
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
皆

さ
ま
か
ら
の
要
望
も
多
く
あ
り
、
復
刊
を
い
た
し

ま
す
。
以
前
は
季
刊
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
は

年
2
回
の
発
行
で
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
新
し
い

編
集
委
員
の
方
が
た
に
よ
り
、
最
近
の
住
宅
に
関

す
る
喫
緊
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、

皆
様
の
研
究
や
実
践
の
お
役
に
立
ち
、ま
た「
住
生

活
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
」に
向
け
一
層
努
力
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
年
間
重
点
テ
ー
マ

に
も
と
づ
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や「
住
総
研
住
ま
い
読

本
」と
共
に
ご
支
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
御
申

し
上
げ
ま
す
。

●
な
お
、
今
ま
で
の「
す
ま
い
ろ
ん
」バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
も
住
総
研
ホ
ー
ム
ペー
ジ
よ
り
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
読
み
直
し
て
み
ま

し
て
も
、
現
在
で
も
普
遍
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と

を
痛
感
致
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も
是
非
閲
覧
、
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

［
住
総
研 

専
務
理
事
／
道
江
紳
一
］

﹇
編
集
後
記
﹈

●
実
は
、『
す
ま
い
ろ
ん
』の
編
集
委
員
を
お
引
き

受
け
す
る
の
は
二
度
目
で
あ
る
。
一
度
目
は
、
休
刊

す
る
直
前
に
お
引
き
受
け
し
て
い
る
。
当
時
新
米

の
編
集
委
員
だ
っ
た
の
で
、ほ
か
の
編
集
員
の
方
々

の
仕
事
の
進
め
方
を
傍
ら
で
見
な
が
ら
数
号
分
学

習
し
て
、
満
を
持
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
97
号
の

「
近
居
・
隣
居
の
ス
ス
メ

―
〝
住
宅
に
住
む
〞か

ら〝
地
域
に
住
む
〞へ
」と
い
う
特
集
で
あ
っ
た
。
古

い
集
合
住
宅
や
住
宅
地
の
、
経
年
的
な
住
み
こ
な

し
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
の
で
、
調
査
に
よ
っ
て

次
々
に
捕
捉
さ
れ
る「
近
居
」
を
、
計
画
論
の
一
環

と
し
て
語
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
の
が
、
そ
の
時

の
企
画
の
原
点
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、『
す
ま
い

ろ
ん
』は
こ
の
号
を
も
っ
て
い
っ
た
ん
休
刊
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
大
変
残
念
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
、こ
の
特
集
を
も
と
に『
近
居
』な
る
本
を「
住

総
研
住
ま
い
読
本
」の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
出
す
こ
と

が
で
き
た
。

●
時
は
流
れ
、『
す
ま
い
ろ
ん
』復
刊
の
話
が
も
ち

上
が
り
、
な
ぜ
だ
か
再
び
編
集
委
員
を
引
き
受
け

る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
も
今
回
は
委
員
長
と
し

て
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
が
、
た
っ
た

一
回
こ
っ
き
り
の
97
号
で
の
経
験
を
も
と
に
、
今
回

も
、普
段
の
研
究
事
で
漠
然
と
抱
い
て
い
る
事
象
に

焦
点
を
当
て
、特
集
を
組
も
う
と
思
っ
た
。
そ
れ
が

「
賃
貸
住
宅
」で
あ
る
。
な
ん
だ
か
社
会
の
一
部
が

少
し
ず
つ
賃
貸
住
宅
を
軸
に
回
り
始
め
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
と
、直
感
し
た
か
ら
で
あ
る
。

●
図
ら
ず
も
、
数
年
の
間
を
あ
け
て
、
97
号
と
98

号
の
特
集
を
連
続
で
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
が
、

99
号
と
1
0
0
号
と
1
0
1
号
は
、
何
か
し
ら

世
間
様
か
ら
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
な
の
か
な

と
思
い
、
戦
々
恐
々
と
し
て
い
る
が
、
強
力
な
編
集

委
員
の
メ
ン
バ
ー
が
、き
っ
と
鮮
や
か
に
乗
り
切
っ
て

く
れ
る
に
違
い
な
い
。［

大
月
敏
雄
／
本
号
責
任
編
集
］

特集	賃貸住宅再考
焦点　
賃貸住宅と若者の都市復権を！ 大月敏雄［東京大学］
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Ⅲ
部　

第
三
章　
「
重
点
テ
ー
マ
」
を
設
定
し
た
研
究
・
実
践
の
推
進
へ
　
142 

事
務
所
）、祐
成
保
志
（
東
京
大
学
准
教
授
）、三
浦
研
（
京
都
大
学
教
授
）
の
諸
氏
で
再
開
し
た
。
構
成
は
、

以
前
の
季
刊『
す
ま
い
ろ
ん
』と
大
き
く
は
変
え
ず
に
、委
員
会
委
員
が
各
号
の
特
集
テ
ー
マ
を
企
画
し
、「
す

ま
い
ろ
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
か
つ
て
の
「
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」）
を
開
催
し
た
記
録
と
、
特
集
テ
ー
マ

を
考
察
し
た
数
編
の
「
論
考
」、「
私
の
す
ま
い
ろ
ん
」
と
「
す
ま
い
再
発
見
」、「
ひ
ろ
ば
」、
そ
し
て
、
新

編
集
委
員
会
に
て
新
し
い
企
画
の
「
す
ま
い
ぼ
ん
」、
住
総
研
の
活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
「
住
総
研
だ
よ
り
」

と
い
う
構
成
と
し
た
。「
す
ま
い
ぼ
ん
」
は
住
ま
い
が
、
メ
デ
ィ
ア
で
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る
か
論
考
し
て
み

よ
う
と
い
う
企
画
で
、
本
だ
け
に
限
ら
ず
、
漫
画
や
映
画
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
も
対
象
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
表
紙
お
よ
び
巻
頭
に
は
、
引
き
続
き
畑
亮
氏
と
畑
拓
氏
に
依
頼
し
「
日
本
の
集
落
の
30
年
」
の

写
真
と
説
明
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
編
集
・
制
作
は
建
築
思
潮
研
究
所 

帳
章
子
氏
、
表
紙
デ
ザ
イ
ン
は
佐

藤
ち
ひ
ろ
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

編
集
委
員
会
を
年
に
二
回
開
催
し
、
半
年
ほ
ど
か
け
て
企
画
を
具
体
化
し
て
い
く
。
企
画
担
当
委
員
が

作
成
し
た
構
成
案
を
も
と
に
、
委
員
会
で
意
見
を
出
し
合
い
、
二
回
目
の
委
員
会
で
内
容
が
決
定
さ
れ
る
。

喫
緊
の
課
題
を
取
り
上
げ
る
た
め
企
画
開
始
か
ら
お
よ
そ
一
年
後
の
出
版
と
し
て
い
る
。

　

復
刊
か
ら
二
〇
一
八
年
夏
号
ま
で
の
特
集
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

二
〇
一
六
年
冬
号  

（
通
巻
第
九
八
号
）     

特
集
：
賃
貸
住
宅
再
考
（
企
画
：
大
月
敏
雄
）

二
〇
一
六
年
夏
号  

（
通
巻
第
九
九
号
）     

特
集
：
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
エ
リ
ア
の
再
生

（
企
画
：
嶋
田
洋
平
）

二
〇
一
七
年
冬
号  

（
通
巻
第
一
〇
〇
号
）  

特
集
：
多
様
な
住
ま
い
方
支
援
（
企
画
：
祐
成
保
志
）

二
〇
一
七
年
夏
号  

（
通
巻
第
一
〇
一
号
）  

特
集
：
猫
と
犬
と
の
住
ま
い

（
企
画
：
い
し
ま
る
あ
き
こ
・
三
浦
研
）

二
〇
一
八
年
冬
号  

（
通
巻
第
一
〇
二
号
）  

特
集
：「
立
地
適
正
化
」
の
先
の
住
ま
い
（
企
画
：
太
田
浩
史
）

二
〇
一
八
年
夏
号  

（
通
巻
第
一
〇
三
号
）  

特
集
：
シ
ェ
ア
が
支
え
る
シ
ン
グ
ル
ペ
ア
レ
ン
ト

（
企
画
：
三
浦
研
）
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潮
研
究
所
　
帳 

章
子

印
刷
・
製
本

慶
昌
堂
印
刷

表
紙
デ
ザ
イ
ン

佐
藤
ち
ひ
ろ

﹇
編
集
後
記
﹈

●
都
市
計
画
と
建
築
計
画
の
距
離
が
遠
い
日
本

で
は
、立
地
適
正
化
計
画
（
立
適
）の
取
組
み
は
建

築
的
な
関
心
に
な
り
に
く
い
。
そ
こ
に
交
通
の
話

も
加
わ
る
か
ら
、こ
の
施
策
は
建
築
と
は
関
係
な

い
ス
ケ
ー
ル
の
話
に
聞
こ
え
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
立
適
は
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
･
プ
ラ
ス
･

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
都
市
の
か
た
ち
が
議
論
の
中

心
に
な
る
し
、交
通
論
を
含
ん
で
い
る
か
ら
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
も
議
論
し
や
す
い
。住
ま
い
の
未
来
を
都

市
ス
ケ
ー
ル
で
捉
え
る
に
は
格
好
の
キ
ー
ワ
ー
ド

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

●
た
だ
、焦
点
（
４
〜
５
頁
）で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

立
適
が
目
指
す
居
住
誘
導
区
域
の
イ
メ
ー
ジ
が
分

か
り
に
く
い
。こ
の
ま
ま
だ
と
単
な
る
線
引
き
だ

と
思
わ
れ
て
し
ま
う
し
、市
街
地
再
編
の
手
法
も

相
変
わ
ら
ず
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
と
再
開
発
ビ
ル
ば

か
り
語
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
喫
緊
の
問
題

と
は
ズ
レ
て
い
る
し
、多
様
な
居
住
を
生
み
だ
さ

な
い
だ
ろ
う
と
考
え
、建
築
ス
ケ
ー
ル
で
住
ま
い
を

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
本
誌
で
立
適
を
捉
え
て
み

た
。
結
果
と
し
て
、具
体
的
な
居
住
像
の
考
察
と

と
も
に
、乗
換
バ
ス
停
を
少
し
離
し
て
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
生
む
、ち
ら
し
寿
司
の
様
な
用
途
混
合
を

行
う
、２
０
０
m
単
位
を
5
年
で
整
備
す
る
な

ど
、細
や
か
な
手
法
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
。

●
面
白
か
っ
た
の
は
、こ
れ
ら
の
手
法
の
「
立
地
」

が
少
し
ず
つ
違
う
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
三
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、街
の
中
心
部
、中
心
か
ら
離
れ
た

交
通
拠
点
、同
じ
く
中
心
か
ら
離
れ
て
い
る
が
、も

う
少
し
落
ち
着
い
た
通
り
、に
つ
い
て
の
も
の
で
あ

る
。
ど
う
や
ら
、用
途
の
立
地
適
正
化
だ
け
で
は

な
く
、手
法
の
立
地
適
正
化
も
あ
る
ら
し
い
。
ま

ち
の
再
構
築
に
向
け
て
、こ
う
し
た
細
や
か
な
手

法
を
も
っ
と
集
め
て
み
た
い
と
思
う
。

［
太
田
浩
史
／
本
号
責
任
編
集
］

［
年

2 回
刊
］　

す
ま
い
ろ
ん

通
巻

102
号

2018
年

2
月

25
日
発
行

発
行
　
一
般
財
団
法
人
住
総
研

発
行
人
　
道
江
紳
一

〒
103-0027　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
３
丁
目

12
番
２
号

  
朝
日
ビ
ル
ヂ
ン
グ
２
階

TE
L：

03-3275-3077・
3078　

FA
X：

03-3275-3079

E
-m

ail : info@
jusoken.or.jp　

U
R

L : http://w
w

w
.jusoken.or.jp

定
価
＝
本
体1,000

円
+
税

特集 「立地適正化」の先の住まい
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一
般
財
団
法
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移
行
後
の
新
し
い
「
住
総
研
」　
143  

　
「
す
ま
い
ろ
ん
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
住
宅
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
編
集
委
員
が
、
企
画
編
集
し
て
い
る
た
め

内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
最
近
号
に
つ
い
て
は
喫
緊
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
が
、
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
読
み
直
し
て
み
る
と
、
連
載
コ
ラ
ム
を
含
め
改
め
て
再
発
見
す
る
こ
と
も
多
い
。

　

今
後
の
課
題
は
、
発
行
部
数
一
〇
〇
〇
部
を
い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
で
あ
る
。「
す
ま
い
ろ
ん
」
は
財

団
広
報
誌
で
あ
っ
た『
研
究
所
だ
よ
り
』が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
中
で
は
助
成
研
究
成
果
に
つ
い
て「
研

究
成
果
を
や
さ
し
く
市
民
に
伝
え
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
公
益
法
人
改
革
の
趣
旨
「
不
特
定
か
つ

多
数
の
者
の
利
益
に
資
す
る
」
活
動
を
し
て
い
く
た
め
に
も
、
さ
ら
に
多
く
の
住
宅
研
究
者
や
実
務
者
に
届

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
、『
す
ま
い
再
発
見
』
の
発
刊　

　

連
載
コ
ラ
ム
「
す
ま
い
再
発
見
」
は
、『
す
ま
い
ろ
ん
一
九
九
二
年
夏
号
（
通
巻
第
二
三
号
）』
か
ら
現
在

ま
で
続
い
て
い
る
長
寿
連
載
コ
ラ
ム
で
あ
る
。『
す
ま
い
ろ
ん
二
〇
一
七
年
冬
号
』
が
通
巻
第
一
〇
〇
号
と

な
る
の
を
記
念
し
、
そ
れ
ま
で
の
七
六
回
の
連
載
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
『
す
ま
い
再
発
見　

世
界
と
日
本

の
珠
玉
の
住
宅
76
』
と
し
て
二
〇
一
七
年
二
月
に
建
築
資
料
研
究
社
よ
り
発
刊
し
た
。

　

な
お
、
同
じ
く
「
す
ま
い
ろ
ん
」
の
連
載
コ
ラ
ム
で
あ
る
「
私
の
す
ま
い
ろ
ん
」
は
二
〇
〇
四
年
に
『
私

の
す
ま
い
ろ
ん
─
─
立
松
久
昌
氏
が
編
ん
だ
21
の
す
ま
い
の
物
語
』（
建
築
資
料
研
究
社
）
と
し
て
発
刊
さ

れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
『
す
ま
い
ろ
ん
』
の
前
身
で
あ
る
「
研
究
所
だ
よ
り
」
時
代
か
ら
編
集
を
依
頼
し
て

い
た
立
松
久
昌
氏
が
二
〇
〇
三
年
に
亡
く
な
り
、
追
悼
の
意
を
こ
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

連
載
と
し
て
の
「
す
ま
い
再
発
見
」
の
誕
生
は
、
か
つ
て
編
集
委
員
で
あ
っ
た
片
山
和
俊
氏
に
よ
る
本
書

の
［
お
わ
り
に
］
に
詳
し
く
載
っ
て
い
る
が
、
お
よ
そ
三
〇
年
前
の
立
松
氏
と
の
会
話
の
中
で
の
片
山
氏
の

「
住
ま
い
の
設
計
や
空
間
を
取
り
上
げ
ま
し
ょ
う
よ
！
」
と
い
う
発
言
が
発
端
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
、
当

時
の
『
す
ま
い
ろ
ん
』
に
は
住
宅
設
計
や
空
間
に
つ
い
て
の
企
画
や
記
事
が
案
外
少
な
い
と
感
じ
た
こ
と
の

『すまい再発見』表紙
（建築資料研究社）

297

296

資
料

資
料

ア ジ ア と 日 本 （ 東 京 都 を 除 く ）

北海道

青森

秋田 岩手

山形 宮城

福島

茨城

栃木
群馬

埼玉
東京 千葉神奈川

新潟

長野

山梨

静岡

富山
石川

岐阜

愛知

福井

滋賀

三重
奈良

和歌山

京都

大阪

兵庫岡山
広島

鳥取
島根

山口

徳島
香川

愛媛 高知福岡
佐賀長崎 大分

熊本

宮崎

鹿児島

52

5048

23
51

19

64

36

21

66

75

31

4430 5663

2720 46
3328 34

4138 72
7067 73

�琉球の民家
�フロインドリーブ邸・旧神戸ユニオン教会
�孤風院
（熊本高等工業大学講堂→木島安史邸）
�旧五十嵐邸
�旧日高邸（現小山家住宅）
�本野邸
�西尾家住宅　離れ
�旧大越娯楽場（現大越武道館）
�聴竹居 

�旧鶴巻邸
�田上義也の一連の作品
�旧松本烝治邸
�ソコニーハウス
（スタンダード石油会社社宅）
�伊藤喜久邸
�浦邸   
�軽井沢の山荘
�小玉祐一郎自邸
�真木邸（コルゲートの家）

08

NORTH
KOREA

SOUTH
KOREA JAPAN

TAIWAN

CHINA

RUSSIA

�大内宿
�船場ビルディング
�公営住宅古市団地（第一期）  
�冷泉荘 
�高根台団地 
�9棟のパイロットハウス
�コーポラティブハウス柿生
�南行徳ファミリオ
�千種台地区建替え事業

�上海旧式里弄住宅

＊場所は竣工時を示す 

東 京 都

千代田区
新宿区

中央区

港区

文京区台東区墨田区

江東区

品川区

目黒区

大田区

世田谷区

渋谷区

中野区杉並区

豊島区

北区

荒川区

板橋区

練馬区

足立区

葛飾区

江戸川区

八王子市

立川市 武蔵野市

三鷹市

青梅市

府中市

昭島市

調布市

町田市

小金井市

小平市

日野市

東村山市

国分寺市

国立市

田無市
保谷市

福生市

狛江市

東大和市

清瀬市

東久留米市武蔵村山市

多摩市 稲城市

羽村市
瑞穂町

日の出町

あきる野市檜原村

奥多摩町

76
45 29

37

4047
74

62

49

3243

5558

616570

5742 6869

26535459 22252460

3539

�谷中の長屋  
�奥野ビル
�都営高輪アパート 
�晴海アパート
�ビラ・ビアンカ 
�コープオリンピア 
�中銀カプセルタワービル 
�17 homes
�集合住宅歴史館 

�旧清水邸書院  
�カヤバ珈琲店
�旧平櫛田中邸
�旧安田楠雄邸
�旧近藤邸
�鈴木信太郎旧居（鈴木成文邸）
�今井兼次自邸
�小林古径邸 
�旧飯箸邸
�前川國男邸
�コアのあるH氏の住まい
�諸井邸
�栗の木のある家 
�上小沢邸
�すまい／サニーボックス（藤木邸）
�曙ハウス
�旧東京市営古石場住宅 
�求道学舎 
�東光園アパート
�同潤会猿江アパート 
�同潤会大塚女子アパートメントハウス
 

＊場所は竣工時を示す 

『すまい再発見』発行に際し、新たに作成した所在地マップ

第
三
節　
『
す
ま
い
ろ
ん
』
復
刊
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
る
公
開
普
及
活
動
の
推
進
　
143
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Ⅲ
部　

第
三
章　
「
重
点
テ
ー
マ
」
を
設
定
し
た
研
究
・
実
践
の
推
進
へ
　
144 

提
案
が
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
す
ま
い
再
発
見
」
で
取
り
上
げ
る
住
ま
い
は
、
有
名
無
名
を
問
わ
ず
、
編
集
会
議
で
決
ま
っ
た
執
筆
者

（
編
集
委
員
か
委
員
の
推
薦
者
）
の
関
心
が
あ
る
住
ま
い
で
あ
る
。
特
集
テ
ー
マ
に
沿
う
必
要
は
な
く
、
ど

の
よ
う
な
住
ま
い
を
取
り
上
げ
る
か
の
規
定
は
特
段
な
い
。
執
筆
者
は
設
計
者
、
住
ま
い
手
、
研
究
者
と

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
再
編
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
と
な
る
建
物
を
ま
ず
そ
の
立
地
に
よ
っ
て
、
海
外
と
国

内
と
に
分
け
、
さ
ら
に
戸
建
住
宅
と
集
合
住
宅
と
に
分
け
、
四
つ
の
章
立
て
と
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
中

で
竣
工
年
の
古
い
順
に
並
べ
た
。
章
立
て
と
そ
れ
を
構
成
す
る
コ
ラ
ム
数
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章　

海
外
戸
建
住
宅　

七
編　
　
　

第
二
章　

海
外
集
合
住
宅　

一
一
編

第
三
章　

国
内
戸
建
住
宅　

三
三
編　
　

第
四
章　

国
内
集
合
住
宅　

二
五
編

　

立
地
、
建
物
種
別
、
建
設
年
代
も
満
遍
な
く
取
り
扱
っ
て
お
り
、
極
端
な
偏
り
は
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
、

訪
問
記
や
空
間
の
分
析
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
建
物
の
背
景
や
プ
ロ
セ
ス
、
そ
の
後
に
つ
い
て
な
ど
が

的
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
既
に
解
体
さ
れ
て
い
る
住
宅
も
多
く
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
記
述
す
る
と
と

も
に
、
一
覧
表
に
も
し
た
。
ま
た
、
建
設
地
の
地
図
も
作
成
し
た
。
こ
の
「
世
界
と
日
本
の
珠
玉
の
住
宅
」

七
六
編
を
ど
の
よ
う
に
読
み
進
め
、
新
た
な
再
発
見
を
し
て
い
く
か
は
、
本
書
「
は
じ
め
に
」（
現
編
集
委

員
長
大
月
敏
雄
氏
）
お
よ
び
「
お
わ
り
に
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
面
白
く
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
表
紙
カ
バ
ー
裏
面
に
は
付
録
と
し
て
〝
す
ま
い
再
発
見
建
物
年
表
〟
が
あ
る
。
竣
工
年
代
順
に

並
べ
ら
れ
て
お
り
、
社
会
動
向
と
合
わ
せ
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

三
、『
住
総
研
住
ま
い
読
本
』
シ
リ
ー
ズ
創
刊　

　

こ
れ
ま
で
住
総
研
で
は
、
委
員
会
で
の
研
究
成
果
を
書
籍
と
し
て
出
版
し
て
い
た
が
、
体
裁
や
内
容
は
、

『すまい再発見』表紙裏面は76編の建物年表になっている
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後
の
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総
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」　
145  

そ
の
時
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
や
出
版
社
に
よ
り
個
別
に
決
め
ら
れ
て
い
た
。
住
総
研
か
ら
の
「
住
ま
い
」
に

関
わ
る
研
究
の
成
果
の
書
籍
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
総
研
の
出
版
物
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
難
い

状
況
で
あ
っ
た
。

　

住
宅
総
合
研
究
財
団
の
創
立
六
〇
年
を
記
念
し
て
立
ち
上
げ
た
特
別
研
究
委
員
会
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
研
究
委
員
会
」（
委
員
長
小
谷
部
育
子
氏
）
の
研
究
成
果
の
発
刊
を
機
に
、
住
総

研
の
研
究
成
果
を
よ
り
多
く
の
人
に
届
け
る
た
め
に
、
新
た
に
「
住
総
研
住
ま
い
読
本
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

版
形
や
カ
バ
ー
等
の
基
準
を
作
成
し
、
年
間
二
冊
程
度
を
出
版
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
「
住
総
研
住
ま
い
読
本
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
こ
れ
ま
で
の
専
門
家
を
対
象
と
し
た
公
開
普
及
活
動
を
さ
ら
に

拡
大
し
、
一
般
向
け
に
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
魅
力
的
で
、
安
価
で
、
実
際
に
役
立
つ
も
の
と
す
る
こ
と

を
大
き
な
目
標
と
し
て
い
る
。
シ
リ
ー
ズ
化
は
出
版
社
、
編
集
者
を
固
定
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
書
籍
の
体

裁
を
維
持
し
つ
つ
、
で
き
る
限
り
自
由
で
緩
や
か
な
枠
組
み
と
し
た
。
出
版
社
に
と
っ
て
も
、
一
般
読
者
に

と
っ
て
も
魅
力
に
感
じ
る
本
作
り
を
目
指
し
、
住
ま
い
手
の
諸
問
題
を
解
き
明
か
し
、
住
ま
い
や
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
豊
か
な
知
識
を
提
供
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
出
版
し
た
「
住
総
研 

住
ま
い
読
本
」
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
住
総
研
の
各
年
度
の
重
点
テ
ー
マ
に
基
づ
く
委
員
会
の
成
果
と
し

て
の
書
籍
（
第
五
、七
、九
刊
）
な
ら
び
に
、
記
録
に
残
し
て
お
く
べ
き
活
動
や
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
示
唆

す
る
重
要
な
研
究
・
実
践
を
テ
ー
マ
と
し
た
書
籍
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
住
総
研
か
ら
出
版
社
お
よ
び
著

者
に
対
し
一
定
の
額
を
補
助
し
、
定
価
を
安
く
で
き
る
よ
う
に
考
慮
し
て
い
る
。

□
第
一
刊
『
第
３
の
住
ま
い

―
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
す
べ
て
』 

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
研
究
の
第
一
人
者
、
小
谷
部
育
子
氏
（
日
本
女
子
大
学
名
誉
教
授
）
と
住
総

研
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
研
究
委
員
会
が
、
日
本
の
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
現
状
と
将
来
を

解
き
明
か
し
た
内
容
で
あ
る
。
集
合
住
宅
の
第
三
の
住
ま
い
と
し
て
、
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
に
注
目
し

ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
な
住
み
方
を
し
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
暮
ら
す
こ
と
で
日
々
の
暮
ら

第
三
節　
『
す
ま
い
ろ
ん
』
復
刊
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
る
公
開
普
及
活
動
の
推
進
　
145

第1刊『第3の住まい』
（エクスナレッジ）
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し
に
、
そ
し
て
人
び
と
の
心
に
ど
の
よ
う
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
の
か
が
書
か
れ
て
い
る
。

編
著
：
小
谷
部
育
子
＋
住
総
研
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
研
究
委
員
会 　

発
行
：
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
、 

二
〇
一
二
年
六
月

□
第
二
刊
『
住
み
つ
な
ぎ
の
ス
ス
メ

│
高
齢
社
会
を
と
も
に
住
む
・
地
域
に
住
む
』

人
生
後
半
の
生
き
方
と
住
み
方
を
結
ぶ

―
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
が
、
ど
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
賛
同
者
や
協
力
者
を
得
な
が
ら
、
創
り
上
げ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
、
一
二
の
事
例
を
紹
介
し

そ
の
魅
力
を
探
っ
て
い
る
。
住
ま
い
や
ま
ち
に
再
び
「
人
の
つ
な
が
り
」
を
育
み
、
と
も
に
地
域
に
住

ん
で
い
く
た
め
に
、
住
ま
い
と
ま
ち
を
つ
な
ぎ
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
住
み
方
を
実
現
し
て
い
く
、
い
わ

ば
「
住
み
つ
な
ぐ
住
み
方
」
を
紹
介
し
て
い
る
。 

編
著
：
住
総
研 

高
齢
期
居
住
委
員
会
（
委
員
長
：
在
塚
礼
子
）　

発
行
：
萌
文
社
、
二
〇
一
二
年
一
二
月

□
第
三
刊
『
新
米
自
治
会
長
奮
闘
記

―
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
共
助
の
火
種
』 

す
た
れ
た
共
助
の
火
種
を
見
つ
け
て
は
煽
る
。
悪
戦
苦
闘
の
そ
の
先
に
見
え
る
の
は
、
超
高
齢
化
社
会
が

ひ
た
ひ
た
と
近
づ
く
、
ま
ち
の
み
ん
な
の
課
題
で
あ
る
。「
握
千
九
答
」
氏
が
地
元
自
治
会
で
初
め
て
自

治
会
長
を
務
め
、
自
治
と
は
何
か
？　

地
域
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
？　

何
の
た
め
の
活
動
か
？　

行
政
と

の
関
わ
り
方
は
？　

地
域
と
住
ま
い
と
の
関
係
は
？　

等
を
た
く
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挟
み
な
が
ら
自

問
自
答
し
た
一
年
間
の
実
践
の
記
録
で
あ
り
、
多
く
の
読
者
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

編
著
：
住
総
研
（
握
千
九
答 

著
、
木
下
勇 

補
論
）　

発
行
：
萌
文
社
、
二
〇
一
三
年
一
一
月 

□
第
四
刊
『
近
居

―
少
子
高
齢
社
会
の
住
ま
い
・
地
域
再
生
に
ど
う
活
か
す
か
』 

第2刊『住みつなぎのスス
メ』（萌文社）

第3刊『新米自治会長奮闘
記』（萌文社）
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親
子
が
ス
ー
プ
の
冷
め
な
い
距
離
に
住
み
合
い
、
子
育
て
を
手
伝
い
、
体
調
が
思
わ
し
く
な
く
な
っ
た
と

き
に
面
倒
を
見
る
と
い
っ
た
、
自
然
な
協
力
関
係
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
政
策
、
計
画
の
目

標
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
な
ど
と
同
様
に
、
近
居
を
望
む
人
は
容
易
に
実
現
で
き
る
住
宅
地
や
住
宅

の
あ
り
方
が
必
要
で
あ
る
。
初
め
て
「
近
居
」
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
そ
の
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
。 

編
著
：
大
月
敏
雄
、
住
総
研 

編
著　

発
行
：
学
芸
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
三
月

□
第
五
刊
『
住
ま
い
の
冒
険

―
生
き
る
場
所
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
』 

「
住
む
」
こ
と
や
「
暮
ら
す
」
こ
と
は
本
来
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
流
が
あ
り
個
性
的
で
あ
っ
て
よ
い
の
に
、
そ

の
主
体
で
あ
る
住
み
手
と
住
ま
い
の
間
に
は
、
代
え
難
い
個
別
的
な
関
係
を
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。
で
は
、

「
主
体
性
の
あ
る
住
ま
い
」
と
は
い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
か
。
生
き
る
場
所
と
し
て
の
住
ま
い
を
取
り
戻
そ
う

と
す
る
多
く
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
哲
学
的
洞
察
も
交
え
て
多
面
的
な
視
点
か
ら
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。 

編
著
者
：
住
総
研 

主
体
性
の
あ
る
住
ま
い
づ
く
り
実
態
調
査
委
員
会
（
委
員
長
：
木
下
勇
）　

発
行
：
萌
文
社 

、
二
〇
一
五
年
四
月

□
第
六
刊
『
建
築
女
子
が
聞
く　
住
ま
い
の
金
融
と
税
制
』 

ロ
ー
ン
を
借
り
て
家
を
持
つ
こ
と
の
リ
ス
ク
は
？
　
家
を
つ
く
る
仕
事
に
未
来
は
あ
る
の
？
　
相
続
税
対

策
、
ホ
ン
ト
に
必
要
？
お
金
の
基
本
、
考
え
方
と
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
と
、
こ
れ
か
ら
の
建
築
や
不
動

産
の
仕
事
は
で
き
な
い
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
建
て
る
人
、
借
り
る
人
の
一
生
を
見
す
え
て
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
の
、
基
礎
か
ら
学
び
、
最
先
端
を
知
る
教
科
書
的
な
内
容
で
あ
る
。  

著
者
：
大
垣
尚
司
、
三
木
義
一
、
園
田
眞
理
子
、
馬
場
未
織 　

発
行
：
学
芸
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
七
月 

第4刊『近居』（学芸出版社）第6刊『建築女子が聞く 住
まいの金融と税制』
（学芸出版社）

第
三
節
　『
す
ま
い
ろ
ん
』
復
刊
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
る
公
開
普
及
活
動
の
推
進　

147

第5刊『住まいの冒険』
（萌文社）
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□
第
七
刊
『
住
環
境
再
考

―
ス
マ
ー
ト
か
ら
健
康
ま
で
』 

個
々
の
住
ま
い
か
ら
地
域
、
そ
し
て
地
球
規
模
に
広
が
り
を
見
せ
る
住
環
境
へ
の
対
応
に
は
、
家
電
な

ど
の
個
々
の
設
備
や
技
術
単
体
か
ら
住
ま
い
と
の
融
合
、
さ
ら
に
は
地
域
、
そ
し
て
地
球
の
温
暖
化
対

策
へ
と
連
続
し
た
、横
断
的
か
つ
総
合
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
従
来
の
環
境
工
学
の
枠
を
超
え
、

医
学
、
建
築
生
産
、
パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
も
再
考
し
て
い
る
。 

著
者
：
住
総
研
「
住
環
境
を
再
考
す
る
」
研
究
委
員
会
（
委
員
長
：
田
辺
新
一
）　

発
行
：
萌
文
社
、
二
〇
一
六
年
四
月 

□
第
八
刊
『
不
動
産
の
価
値
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
決
ま
る 

―
土
地
活
用
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』 

縮
小
し
多
様
化
す
る
時
代
、
不
動
産
の
価
値
を
大
き
く
左
右
す
る
の
は
、
暮
ら
し
の
満
足
度
を
高
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
で
あ
る
。
多
彩
な
事
例
の
当
事
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
地
主
、
住
人
、
建

築
家
、
事
業
者
に
よ
る
新
し
い
不
動
産
活
用
の
実
践
手
法
を
解
説
し
て
い
る
。

著
者
：
甲
斐
徹
郎 　

発
行
：
学
芸
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
三
月 

□
第
九
刊
『
受
け
継
が
れ
る
住
ま
い

―
住
居
の
保
存
と
再
生
法
』 

歴
史
あ
ふ
れ
る
大
切
な
我
が
家
、
古
き
良
き
日
本
の
暮
ら
し
を
永
遠
に
失
わ
な
い
た
め
に｢

ス
ク
ラ
ッ
プ

･

ア
ン
ド･

ビ
ル
ド｣

か
ら｢

キ
ー
プ･

ア
ン
ド･

チ
ェ
ン
ジ｣

へ
、
す
な
わ
ち
、
建
物
を
出
来
る
だ
け

使
い
な
が
ら
維
持
し
続
け
、
維
持
で
き
な
け
れ
ば
他
者
に
譲
り
、
あ
る
い
は
、
機
能
変
更
し
て
使
う
と

い
う
新
時
代
の｢

住
み
継
ぐ｣

た
め
の
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
具
体
的
事
例
を
交
え
な
が
ら
、
の
べ
二
一
人

の
著
作
者
が
解
説
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

著
者
：
住
総
研
「
受
け
継
が
れ
る
住
ま
い
」
調
査
研
究
委
員
会
（
委
員
長
：
内
田
青
蔵
）　

発
行
：
柏
書
房
、
二
〇
一
六
年
九
月 

第8刊『不動産の価値はコミュ
ニティで決まる』（学芸出版社）

第9刊『受け継がれる住まい』
（柏書房）

第7刊『住環境再考』
（萌文社）
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□
第
一
〇
刊
『
織
田
邸
／
家
具
・
生
活
・
空
間

―
世
界
一
の
家
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
つ
く
り
出
す
、
小

さ
な
場
の
連
な
り
と
し
て
の
住
宅 

』

北
海
道
の
地
で
暮
ら
し
、
千
点
以
上
に
及
ぶ
家
具
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
織
田
憲
嗣
氏
の
自
宅
と
、
そ
こ
に

あ
る
厳
選
さ
れ
た
家
具
達
の
写
真
集
と
そ
の
解
説
書
で
あ
る
。写
真
の
中
に
没
入
し
、作
り
上
げ
ら
れ
た
コ
ー

ジ
ー
コ
ー
ナ
ー
（
心
地
良
い
場
）
を
体
験
で
き
る
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
中
心
の
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

著
者
：
織
田
邸
出
版
委
員
会
（
織
田
憲
嗣
、
新
堀
学
、
橋
本
純
、
前
田
美
保
子
）　

発
行
：
ハ
シ
モ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
二
〇
一
七
年
三
月

□
第
一
一
刊
『「
空
間
」
を
「
場
所
」
に
変
え
る
ま
ち
育
て

―
ま
ち
の
創
造
的
編
集
と
は
』　　

ま
ち
を
大
き
く
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
き
た
価
値
観
か
ら
、
つ
く
っ
た
も
の
を
ど
の
よ
う
に
上
手
に
使

い
、
し
か
も
ま
ち
を
育
て
続
け
て
い
け
る
か
と
い
う
価
値
観
に
シ
フ
ト
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
度
形
づ
く

ら
れ
た
都
市
を
、
改
め
て
「
編
集
」
し
て
い
く
と
い
う
、
長
年
に
わ
た
る
北
原
流
「
ま
ち
育
て
」
の
集
大

成
で
あ
る
。 

著
者
：
北
原
啓
司 　

発
行
：
萌
文
社
、
二
〇
一
八
年
四
月 

□
第
一
二
刊
『
人
生
を
変
え
る
住
ま
い
と
健
康
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』　　

「
住
ま
い
を
見
直
す
と
人
生
が
変
わ
る
」
と
言
え
る
ほ
ど
断
熱
性
の
高
い
住
ま
い
は
人
生
や
健
康
に
大
き

く
関
係
し
て
い
る
。
人
生
一
〇
〇
年
時
代
に
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
突
入
し
た
人
た
ち
に
健
康
で
幸
せ
な

人
生
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
に
、
自
分
の
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ま
ち
と
の
繋
が
り
を
考
え
て
も
ら

う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

著
者
：
甲
斐
徹
郎
・
星
旦
二　

発
行
：
新
建
新
聞
社
、
二
〇
一
八
年
四
月 

第10刊『織田邸／家具・生
活・空間』（ハシモトオフィス）

第11刊『「空間」を「場所」
に変えるまち育て』（萌文社）

第12刊『人生を変える住ま
いと健康のリノベーション』
（新建築新聞社）

第
三
節　
『
す
ま
い
ろ
ん
』
復
刊
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
る
公
開
普
及
活
動
の
推
進
　
149
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四
、「
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
」
普
及
委
員
会
に
よ
る
教
育
実
践
研
修
会
の
開
始

　
「「
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
」
普
及
委
員
会
」
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
「
住
教
育
委
員
会
」（
一
九
九
三
年
～

二
〇
〇
九
年
）
の
成
果
を
踏
ま
え
、
二
〇
〇
八
年
よ
り
住
教
育
の
現
場
で
の
普
及
展
開
を
強
化
す
る
た
め

に
発
足
し
た
。
当
委
員
会
は
、
二
〇
一
八
年
四
月
時
点
で
、
委
員
長
に
小
澤
紀
美
子
氏
（
東
京
学
芸
大
学

名
誉
教
授
）、
委
員
に
勝
田
映
子
（
帝
京
大
学
教
授
）、
志
村
優
子
（
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
）、
炭
竃
智

（
教
育
図
書
株
式
会
社
）、
仙
波
圭
子
（
女
子
栄
養
大
学
教
授
）、
楚
良
浄
（
世
田
谷
区
立
玉
川
小
学
校
指
導

教
諭
）、
古
賀
潔
（
国
土
交
通
省
住
宅
局
企
画
専
門
官
）
の
諸
氏
を
迎
え
、
各
専
門
を
生
か
し
た
委
員
会
を

運
営
し
て
お
り
、「
住
教
育
授
業
づ
く
り
助
成
」
と
「「
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
」
教
育
実
践
研
修
会
」
の
二

本
柱
で
活
動
し
て
い
る
。

　

初
年
度
二
〇
〇
八
年
度
に
は
、
教
科
を
横
断
し
た
相
互
学
習
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
べ
く
「
住
教
育
の
広
が
り

パ
ネ
ル
」
の
作
成
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
住
教
育
が
家
庭
科
だ
け
で
な
く
複
数
の
教
科
に
亘
る
優
れ
た
教
材

で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
学
習
指
導
要
領
を
整
理
体
系
化
し
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
学
習

が
「
住
教
育
」
と
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
を
図
に
し
た
。
こ
の
図
を
利
用
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
の
方
法
は
住
総
研
Ｈ
Ｐ
で
の
公
開
を
行
っ
て
い
る
。

　

翌
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
住
教
育
授
業
づ
く
り
助
成
」
は
、
住
教
育
授
業
に
取
り
組
む
小
学

校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
に
対
し
一
律
一
〇
万
円
の
費
用
助
成
を
行
う
助
成
事
業
で
あ
る
。
自
ら
の
住
生
活
・

住
環
境
の
中
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
特
質
と
す
る
「
住
教
育
」
は
考
え
る
力
・
生
き
る
力
や
、
教
科
学
習
か
ら
は

得
ら
れ
な
い
総
合
的
な
力
、
ま
た
自
ら
生
き
て
い
る
住
ま
い
や
ま
ち
を
文
化
と
し
て
愛
お
し
む
価
値
観
を
育

む
こ
と
が
出
来
る
。「
よ
い
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
社
会
全
体
に
広
め
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
時
か

ら
そ
れ
へ
の
気
づ
き
と
関
心
を
育
む
住
教
育
の
場
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
考
え
の
も
と
、
平
成

二
〇
年
に
策
定
さ
れ
た
学
校
教
育
の
現
場
で
住
教
育
を
展
開
し
て
ゆ
く
上
で
の
指
針
と
な
る
「
住
教
育
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
：
学
校
で
住
教
育
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
」
を
参
考
に
実
施
す
る
住
教
育
授
業
を
支
援
し
、

住教育

住教育の広がり
　住教育は、教科単独での学習に加え、各教科を横断した相互学
習です。実社会に役立つ創造力や対応力など生きる力を育みます。
住教育の魅力は、暮らしの体験から気付き、感じ、人との関わり
を通じて学ぶことが出来る点です。

高 等
学 校

住まいの安全・安心、家族の語らいやくつろぎ・
団らんなど、住まいと生活の仕方や文化との関
係を学習する

生活行為に対応した住まいの空間や構成を学習
する

住生活に必要なライフライン、地域の中での住
まい、良好な景観など、住まいと社会のつなが
りを学習する

気候風土と住まい・住文化，環境と共生する住
まい、維持管理を学習する

一般財団法人 住総研　住教育推進委員会

④住まいと環境②住まいの空間と構成 ③住まいと社会

生活や文化に対応した住まい方を
理解し、工夫することができる。

① 目標とするゴール

住居の機能を知り、安全・安心に
住むための工夫ができる。

住居の役割を知り、家族の快適な
住空間をつくることができる。

住まいの寸法や空間と身体や生活
行為との関係が分かる。

自分らしい住まい方を工夫するこ
とができる。

自分たちのまちづくりに取り組み
ことができる。

自然環境の生かし方を知り、快適
な住まい方が工夫できる。

清潔で健康的な住まい方ができる。

② 目標とするゴール ③ 目標とするゴール ④ 目標とするゴール

①人と住まい

※この図は、学習指導要領、住教育ガイドラインに沿って作成しています。各教科の内容は、教科書でよく使用されるおもな題材名や学習指導要領のキーワードを明記しています。

子どもの成長のようす

子どもの世話を
してみよう

家庭の働きを考える

安全に暮らす
住まいの役割

人間に必要な住空間自分の食生活を
振り返る

ライフステージ
と住まい

住居の移り変わり

家族ってなんだろう

【A】
衣食住や風習
信仰などの生活文化

【A】
都市や農山漁村の文化

【Ⅱ】
地震による

災害と防災

【Ⅱ】
火山の恵みと防災

【B】
世界の歴史からみる家族

【B】
家屋の構造から
生活習慣の在り方を考える

【B】
衣食住の世界の歴史

諸地域の生活
文化と環境

【A】

健康の基本

食事 ・ 運動 ・
休養および睡眠

自然環境と防災

【A】

自然災害の回避
【A】

ハザードマップ
【A】

地域による防災
【A】 生涯を通じる健康

生活行為と間取り

だれが暮らすのだろう

動線を
考えてみよう

平面図を読み解く

室内をデザインする

使いやすい住空間

住空間の決め方

美の秩序
【Ⅰ】

暮らしと工芸

【Ⅰ】

暮らしと工芸
【Ⅰ】

暮らしと工芸
【Ⅰ】

世界の人口問題
【A】

世界の食料問題

【A】

世界の資源 ・
エネルギー問題

【A】

世界の都市問題
【A】

高齢期の生活

さまざまな暮らし方
・ コーポラティブハウス

・ コレクティブハウス

・ シェアハウス

日本社会の諸課題

地域の資源と産業

【B】

市町村規模の地域
【B】

世界の居住
都市問題

【B】

地域に見る
都市問題

【B】

安全な
交通社会づくり

住環境と
私たちの暮らし

地域とつながる

まちづくり

長く住み続ける暮らし

かたちをとらえる

【Ⅰ】

生活から
生まれるかたち

【Ⅱ】

空間をとらえる
【Ⅰ】

地域社会と住民生活
現代生活と
スポーツ

大気汚染と健康

健康被害の防止と
環境対策

日照 ・ 採光

暖かさ ・ 涼しさ

日常の手入れ

換気 ・ 通風

音波の性質、

伝わり方

現代生活と

電磁波の利用

洗剤と環境
【Ⅰ】

気体の温度と
熱運動の関係

【Ⅱ】

【A】
人々の暮らしと
景観の変化

地球と大気
自然環境の
変化

地球環境

【B】
建築材料からみる
地域の特色

自然環境
【B】

世界の気候
【B】

地球的課題を
めぐる
国際協力と日本

【A】

近隣諸国の
大気汚染への
取り組み

【A】

世界の気候
【B】

環境 ・ エネルギー問題
【B】

自然環境
【B】

暮らし方と環境

長く住み続ける

気候風土と
住まい

生活や自然と
美術との関連

【Ⅰ】

憩
【Ⅰ】

人の一生を
考えてみよう

暮らしやすい住空間
住宅と環境の関係

地域に
根付いた住まい

社会生活と健康

土壌汚染と健康

水質汚染と健康

読むこと

（さまざまな時代

　地域の暮らしを知る）

環境保全の
取り組み

【A】

あかり
【Ⅰ】

住

【Ⅱ】

住

【Ⅱ】

住

【Ⅱ】

【Ⅰ】
にぎる

すわる
【Ⅰ】

【A】
都市や農山漁村の生活

【A】
家族形態の変化

【A】
国土の開発 ・ 利用

生活と

エネルギー問題

洗剤の仕組み
【Ⅰ】

生活と
デザインのかかわり

【Ⅲ】

生活の中のかたち
【Ⅰ】

【雲の色について】それぞれの色は、教科を表しています。

家庭
桃

保健体育
緑

国語
紫

工芸
水

美術
青

政治経済
茶

地理
濃い水

日本史
エメラルド

世界史
薄紫

化学
橙

物理
黄色

地学
象牙

住教育の広がりパネル（高等学校編） 「住まい・まち学習」実践研修会の風景
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Ⅲ
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一
般
財
団
法
人
移
行
後
の
新
し
い
「
住
総
研
」　
151  

そ
の
授
業
内
容
を
取
り
ま
と
め
て
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
住
教
育
の
更
な
る
普
及
推
進
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
度
時
点
で
助
成
活
動
は
第
九
回
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
に
五
二
校
へ
の
助
成
を
行
っ

た
。
助
成
し
た
授
業
内
容
は
事
例
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
の
参
考
と
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
住
総
研
Ｈ
Ｐ
で
の
公
開
を
行
っ
て
い
る
。
第
一
〇
回
（
二
〇
一
八
年
度
）
か
ら
は
、助
成
対
象
を
「
学

校
に
対
し
て
授
業
を
行
う
団
体
」
に
ま
で
広
げ
、
よ
り
幅
広
い
範
囲
で
住
教
育
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
二
〇
一
三
年
度
か
ら
始
め
た
「「
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
」
教
育
実
践
研
修
会
」
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
の
教
育
者
を
は
じ
め
、
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
に
関
心
を
持
つ
人
々
を
対
象
に
年
に
一
回
開
催
し
て

い
る
。
毎
回
四
〇
か
ら
五
〇
名
の
参
加
者
が
あ
る
が
、「
住
教
育
授
業
づ
く
り
助
成
」
と
同
じ
く
住
教
育
の

場
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
生
徒
自
身
が
日
々
の
住
生
活
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
か
ら
気
づ
き
と
学

び
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
＝
主
体
的
、
対
話
的
で
深
い
学
び
）
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
作
成
で
き
る
よ
う
、
教
育
者
側
の
ス
キ
ル
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
度
時
点

で
第
五
回
を
迎
え
た
研
修
会
で
は
、
①
住
教
育
を
実
践
す
る
た
め
の
考
え
方
や
方
法
の
講
義
、
②
実
際
に
住

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
の
教
員
に
よ
る
事
例
・
授
業
内
容
の
発
表
、
③
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
住
ま

い
・
ま
ち
学
習
授
業
の
体
験
を
し
、参
加
者
同
士
で
意
見
を
交
換
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
等
を
行
っ

て
い
る
。
特
に
事
例
発
表
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、「
住
教
育
授
業
づ
く
り
助
成
」
を
受
け
た
学
校
の
教

員
が
参
加
し
、
よ
り
身
近
で
具
体
的
な
体
験
談
や
意
見
が
交
わ
せ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
研
修
会
の
様
子

は
映
像
と
し
て
ま
と
め
、
研
修
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
で
も
講
演
内
容
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
紹
介
し

た
授
業
教
材
の
詳
細
が
掴
め
る
よ
う
、
住
総
研
Ｈ
Ｐ
で
の
公
開
を
行
っ
て
い
る
。

　五
、
図
書
室
の
状
況
、
住
ま
い
の
本
展
、
図
工
教
室
の
新
規
開
催

　

一
九
八
七
年
七
月
の
図
書
室
オ
ー
プ
ン
時
に
は
五
〇
〇
〇
冊
弱
で
あ
っ
た
蔵
書
冊
数
は
、
図
書
情
報
委
員

「住まい・まち学習」実践研修会、ワークショップ風景

第
三
節　
『
す
ま
い
ろ
ん
』
復
刊
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
る
公
開
普
及
活
動
の
推
進
　
151

住まいの本展ワークショップ第1回（2011年度）と
びだすカード
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Ⅲ
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第
三
章　
「
重
点
テ
ー
マ
」
を
設
定
し
た
研
究
・
実
践
の
推
進
へ
　
152 

会
に
よ
る
推
薦
図
書
の
購
入
を
中
心
に
増
え
続
け
、
開
室
か
ら
一
〇
年
後
の
一
九
九
七
年
に
は
一
万
冊
を
超

え
、
二
〇
〇
九
年
に
は
二
万
冊
を
超
え
た
。
徐
々
に
書
庫
も
満
杯
に
近
づ
い
て
き
た
た
め
、
二
〇
一
一
年

三
月
か
ら
四
月
上
旬
ま
で
の
約
一
か
月
の
間
、
図
書
室
を
閉
室
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
っ
た
。
書

架
を
耐
震
仕
様
と
し
、
従
来
の
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
部
分
に
書
架
を
増
設
し
た
。
工
事
期
間
中
に
東
日
本
大
震

災
が
起
こ
っ
た
が
、
幸
い
に
も
当
図
書
室
で
は
資
料
の
落
下
や
破
損
は
な
か
っ
た
。
震
災
の
混
乱
を
乗
り

越
え
、
四
月
上
旬
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
も
開
放
的
に
な
り
居
心
地
の
良
い

空
間
と
な
っ
た
。

　

そ
の
一
方
、
図
書
室
オ
ー
プ
ン
か
ら
二
〇
年
以
上
が
経
っ
た
も
の
の
、
地
域
の
方
々
の
多
く
は
当
図
書

室
の
存
在
を
殆
ど
知
ら
な
か
っ
た
。
当
財
団
の
公
開
普
及
事
業
の
一
つ
に
図
書
室
が
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、
地
域
の
方
々
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
、
二
〇
一
一
年
八
月
二
四
日
か
ら
九
月
二
日
の
間
、
初
の
図
書
室

イ
ベ
ン
ト
「
住
ま
い
・
ま
ち
の
絵
本
展
」
を
開
催
し
、
住
教
育
委
員
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
収
集
し
て

い
た
住
ま
い
・
ま
ち
に
関
す
る
絵
本
を
展
示
し
た
。
当
時
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
節
電
が
叫
ば
れ
た

時
で
あ
り
、
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
が
推
奨
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
図
書
室
に
来
れ
ば
「
涼
し
く
て
楽
し
い
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
チ
ラ
シ
に
盛
り
込
み
、
絵
本
展
と
同
時
に
、
当
時
住
教
育
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
っ
た
町
田
万
里
子
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、小
学
生
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
図
工
教
室
）

の
開
催
や
絵
本
の
朗
読
会
（
読
み
聞
か
せ
）
も
行
い
、
近
所
の
子
供
た
ち
に
好
評
で
あ
っ
た
。

　

翌
年
も
小
学
校
の
夏
休
み
期
間
に
合
わ
せ
て
八
月
上
旬
に
住
ま
い
の
本
展
と
小
学
生
を
対
象
と
し
た
第

二
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
第
三
回
（
二
〇
一
三
年
）
以
降
は
絵
本
と
と
も
に
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
一
般
書
の
展
示
も
始
め
た
。

　

二
〇
一
四
年
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
図
工
教
室
）
を
清
水
建
設
木
工
場
の
協
力
の
も
と
に
二
回
行
い
子

ど
も
四
一
名
が
参
加
し
た
。
二
〇
一
五
年
は
「
住
み
た
い
家
を
つ
く
ろ
う

─
み
ん
な
で
つ
く
る
わ
た
し

た
ち
の
ま
ち

─
」
を
テ
ー
マ
に
二
回
行
い
子
ど
も
三
六
名
、
大
人
二
五
名
が
参
加
し
た
。
二
〇
一
六
年

は
「
新
聞
紙
で
つ
く
る
エ
ア
ハ
ウ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
子
ど
も
二
〇
名
、
大
人
一
三
名
が
参
加
し
た
。

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年
蔵書数 21,899冊 22,494冊 22,717冊 22,966冊 23,172冊 20,748冊

図書室蔵書数の推移2012-2018

19 000冊

20,000冊

21,000冊

22,000冊

23,000冊

24,000冊

21,899冊
22,494冊

22,717冊
22,966冊 23,172冊

20,748冊

19,000冊
2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

図書室蔵書数の推移（2012～2017）

２
０
１
７
年
に
蔵
書
数
が
約
10
％
減
少
し
た
の
は
、
世

田
谷
事
務
所
か
ら
日
本
橋
事
務
所
へ
の
移
転
に
伴
う
も

の
で
、
重
複
本
や
百
科
事
典
等
の
事
典
類
、「
住
宅
」
に

は
直
接
関
係
の
無
い
書
籍
を
精
査
し
処
分
し
た
事
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

2018.8現在

図書室所蔵資料分野比率 (2018年8月時点）

参考図書類 5% 官公庁・自治体刊行

物 7%

学協会・団体出版物

14%
民間企業出版物

1%教育・社会他 9%

住宅・都市計画 40%

1%教育・社会他 9%

建築・建設 17%

美術・工芸 1%

歴史 3%

建築 建設

歴史 3%
地誌・風俗 3%

図書室所蔵資料分野比率（2018年８月時点）
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毎
年
定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
お
か
げ
で
第
一
回
（
二
〇
一
一
年
）
の
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

図
書
室
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
と
答
え
た
人
が
八
八
％
だ
っ
た
の
が
、
第
五
回
（
二
〇
一
五
年
）
に
は
来

場
者
ほ
ぼ
全
員
が
存
在
を
知
っ
て
い
る
と
回
答
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
は
知
っ
て

い
た
が
入
り
づ
ら
か
っ
た
の
で
イ
ベ
ン
ト
が
来
場
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
回
答
も
あ
り
、
一
定
の
成

果
が
出
た
と
言
え
る
。
な
お
、
図
工
教
室
は
日
本
橋
事
務
所
に
お
い
て
も
二
〇
一
八
年
よ
り
再
開
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
一
年
の
図
書
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、
住
分
野
に
お
け
る
著
名
な
研
究
者
の
文
献
や
資
料
を

凝
縮
し
た
「
研
究
者
エ
ッ
セ
ン
ス
文
庫
」
を
開
設
し
た
。
現
在
は
巽
和
夫
（
建
築
生
産
・
計
画
）、
内
田
雄

造
（
建
築
・
都
市
計
画
）、
小
谷
部
育
子
（
建
築
計
画
、
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）、
鈴
木
成
文
（
建
築

計
画
）
各
氏
の
文
庫
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
七
年
七
月
に
住
総
研
事
務
所
が
世
田
谷
区
船
橋
か
ら
中
央
区
日
本
橋
へ
移
転
す
る
た
め
、
雑
誌
を

含
め
、
蔵
書
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
必
ず
し
も
住
総
研
図
書
室
で
所
蔵
し
て
い
る
必
要
の

な
い
資
料
、
重
複
し
て
い
る
資
料
の
見
直
し
を
図
っ
た
。
図
書
室
の
移
転
は
ラ
ッ
ク
の
移
動
、
蔵
書
の
整
頓

な
ど
を
と
も
な
い
、
多
く
の
作
業
を
必
要
と
し
た
が
無
事
に
終
了
し
、
八
月
に
は
移
転
先
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
。
世
田
谷
区
船
橋
事
務
所
は
最
寄
り
駅
か
ら
遠
く
利
用
し
に
く
い
環
境
で
あ
っ
た
が
、
移
転

後
は
最
寄
り
駅
か
ら
徒
歩
四
～
五
分
と
い
う
大
変
ア
ク
セ
ス
の
良
い
場
所
に
な
っ
た
。
現
在
、
徐
々
に
利
用

者
は
増
え
つ
つ
あ
り
、
今
後
の
認
知
と
更
な
る
利
活
用
を
期
待
し
て
い
る
。

六
、
情
報
公
開
の
拡
大
─
助
成
研
究
論
文
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
、J
─

S
T
A
G
E
へ
の
掲
載
、 

　
　

 

Ｈ
Ｐ
の
改
訂

　
「
研
究
論
文
集
」
創
刊
（
当
時
は
「
研
究
所
報
」）
四
〇
年
の
二
〇
一
四
年
に
は
、
創
刊
号
か
ら
最
新
号
ま

で
の
収
録
論
文
を
、
著
者
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た
一
部
を
除
い
て
住
総
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
を
始
め

た
。
更
に
二
〇
一
五
年
一
〇
月
に
は
「
住
総
研
研
究
論
文
集
」、「
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
通
信
」
等
に

研究者エッセンス文庫

第
三
節　
『
す
ま
い
ろ
ん
』
復
刊
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
る
公
開
普
及
活
動
の
推
進
　
153 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

新規 163人 123人 77人 76人 77人 25人
ﾘﾋﾟｰﾀｰ 27人 7人 8人 20人 18人 15人

図書室利用者数　2012-2018

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

163人
123人 77人

76人 77人

25人

27人
7人 8人

20人 18人

15人

ﾘﾋﾟｰﾀｰ

新規

 

図書室利用者分析（2012～2017）
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加
え
『
す
ま
い
ろ
ん
』（『
住
総
研
レ
ポ
ー
ト 

す
ま
い
ろ
ん
』
を
含
む
）、「「
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
」
実
践
報
告
・

論
文
集
」、「
住
・
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
わ
ら
版
」、「
高
齢
者
の
す
ま
い
づ
く
り
通
信
」、「
江
戸
東

京
住
ま
い
方
フ
ォ
ー
ラ
ム
記
録
」、『
小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
課
題
と
解
決
策
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』、

『
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
研
究
報
告
書
』、『
賃
貸
集
合
住
宅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
研
究
会
報
告
書
』、

『
在
来
構
法
の
研
究
』
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
開
始
し
た
。
ま
た
、
既
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
済
で

あ
っ
た
出
版
物
に
つ
い
て
も
、
各
テ
ー
マ
の
ペ
ー
ジ
に
分
か
れ
て
掲
載
さ
れ
探
し
に
く
か
っ
た
た
め
〝
住

総
研
ア
ー
カ
イ
ブ
〟
と
し
て
こ
れ
ら
を
統
合
し
た
。

　

さ
ら
に
、
住
総
研
の
「
助
成
研
究
論
文
」
は
、
こ
れ
ま
でCiN
ii

（
サ
イ
ニ
ー
）
や
国
会
図
書
館
等
の
論

文
検
索
シ
ス
テ
ム
か
ら
も
検
索
で
き
て
い
た
が
、
平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
年
）
にCiN

ii

の
論
文
検
索
シ

ス
テ
ム
は
統
廃
合
さ
れ
、
文
部
科
学
省
所
管
の
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
運
営
す
る
Ｊ
─

Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｇ
Ｅ
（
ジ
ェ
ー
ス
テ
ー
ジ
）
と
呼
ば
れ
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
出
版
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
一
本
化
さ
れ
た

た
め
、
当
財
団
の
「
助
成
研
究
論
文
」
も
Ｊ
─

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
か
ら
検
索
・
公
開
で
き
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
を

整
備
し
、
全
論
文
（
№
１
よ
り
№
44
ま
で
）
を
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
年
）
八
月
ま
で
に
公
開
し
た
。

第
四
節　
顕
彰
事
業
の
新
た
な
展
開

一
、
清
水
康
雄
賞
の
継
続

　
「
清
水
康
雄
賞
」
は
、
住
総
研
の
目
的
「
住
ま
い
に
関
す
る
総
合
的
研
究
・
実
践
並
び
に
人
材
育
成
を
推

進
し
、
そ
の
成
果
を
広
く
社
会
に
還
元
し
、
も
っ
て
住
生
活
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
」
に
照
ら
し
、
優
れ

た
研
究
成
果
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
時
代
に
つ
な
が
る
、
或
い
は
新
分
野
を
切
り
開
く
こ
と
が
期

待
で
き
る
実
践
的
活
動
を
行
な
い
、
か
つ
今
後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
研
究
者
を
対
象
と
し
た
住
総
研
創

J-STAGEの検索画面
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立
六
〇
年
（
二
〇
〇
八
年
）
を
機
に
創
設
さ
れ
た
顕
彰
制
度
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
八
年
の
第
一
回
以
降
、
毎
年
表
彰
を
行
っ
て
い
た
が
、
公
益
法
人
改
革
制
度
に
よ
る
法
人
移
行
に

と
も
な
い
、
二
〇
一
〇
年
の
第
三
回
を
も
っ
て
一
時
休
止
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
に
法
人
移
行
を
完

了
し
、
一
般
財
団
法
人
住
総
研
と
し
て
運
営
状
況
が
安
定
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
三
年
よ
り
三
年
毎

の
表
彰
制
度
に
改
定
し
、
再
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
は
、
二
〇
一
三
年
の
第
四
回
、
二
〇
一
六
年
の

第
五
回
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。（
第
一
回
か
ら
第
三
回
ま
で
の
詳
細
は
第
Ⅱ
部
第
一
章
第
二
節
参
照
）

　

第
四
回
選
考
委
員
会
は
、
小
林
秀
樹
氏
（
千
葉
大
学
大
学
院
教
授
）
を
委
員
長
、
福
井
一
光
（
鎌
倉
女
子

大
学
理
事
長
・
学
長
）、
園
田
眞
理
子
（
明
治
大
学
教
授
）、
村
田
真
（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
建
設
局
編
集
委
員
）、

岡
本
宏
（
住
総
研
専
務
理
事
）
の
諸
氏
で
構
成
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
受
賞
者
は
佐
藤
滋
氏
（
早
稲
田
大
学

理
工
学
術
院
教
授
、
同
都
市
・
地
域
研
究
所
所
長
）
に
決
定
し
た
。
佐
藤
氏
は
密
集
市
街
地
研
究
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
の
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
携
わ
り
、
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
〝
ま
ち
づ
く
り
〟
の
理

念
と
実
践
方
法
の
確
立
、
普
及
に
尽
力
し
た
。
そ
の
成
果
は
、「
鶴
岡
市
城
下
町
の
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
二

本
松
市
竹
田
根
崎
地
区
住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
」
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
凝
縮
・
具
体
化
さ
れ
、「
ま
ち

づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
ゲ
ー
ム
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
事
業

─
新
し
い
公
共
に
よ
る
地
域
再
生
」
等
の
書
籍

を
通
し
て
社
会
に
展
開
さ
れ
た
。
加
え
て
、
自
治
体
や
市
民
組
織
等
と
共
同
し
多
く
の
有
能
な
〝
ま
ち
づ
く

り
人
〟
を
発
掘
・
育
成
し
、
地
元
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
支
援
し
た
。
住
宅
個
別

の
取
り
組
み
で
は
居
住
環
境
の
改
善
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
現
在
、〝
ま
ち
づ
く
り
〟
を
通
し
て
居
住
環
境

を
改
善
す
る
取
り
組
み
、
そ
の
研
究
と
実
践
並
び
に
活
動
を
理
論
化
し
社
会
に
普
及
・
展
開
し
た
一
連
の
業

績
は
、
本
賞
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
顕
著
な
成
果
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
贈
呈
式
お
よ
び
記
念
講
演
会

は
二
〇
一
三
年
一
一
月
八
日
に
第
一
ホ
テ
ル
東
京
に
て
開
催
さ
れ
、
副
賞
と
し
て
二
〇
〇
万
円
が
贈
呈
さ
れ

た
。

　

第
五
回
選
考
委
員
会
は
、
小
林
秀
樹
氏
（
千
葉
大
学
大
学
院
教
授
）
を
委
員
長
、
在
塚
礼
子
（
埼
玉
大
学

名
誉
教
授
）、
佐
藤
滋
（
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
教
授
）、
村
田
真
（
㈱
日
経
Ｂ
Ｐ
建
設
局
編
集
委
員
）、

 清水康雄賞第4回表彰式。佐藤滋氏を囲んで

第
四
節　

顕
彰
事
業
の
新
た
な
展
開
　
155
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道
江
紳
一
（
住
総
研
専
務
理
事
）
の
諸
氏
で
構
成
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
受
賞
者
は
北
原
啓
司
氏
（
弘
前

大
学
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科 

研
究
科
長
・
教
育
学
部
教
授
）
に
決
定
し
た
。
北
原
氏
は
地
元
東
北
を
中

心
に
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
は
も
と
よ
り
、
そ
の
担
い
手
の
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
。

と
り
わ
け
「
ま
ち
育
て
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
に
、
住
民
・
行
政
・
専
門
家
・
学
生
等
が
、
ま
ち
づ
く

り
に
主
体
的
か
つ
協
働
し
て
取
り
組
む
意
義
を
示
し
、そ
の
具
体
化
と
理
論
化
に
尽
力
し
た
。
そ
の
成
果
は
、

多
様
な
担
い
手
が
協
働
し
て
実
現
し
た
「
相
馬
村
安
田
団
地
集
会
場

─
す
ば
る
１
０
３
」
や
「
黒
石
こ

み
せ
通
り
松
の
湯
再
生
計
画
」
と
し
て
具
体
化
し
、
さ
ら
に
、
ま
ち
な
か
居
住
に
商
店
主
が
取
り
組
ん
だ

弘
前
の
「
土
手
住
専
科
（
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
）」
の
支
援
活
動
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
北
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
お
い
て
は
、
市
民
参
画
を
重
視
し
て
後
方
支
援
す
る
「
き
た
か
み
震
災
復
興
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
実
現
と
運
営
に
尽
力
し
た
。
こ
れ
ら
実
践
活
動
に
お
い
て
、
北
原
氏
は
、
優
れ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
力
を
発
揮
し
つ
つ
も
、
自
ら
は
応
援
団
に
徹
し
、
住
民
や
行
政
が
主
人
公
で
あ
る
と
い
う
ま
ち
育
て
の

神
髄
を
体
現
し
て
い
る
。
一
方
、地
元
ラ
ジ
オ
局
で
毎
週
土
曜
日
に
放
送
さ
れ
る
番
組
「
ま
ち
育
て
な
い
と
」

を
一
五
年
の
長
き
に
わ
た
り
制
作
・
運
営
し
て
い
る
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。
北
原
氏
と
住
居
学
研
究
室
の

ゼ
ミ
生
が
出
演
し
、
ま
ち
育
て
を
楽
し
く
語
る
場
と
し
て
地
元
に
根
付
い
て
い
る
。

　

以
上
「
ま
ち
育
て
」
を
主
題
と
し
た
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
と
、
そ
れ
を
研
究
・
理
論
化
し
た
一

連
の
業
績
が
、
本
賞
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
顕
著
な
成
果
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
た
。
贈
呈
式
お
よ
び

記
念
講
演
会
は
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
日
に
第
一
ホ
テ
ル
東
京
に
て
開
催
さ
れ
、
副
賞
と
し
て
二
〇
〇
万

円
が
贈
呈
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
記
念
講
演
の
内
容
を
も
と
に
二
〇
一
八
年
三
月
に
住
総
研
住
ま
い
読
本

第
一
一
刊
『「
空
間
」
を
「
場
所
」
に
変
え
る
ま
ち
育
て
』
が
発
刊
さ
れ
た
。

二
、「
研
究
選
奨
」
か
ら
「
研
究
・
実
践
選
奨
」
へ 

お
よ
び｢

奨
励
賞｣
の
創
設

「
研
究
選
奨
」
か
ら
「
研
究
・
実
践
選
奨
」
へ
　
　
　

清水康雄賞第5回表彰式。北原啓司氏を囲んで

jyuso70th.indd   156 2018/10/17   21:20



Ⅲ
部　

一
般
財
団
法
人
移
行
後
の
新
し
い
「
住
総
研
」　
157  

　

二
〇
〇
二
年
度
に
創
設
さ
れ
た
「
研
究
選
奨
」
は
、『
住
総
研 

研
究
助
成
論
文
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文

か
ら
優
秀
な
論
文
を
毎
年
二
～
三
編
選
出
し
、
二
〇
一
七
年
度
ま
で
の
一
六
年
間
で
、
総
勢
五
四
名
（
男

性
：
三
三
名
、
女
性
：
二
一
名
、
男
女
比
六
：
四
、
平
均
年
齢
四
二
歳
（
受
賞
時
年
齢
））
に
贈
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、二
〇
一
六
年
度
応
募
か
ら
は
従
来
の
研
究
助
成
に
「
実
践
助
成
」
活
動
が
新
し
く
加
わ
り
、

賞
の
名
称
も
「
研
究
選
奨
」
か
ら
「
研
究
・
実
践
選
奨
」
に
変
更
さ
れ
た
。（
一
六
〇
〜
一
六
一
頁
参
照
）

　

こ
れ
は
、
従
来
の
「
研
究
」
活
動
に
加
え
、「
実
践
研
究
」
活
動
に
対
す
る
支
援
も
充
実
さ
せ
て
い
く
方

針
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。（
一
一
七
頁
参
照
）

「
研
究
・
実
践
選
奨 

奨
励
賞
」
の
創
設

　

新
た
な
「
人
材
育
成
」
を
強
化
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
「
研
究
・
実
践
選
奨
」
に
加
え
、
選
奨
本
賞
に

は
届
か
な
い
が
、
そ
れ
に
近
い
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
た
若
手
研
究
者
・
実
践
者
（
主
査
で
概
ね
三
〇
歳
ま
で
）

に
対
し
、
将
来
の
成
長
と
活
躍
を
期
待
し
て
、
二
〇
一
七
年
度
よ
り
「
研
究
・
実
践
選
奨 

奨
励
賞
」
が
創

設
さ
れ
た
。
創
設
初
年
度
の
対
象
と
な
っ
た
二
〇
一
六
年
度
応
募
の
研
究･

実
践
助
成
か
ら
は
、
残
念
な
が

ら
「
該
当
者
な
し
」
の
結
果
と
な
っ
た
。

　
「
研
究
・
実
践
選
奨 

奨
励
賞
」
が
創
設
さ
れ
た
背
景
は
、
昨
今
の
大
学
に
お
け
る
修
士
、
博
士
課
程
、
ポ

ス
ト
ド
ク
タ
ー
等
が
、
優
秀
で
あ
り
な
が
ら
、
安
定
し
て
い
な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
研
究
を
続
け
て
い
る
こ
と

が
少
な
く
な
く
、
若
手
研
究
者
の
励
み
に
な
る
よ
う
な
賞
を
願
う
研
究
運
営
委
員
会
の
想
い
か
ら
創
設
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

三
、
博
士
論
文
賞
の
創
設

　

二
〇
一
五
年
度
に
、
住
関
連
分
野
に
お
け
る
研
究
発
展
の
た
め
、
将
来
の
「
住
生
活
の
向
上
」
に
役
立

つ
優
れ
た
博
士
論
文
を
表
彰
す
る
「
住
総
研 

博
士
論
文
賞
」
が
創
設
さ
れ
た
。
住
生
活
の
向
上
に
関
わ
る

第
四
節　

顕
彰
事
業
の
新
た
な
展
開
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研
究
並
び
に
実
践
で
優
れ
た
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
優
秀
な
博
士
論
文
を
毎
年
表
彰
し
、
若

手
研
究
者
や
若
手
実
践
者
の
育
成
お
よ
び
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
住
ま
い
に
関
す
る
研
究
振
興
並
び

に
実
践
活
動
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
受
賞
者
（
年
一
～
三
名
）
に
は
、
贈
呈
式
・

講
演
会
に
て
賞
状
・
副
賞
（
一
〇
万
円
）
を
贈
呈
し
て
い
る
。

　

選
考
は
博
士
論
文
賞
選
考
委
員
会
で
行
わ
れ
、
第
一
回
か
ら
第
三
回
ま
で
の
委
員
会
は
髙
田
光
雄
氏
（
京

都
大
学
大
学
院
教
授
）
を
委
員
長
、
加
藤
信
介
（
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
）、
木
下
勇
（
千
葉
大

学
大
学
院
教
授
）、
園
田
眞
理
子
（
明
治
大
学
教
授
）、
檜
谷
美
恵
子
（
京
都
府
立
大
学
大
学
院
教
授
）
の

諸
氏
で
構
成
さ
れ
た
。
応
募
論
文
に
選
考
委
員
に
専
門
の
委
員
が
い
な
い
分
野
の
も
の
が
あ
っ
た
場
合
は
、

委
員
会
が
推
薦
す
る
専
門
委
員
に
審
査
を
依
頼
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
選
考
基
準
と
し
て
予
め
示
さ
れ
て
い
る
公
益
性
、
先
見
性
、
独
創
性
、
実
用
性
、

将
来
性
等
の
視
点
か
ら
評
価
す
る
と
と
も
に
、
住
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
研
究
と
し
て
優
れ
て
い
る
論

文
で
あ
る
も
の
を
選
考
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
公
平
性
を
保
つ
た
め
選
考
委
員
が
応
募
論
文
の

関
係
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
予
め
申
告
し
て
も
ら
い
、
当
該
論
文
の
審
査
か
ら
該
当
す
る
委
員
を

除
外
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
五
年
度
、
第
一
回
博
士
論
文
賞
に
は
二
〇
編
の
応
募
が
あ
り
、
選
考
委
員
会
に
お
け
る
厳
正
な
審

議
を
経
て
以
下
の
論
文
が
選
定
さ
れ
た
。「
闇
市
の
形
成
と
土
地
所
有
か
ら
み
る
戦
後
東
京
の
副
都
心
タ
ー

ミ
ナ
ル
近
傍
の
形
成
過
程
に
関
す
る
研
究
」
石
榑
督
和
（
学
位
授
与
：
明
治
大
学
）、「
ネ
パ
ー
ル
の
歴
史

都
市
に
お
け
る
中
庭
型
集
住
体
の
共
用
空
間
の
管
理
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究

─
パ
タ
ン
旧
市
街
地
を

対
象
と
し
て

─
」
サ
キ
ャ
・
ラ
タ
（
学
位
授
与
：
京
都
大
学
）、「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
中
高
層
集
合

住
宅
を
対
象
と
し
た
袖
壁
補
強
に
関
す
る
研
究
」
中
村
聡
宏
（
学
位
授
与
：
名
古
屋
大
学
）、「
災
害
後
の

応
急
対
応
に
お
け
る
地
域
の
住
宅
生
産
シ
ス
テ
ム
の
動
態
と
適
用
に
関
す
る
研
究
」渡
邊
史
郎（
学
位
授
与
：

東
京
大
学
）
の
四
編
で
あ
る
。
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
想
定
よ
り
も
応
募
件
数
が
多
か
っ
た
こ
と

博士論文賞表彰式（第1回）
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か
ら
、
規
定
よ
り
も
多
い
四
編
の
選
定
と
な
っ
た
。

　

選
定
さ
れ
た
論
文
は
、
本
賞
の
趣
旨
に
合
致
し
、
公
益
性
、
先
見
性
、
独
創
性
、
実
用
性
、
将
来
性
の
視

点
を
評
価
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
学
術
論
文
と
し
て
の
完
成
度
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
選
考
過

程
で
は
、
住
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
研
究
で
あ
る
か
ど
う
か
が
重
要
な
論
点
で
あ
っ
た
が
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
論
文
の
学
術
的
価
値
そ
の
も
の
も
大
き
な
論
点
と
な
っ
た
。
受
賞
し
た
論
文
は
、
い
ず
れ
も
、
学

術
研
究
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
各
分
野
の
今
後
の
研
究
方
向
を
示
す
研
究
と
し
て
も
注
目

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
贈
呈
式
お
よ
び
記
念
講
演
会
は
二
〇
一
六
年
六
月
二
四
日
に
建
築
会
館
に
て
開
催

さ
れ
、
副
賞
と
し
て
一
〇
万
円
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
六
年
度
、
第
二
回
博
士
論
文
賞
（
審
査
員
は
第
一
回
に
同
じ
）
に
は
九
編
の
応
募
が
あ
り
、
選
考

委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
以
下
の
論
文
が
選
定
さ
れ
た
。「
建
物
外
壁
に
お
け
る
藻
類
生
育
と
周
辺
環

境
と
の
関
係
」
中
嶋
麻
起
子
（
学
位
授
与
：
京
都
大
学
）、「
水
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
周
辺
地
域
の
空
間
形
成

史
に
関
す
る
研
究
」
樋
渡
彩
（
学
位
授
与
：
法
政
大
学
）
の
二
編
で
あ
る
。

　

選
定
さ
れ
た
二
編
の
論
文
は
い
ず
れ
も
、
第
一
回
同
様
、
学
術
研
究
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
各
分
野
の
今
後
の
研
究
方
向
を
示
す
研
究
と
し
て
も
注
目
さ
れ
た
。
贈
呈
式
お
よ
び
記
念
講
演
会
は

二
〇
一
七
年
六
月
三
十
日
にAG
C Studio

に
て
開
催
さ
れ
、
副
賞
と
し
て
一
〇
万
円
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
七
年
度
、
第
三
回
博
士
論
文
賞
に
は
七
編
の
博
士
論
文
の
応
募
が
あ
り
、
以
下
の
論
文
が
選
定
さ

れ
た
。「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨
組
に
お
け
る
座
屈
拘
束
筋
違
の
接
合
部
挙
動
お
よ
び
制
振
効
果
に
関
す
る

研
究
」
毎
田
悠
承
（
学
位
授
与
：
東
京
工
業
大
学
）、「
中
国
天
津
に
お
け
る
租
界
の
開
発
に
関
す
る
研
究

─
英
租
界
を
中
心
に
」劉
一
辰（
学
位
授
与
：
筑
波
大
学
）、「
既
存
集
合
住
宅
の
改
修
に
対
応
し
た
イ
ン
フ
ィ

ル
設
計
手
法
に
関
す
る
実
験
的
研
究
」
土
井
脩
史
（
学
位
授
与
：
京
都
大
学
）、
の
三
編
で
あ
る
。
贈
呈
式

お
よ
び
記
念
講
演
会
は
二
〇
一
八
年
六
月
二
九
日
にAG

C Studio

に
て
開
催
さ
れ
、
副
賞
（
一
〇
万
円
）

が
贈
呈
さ
れ
た
。
ま
た
、
応
募
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
増
加
の
施
策
と
し
て
、
二
〇
一
八

年
度
に
は
研
究
者
や
研
究
室
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
発
信
し
、
二
八
編
の
応
募
と
な
っ
た
。

博士論文賞表彰式（第3回）
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「研究･実践選奨」 受賞者一覧 

回数 掲載号＊1 NO 助成 NO. 氏名＊2 年齢＊3 所属＊4 主題 

第 1 回 
2002 年度
No.29 

1 0122 前田昭彦 42 都留文科大学 
公共賃貸住宅ストック改善のしくみづく
りに関する研究―神奈川県公社住宅の 2
つの建替事例を通して― 

2 0118 中島明子 57 和洋女子大学 
寄せ場型地境―山谷、釜ケ崎における野
宿生活者へ居住支援―「自立」支援と結
合した居住支援の課題― 

3 0114 山本和恵 38 東北文化学園大学 
介護保険法導入に伴う個人の社会化と住
まいの開放化に関する研究―療養と看取
りからみた住まいの研究― 

4 0107 小沢朝江 40 東海大学 
明治期における巡幸施設の建築様式と使
い方に関する研究―皇室にみる洋風から
和風への回帰とその背景― 

第 2 回 
2003 年度
No.30 

5 0226 日向進 57 京都工芸繊維大学 
茶人木津宗詮と数寄屋大工笛吹嘉一郎と
による茶室の研究―近代の茶室に関する
研究― 

6 0222 泉田英雄 50 豊橋技術科学大学 三河地域における土壁構法に関する研究 

7 0211 大月敏雄 37 東京理科大学 
伝統的家屋の現代的解釈にもとづく地域
型居住の提案―茨城県美野里町長屋門屋
敷実態調査を通して― 

8 0209 原田陽子 29 神戸芸術工科大学大学院 
住人の住環境への働きかけを再生計画に
生かす為の研究―建替後公的住宅地の特
性比較を通して― 

第 3 回 2004 年度
No.31 

9 0202 大野拓也 31 大阪大学大学院 成熟したニュータウンにおける施設体系
の再編成に関する研究 

10 0314 浜本篤史 32 東京都立大学 
中国における近代的住居への移行と住民
生活の変容 

11 0312 川本重雄 52 京都女子大学 宮崎県椎葉村の並列型民家と椎葉神楽 

12 0309 神吉紀世子 39 和歌山大学 高野山を拠点とする人材交流圏における
文化的景観の特色 

第 4 回 
2005 年度
No.32 

13 0432 饗庭伸 35 首都大学東京 
建築ストックの地震リスク情報化とその
地域共有化手法 

14 0418 亀屋惠三子 29 東北大学大学院 ALS 患者における療養の場としてのすま
いに関する研究 

15 0411 大場修 51 京都府立大学 近代民家を造った大工の実相と普請儀礼
の意義 

16 0410 藤田勝也 47 福井大学 
裏松固禅の住宅史研究資料に関する学際
研究 

第 5 回 2006 年度
No.33 

17 0530 中山徹 48 奈良女子大学大学院 個人住宅を公費で改修する政策的意義と
財政・経済効果 

18 0522 梅宮弘光 49 神戸大学 山越邦彦のエコロジカルな住宅思想に関
する多面的研究 

19 0516 岩佐明彦 37 新潟大学 
水害・震災仮設住宅の居住環境支援に関
する研究 

20 0503 碓田智子 46 大阪教育大学 祭礼住文化の継承の視点からみた住まい
とまちづくりに関する研究 

第 6 回 2007 年度
No.34 

21 0616 山田あすか 29 立命館大学 居宅の延長としての宅老所の現況と展望
に関する研究 

22 0614 青井哲人 38 明治大学 
台湾漢人住居にみられる＜総舗
chong-pho＞の調査研究 

23 0613 小池孝子 40 日本女子大学大学院 共用スペースの活用による高層高密度団
地の活性化に関する研究 

24 0605 増井正哉 53 奈良女子大学 景観保全における伝統的環境維持システ
ムの再編に関する研究 

第 7 回 2008 年度
No.35 

25 0726 宮原真美子 27 石本建築事務所 異世代シェア居住の可能性 

26 0724 境野健太郎 32 鹿児島大学 ハンセン病療養所の施設構成と居住空間
の変容に関する研究 

27 0715 鈴木義弘 50 大分大学 居間中心型住宅普及の動向と計画課題に
関する研究 

 
 

 
  

 
  

「研究・実践選奨」　受賞者一覧
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回数 掲載号＊1 NO 助成 NO. 氏名＊2 年齢＊3 所属＊4 主題 

第 8 回 2009 年度
No.36 

28 0832 深田智恵子 45 大阪市立大学 
近代大阪の借家に関する住居史的・都市
社会史的研 

29 0829 徳田光弘 35 九州工業大学 豪雨災害における浸水被害事業所の復興
特性に関する研究 

30 0821 関川華 30 京都大学大学院 フランス首都圏における民間共同住宅の
管理体制に関する研究 

第 9 回 2010 年度
No.37 

31 0917 並木則和 45 工学院大学 
室内環境中における準揮発性有機化合物
の実態把握に関する研究 

32 0909 郭雅雯 
(クォヤウェン) 

33 京都大学大学院 台湾の日式住宅における居住空間の変容
過程に関する調査研究 

33 0902 浅野純一郎 42 豊橋技術科学大学 市街化調整区域における土地利用マネジ
メント手法に関する研究 

第 10 回 2011 年度
No.38 

34 1015 三浦研 41 大阪市立大学 
住宅と福祉の「すき間」を埋める新たな
居住支援の検討 

35 1005 山崎寿一 54 神戸大学 能登半島地震・被災集落における住宅復
興の生活文化論的検証 

第 11 回 2012 年度
No.39 

36 1113 田中正人 43 都市調査計画研究所 社会関係の維持を可能にする集落空間再
編の条件 

37 1109 浅野伸子 60 放送大学 
明治後期から昭和期までの村川堅固邸及
び別荘に関する調査研究 

38 1102 福田由美子 48 広島工業大学 小学校存続活動を契機とした持続的居住
支援システムに関する研究 

第 12 回 2013 年度
No.40 

39 1218 岡崎泰男 48 秋田県立大学 
木材高度加工研究所 

木造住宅における打診による劣化診断判
定の科学的根拠の解明 

40 1212 前田昌弘 33 京都大学大学院 
津波被災者への居住支援と“信頼構築”
の関係に関する研究 

41 1205 亀屋惠三子 36 神戸市立工業高等専門学
校 

療養中から死別後の住まいの再編に関す
る事例的研究 

42 1202 西野達也 41 金沢大学 一中学校区を基本とする日常生活圏域設
定の妥当性検討 

第 13 回 2014 年度
No.41 

43 1315 駒木定正 63 北海道職業能力開発大学
校 

北海道における漁家住宅の歴史・地域的
特性を活かすための研究 

44 1307 近藤民代 39 神戸大学大学院 東日本大震災の自主住宅移転再建にみる
住宅復興と地域再生の課題 

45 1302 小林 茂雄 45 東京都市大学 夜間津波からの自主避難を誘導する光環
境の調査と構築 

第 14 回 2015 年度
No.42 

46 1419 田中由乃 26 京都大学大学院 
チェコにおける社会主義時代のパネル住
宅地の地域価値の形成 

47 1418 葛西リサ 40 大阪市立大学都市研究プ
ラザ 

ケア相互補完型集住への潜在的ニーズの
把握と普及に向けた課題 

48 1415 水島あかね 41 明石工業高等専門学校建
築学科 

地域資産としての近代住宅の保存継承に
関する研究 

第 15 回 2016 年度
No.43 

49 1509 大原一興 58 横浜国立大学大学院都市
イノベーション研究院 

出づくりの村「語り部」による二拠点型
居住の伝承 

50 1505 田口陽子 42 佐賀大学大学院 住宅と公共施設の複合空間における相互
扶助と集客交流拠点形成 

＊5 
第 16 回 

2017 年度
No.44 

51 1618 
実践 

黒本剛史 25 鹿島建設㈱ 原発被災地域の大量空きストックの利活
用に向けた実践的研究 

52 1614 山中新太郎 49 日本大学 
韓国ソウルの考試村の成立過程と居住機
能分化に関する基礎的研究 

53 1606 寺尾仁 60 新潟大学 フランスにおける新たな「不適切住宅」
の実態と対策の研究 

54 1601 秋山祐樹 35 東京大学空間情報科学研
究センター 

マイクロジオデータを用いた家賃形成メ
カニズムの研究 

・第 1～16回受賞者:計 54名（平均年齢 42才、男性 33 名/女性 21名、男女比６：４）  

＊1：『住総研 研究論文集』および『住総研 研究論文集・実践研究報告集』の掲載年度・号 

＊2：氏名は、主査のみ記載 

＊3：年齢は、受賞時 

＊4：所属は、論文掲載時 

＊5：2017 年度（第 16回）から「研究･実践選奨」に名称変更 
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第
一
節
　
ス
ト
ッ
ク
活
用
に
向
け
て

賃
貸
集
合
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
委
員
会
（
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
二
）

　

財
団
所
有
の
市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
（
築
三
三
年
～
四
一
年
《
二
〇
一
〇
年
時
点
》
の
七
〇
戸
）
を
対
象

に
、
経
済
的
側
面
で
の
既
往
研
究
が
少
な
い
こ
と
に
着
目
し
た
経
済
価
値
や
利
用
価
値
に
つ
い
て
の
検
証
、

お
よ
び
将
来
的
に
望
ま
れ
る
賃
貸
集
合
住
宅
で
の
入
居
者
間
お
よ
び
周
辺
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
に
向
け
て
の
当
該
団
地
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
態
把
握
に
よ
る
基
礎
デ
ー
タ
収
集
を
目
的
と
し
た
。

　

構
成
員
は
、
上
林
一
英
、
岡
崎
愛
子
、
清
水
祐
子
、
日
野
烈
、
堀
富
博
ら
住
総
研
メ
ン
バ
ー
と
し
、
外

部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
小
泉
雅
生
氏
（
首
都
大
学
東
京 

教
授
・
小
泉
ア
ト
リ
エ
）
と
小
谷
部
育
子
氏
（
日

本
女
子
大
学 

名
誉
教
授
）
に
お
願
い
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ト
ッ
ク
活
用
の
成
果
を
発
信
す
る
た
め
耐
震
性
の
公
的
確
認
の
必
要
が
あ
り
、
市
ヶ
谷
加
賀

町
ア
パ
ー
ト
の
中
で
最
も
古
い
Ａ
棟
（
三
階
建
）
と
最
後
期
建
設
で
最
も
高
い
Ｆ
棟
（
五
階
建
）
の
二
棟

で
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
現
行
基
準
並
み
の
耐
震
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
（
第

三
者
評
定
）。
ま
た
、
耐
久
性
に
つ
い
て
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
や
中
性
化
を
調
査
し
、｢

プ
レ
キ
ャ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
た
め
、
品
質
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
の
状
況
か
ら
、
今
後
二
〇
年
間
程
度
の
使

用
に
支
障
が
な
い｣

と
の
専
門
家
の
見
解
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
入
居
率
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
（
二
〇
〇
八
《
平
成
二
〇
》
年
秋
）
ま
で
の
一
〇
年
間
の
平
均
入

居
率
九
二
％
か
ら
急
激
に
落
ち
込
み
八
三
％
が
約
一
年
間
続
き
、
こ
の
危
機
感
が
こ
の
活
動
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。

　

空
室
率
増
加
の
原
因
に
つ
い
て
は
賃
貸
需
要
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
の
か
、
経
年
に
よ
る
市
場
価
値
の
低

下
な
の
か
を
他
物
件
や
事
例
等
を
調
査
し
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
居
住
者
層
が
二
三
区
内
や
新
宿
区
の
年

齢
構
成
よ
り
も
平
準
化
し
て
い
る
も
の
の
、
若
年
層
の
比
率
が
低
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
た
め
、
人

気
の
高
い
単
身
若
年
層
を
対
象
と
し
た
シ
ェ
ア
住
戸
の
導
入
と
家
族
向
け
に
定
期
建
物
賃
貸
借
制
度
と
し

シェア住戸オープンハウス 『賃貸集合住宅コミュニティ
活性化研究会報告書』表紙
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て
低
家
賃
住
戸
の
導
入
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
験
的
取
り
組
み
と
し
て
は
、先
行
し
て
ス
ケ
ル
ト
ン
改
修
を
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）

に
全
室
空
室
で
あ
っ
た
Ｂ
棟
（
一
九
七
一
年
竣
工
）
で
行
う
と
共
に
壁
式
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
（
Ｗ
Ｐ
Ｃ
）
の
調
査
デ
ー
タ
を
採
取
し
、
耐
震
診
断
時
の
資
料
と
し
て
利
用
し
た
。

　

シ
ェ
ア
住
戸
改
修
は
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
合
計
八
戸
で
行
い
、
賃
貸
居
住
者
自
身
が
改
造
す
る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
賃

貸
住
宅
は
二
〇
一
五
年
か
ら
合
計
三
戸
を
実
施
し
た
。
ま
た
二
〇
一
六
年
に
は
母
子
世
帯
シ
ェ
ア
住
戸
（
二

室
／
住
戸
）
へ
の
改
造
も
行
っ
た
。
こ
の
三
事
業
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
し
く
説
明
す
る

　

こ
の
シ
ェ
ア
住
戸
の
調
査
研
究
成
果
は
、
二
〇
一
一
年
の
建
築
学
会
大
会
の
学
術
講
演
会
で
「
団
地
型
集

合
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
活
用
に
関
す
る
研
究　

そ
の
１
」
と
し
て
岡
崎
愛
子
が
、
翌
年
に
は
、「
同 

そ
の
２
」

岡
本
宏
、「
同 

そ
の
３
」
上
林
一
英
、「
同 
そ
の
４
」
岡
崎
愛
子
の
三
名
が
、
そ
の
後
毎
年
継
続
的
に
研
究

発
表
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
母
子
世
帯
シ
ェ
ア
住
戸
は
、
二
〇
一
七
年
の
日
本
建
築
学
会
大
会
（
広
島
）
で

大
阪
市
立
大
学
の
葛
西
リ
サ
氏
、
奈
良
女
子
大
学
の
室
崎
千
重
氏
と
協
同
で
「
団
地
型
集
合
住
宅
の
ス
ト
ッ

ク
活
用
に
関
す
る
研
究
（
８
）」、「
同
（
９
）」
と
し
て
岡
崎
愛
子
が
発
表
し
た
。

第
二
節
　
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
を
対
象
と
し
た
実
践
的
研
究
の
取
り
組
み

─
─
多
様
性
の
あ
る
賃
貸
住
宅
へ
─
─

　

二
〇
〇
九
年
よ
り
活
動
を
行
っ
た
賃
貸
集
合
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
研
究
会
を
も
と
に
、
よ
り
具
体
的
な
実

践
的
研
究
を
行
う
た
め
、
二
〇
一
一
年
か
ら
「
賃
貸
集
合
住
宅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
研
究
会
」
を
設
置
し

た
。
メ
ン
バ
ー
は
財
団
職
員
で
あ
る
岡
崎
愛
子
、
上
林
一
英
、
菅
野
武
、
清
水
祐
子
で
あ
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

シェア住戸室内

第
二
節　

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
　
165
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と
し
て
大
月
敏
雄
氏
（
東
京
大
学
）、
大
橋
寿
美
子
氏
（
湘
北
短
期
大
学
）
を
迎
え
た
。

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
─
─
多
世
代
が
住
む
団
地
に

　

市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
で
は
、
二
〇
一
八
年
一
月
現
在
八
戸
二
四
室
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
運
営
し
て

い
る
。
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
り
空
室
が
増
加
し
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
打
開

策
と
し
て
二
〇
一
〇
年
か
ら
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
始
め
た
。
空
室
と
な
っ
た
住
戸
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
対
象

に
貸
し
出
す
か
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
す
る
か
を
検
討
し
改
修
を
行
っ
て
き
た
。
低
層
階
、
中
層
階
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
が
入
居
し
や
す
い
た
め
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
な
る
住
戸
の
多
く
は
四
階
や
五
階
で
あ
る
。

　

プ
ラ
ン
は
、
い
ず
れ
も
六
〇
・
二
㎡
の
住
戸
で
、
三
室
の
個
室
と
共
用
の
リ
ビ
ン
グ
、
キ
ッ
チ
ン
、
ト
イ

レ･

洗
面･

浴
室
か
ら
な
る
。
現
時
点
（
二
〇
一
八
年
）
の
家
賃
は
個
室
の
面
積
お
よ
び
部
屋
の
向
き
等

に
よ
り
異
な
る
が
、
六
五
〇
〇
〇
円
～
七
六
〇
〇
〇
円
で
、
そ
の
他
に
水
光
熱
費
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使

用
料
を
含
む
共
益
費
九
〇
〇
〇
円
が
必
要
と
な
る
。
女
性
専
用
住
戸
が
七
戸
二
一
室
と
男
性
専
用
住
戸
が

一
戸
三
室
で
あ
る
。
居
住
者
の
年
齢
は
平
均
三
六
・
八
歳
で
、三
〇
代
が
最
も
多
く
六
七
％
を
占
め
る
。
市
ヶ

谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
多
く
住
む
た
め
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
居
住
者
も
落
ち
着
い
て

い
る
年
齢
層
を
想
定
し
計
画
し
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
平
均
居
住
年
数
は
二
・
六
年
で
あ
る
。
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
、
単
身
世
帯
、
高
齢
世
帯
な
ど
、
各
世
代
、
い
ろ
い
ろ
な
家
族

型
が
市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
居
住
者
の
中
に
は
、
市
ヶ

谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
と
い
う
団
地
型
の
集
合
住
宅
と
い
う
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
人
も
い
る
。
ま
た
、

子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
る
と
こ
ろ
に
住
み
た
い
と
い
う
、
多
世
代
の
暮
ら
し
を
望
む
居
住
者
も
多
い
。

　

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
も
と
も
と
知
ら
な
い
者
同
士
の
居
住
と
な
る
。
同
居
人
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
を
な
る

べ
く
防
ぐ
た
め
に
、
住
総
研
の
ス
タ
ッ
フ
が
内
覧
の
際
に
良
く
話
を
聞
い
た
上
で
三
人
の
組
み
合
わ
せ
を

決
め
て
い
る
。
ま
た
、
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
住
総
研
が
メ
ー
ル
な
ど
で
相
談
に
乗
っ

て
い
る
。
住
総
研
の
呼
び
か
け
で
、
北
の
丸
公
園
へ
出
か
け
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
し
た
り
、
居
住
者
同
士
で
近

DN

UP

個室１

個室２

個室３

洗面

LDK

シェア住戸平面１（LDK一室型）

PS
階段

DN

UP

LD

個室１

個室２個室３

洗面

K

シェア住戸平面２（LD-K別室型）
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く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
っ
た
り
、
旅
行
に
出
か
け
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
呼
び
か
け
、
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
を
し
た

り
な
ど
、
一
人
暮
ら
し
で
は
味
わ
え
な
い
楽
し
さ
が
あ
る
。
仕
事
の
都
合
で
一
旦
退
去
し
た
居
住
者
が
再
び

一
年
後
に
運
よ
く
同
じ
部
屋
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
退
去
し
た
人
が
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
遊

び
に
く
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
便
利
で
楽
し
い
と
こ
ろ
は
共
有
し
、
一
人
に
な
り
た
い
と
き
に
は

部
屋
に
い
る
よ
う
な
、
ほ
ど
よ
い
関
係
性
が
営
ま
れ
て
い
る
。
一
方
男
子
シ
ェ
ア
は
三
室
の
う
ち
二
室
が
空

い
た
状
態
が
続
い
た
た
め
二
〇
一
八
年
三
月
に
家
族
用
に
転
用
し
た
。

市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
に
お
け
る
住
民
交
流
の
取
り
組
み

　

二
〇
一
一
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
以
降
、
災
害
発
生
時
の
対
応
や
発
生
直
後
の
避
難
行
動
と
い
う

観
点
か
ら
、
住
民
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
必
要
性
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
住
総
研
で
は
、
二
〇
一
二
年

二
月
に
実
施
し
た
「
市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
全
体
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
基
づ
き
、
住
民
自
ら
が
「
日
常

的
な
助
け
合
い
」「
子
育
て
の
助
け
合
い
」「
安
否
確
認
の
声
か
け
」
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性

を
自
覚
し
な
が
ら
も
現
実
に
は
「
限
ら
れ
た
人
と
の
挨
拶
」
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
構
築
や
住
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
重
要
な
課
題
と
位
置
づ
け
住
民
交
流
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
活
動
を
実
施
し
た
。
具
体
的
に
は
、
顔
見
知
り
を
増
や
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
大
家
が
駆
け
つ
け
ら

れ
な
く
て
も
、
居
住
者
だ
け
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

こ
の
活
動
は
、「
賃
貸
集
合
住
宅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
関
わ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
」
と
し
て
〝
調
査
・
研
究

並
び
に
資
料
集
事
業
〟
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
二
〇
一
八
年
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

　

住
民
交
流
の
た
め
の
活
動
は
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
八
年
一
月
現
在
に
至
る
ま
で
に
、
大
家
で
あ
る
住

総
研
主
導
で
合
計
一
六
回
開
催
し
た
。防
災
訓
練
や
防
災
館
見
学
を
併
せ
た
勉
強
会
、市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー

ト
敷
地
内
で
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
ま
た
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
居
住
者
協
力
の
も
と
行
っ
た
ビ
フ
ォ
ー
サ
ン
セ
ッ

ト
と
名
付
け
た
夏
祭
り
や
、
周
辺
店
舗
を
招
い
て
行
っ
た
市
ヶ
谷
加
賀
町
マ
ル
シ
ェ
で
あ
る
。
活
動
を
重
ね

る
こ
と
で
、
顔
見
知
り
や
挨
拶
を
す
る
人
が
増
え
安
心
感
が
増
し
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
て
い
る
。
参
加
者

シェアハウス スタートにあたってのウェルカムランチ
（加賀町アパート）

シェアハウス居住者と北の丸公園でピクニック（同右）
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が
固
定
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
課
題
も
あ
る
が
、
今
後
も
居
住
者
間
の
緩
や
か
な
つ
な
が
り
の
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
豊
田
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
も
防
災
訓
練
、
防
災
館
見
学
を
実
施
し
て
い
る
。

セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
新
し
い
賃
貸
住
宅
の
仕
組
み
づ
く
り

　

二
〇
一
四
年
五
月
、
竣
工
当
初
か
ら
の
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
が
唯
一
残
る
Ａ
棟
で
二
〇
三
号
室
が
空
室
と

な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
」、「
団
地
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
の
あ
る
家
」「
都
心
な

が
ら
も
恵
ま
れ
た
住
環
境
」
と
い
う
市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
の
特
徴
を
活
か
し
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

自
ら
行
う
居
住
者
を
募
集
す
る
コ
ン
ペ
を
行
っ
た
。
募
集
条
件
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
住
戸
の
占
有
面
積
：
四
八
・
七
㎡

・
家
賃
な
ど
：
家
賃
一
一
〇
〇
〇
〇
円
／
月
、
管
理
費
五
〇
〇
〇
円
／
月
。
契
約
後
初
期
改
修
工
事
期

間
の
賃
料
お
よ
び
管
理
費
を
最
大
三
カ
月
分
無
料
と
す
る
。

・
契
約
：
五
年
の
定
期
建
物
賃
貸
借
契
約

・
退
去
時
：
原
状
回
復
義
務
は
な
し
。
た
だ
し
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
使
用
し
た
資
材
や
備
品
に
つ
い

て
は
、
退
去
時
に
所
有
権
を
放
棄
す
る
か
自
己
負
担
に
て
搬
出
す
る
こ
と
。
造
作
物
の
買
取
は
し　

な
い
。

・
費
用
：
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
初
期
工
事
費
用
の
三
分
の
一
を
補
助
す
る
。
た
だ
し
補
助
の
上
限
額
は

五
〇
万
円
と
す
る
。

　
「
東
京
Ｒ
不
動
産
」
お
よ
び
住
総
研
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ペ
の
応
募
を
し
た
と

こ
ろ
、
六
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。
当
初
一
件
の
み
実
施
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
応
募
者
全
員
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
審
査
の
結
果
甲
乙
つ
け
難
い
優
秀
な
三
件
が
残
っ
た
。
そ
の
た
め
、

防災館見学ツアー（市ヶ谷加賀町アパート）加賀町マルシェ（同右）
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空
室
で
あ
っ
た
Ｅ
棟
一
〇
一
号
室
を
加
え
、
二
件
を
市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
で
、
も
う
一
件
を
審
査
員
が

運
営
す
る
別
の
物
件
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

［
事
例
１
］　

と
も
に
ア
パ
レ
ル
に
勤
務
す
る
四
〇
代
、
五
〇
代
の
カ
ッ
プ
ル
に
よ
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
。
バ
ブ
ル
を
経
験
し
た
二
人
が
、
今
一
番
興
味
を
も
つ
も
の
が
「
住
」
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な

彼
ら
が
共
に
暮
ら
す
こ
と
と
な
り
、
住
ま
い
を
探
し
た
と
き
に
、
今
か
ら
住
宅
を
「
買
う
」
選

択
肢
は
な
か
っ
た
。

　

彼
ら
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
最
大
の
特
徴
は
、「〈
賃
貸
〉
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
し
、
自
分

た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
次
に
住
む
人
の
こ
と
を
考
え
た
住
ま
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
分

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
つ
つ
も
、「
住
み
継
ぐ
こ
と
」
を
考
え
て
い
た
こ
と
に
、審
査
員
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
共
感
し
、
満
場
一
致
で
、
Ａ
棟
に
住
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

居
住
者
自
ら
が
プ
ラ
ン
を
練
り
、
毎
週
末
現
場
に
通
い
施
工
会
社
と
の
打
合
せ
を
重
ね
た
。

出
来
映
え
に
は
本
当
に
満
足
し
て
お
り
、
な
る
べ
く
長
く
住
み
続
け
た
い
と
語
っ
て
い
る
。

［
事
例
２
］　

と
も
に
建
築
設
計
の
仕
事
を
し
て
い
る
二
〇
代
カ
ッ
プ
ル
に
よ
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
は
、彼
女
の
勤
務
先
に
も
近
い
こ
と
、ま
た
、今
回
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
住
総
研
の
研
究
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
審
査
員
に

三
浦
展
さ
ん
（
社
会
学
者
）、
青
木
純
さ
ん
（
メ
ゾ
ン
青
樹
）
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
彼
ら

に
と
っ
て
は
魅
力
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
は
「
周
囲
と
つ
な
が
る
」
で
あ
る
。
住
戸
の
約
半
分
を
土
間
と

し
ア
ト
リ
エ
と
し
て
使
っ
た
り
、
リ
ビ
ン
グ
を
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
使
っ
た
り
、
外
に
開
か

れ
た
住
ま
い
を
計
画
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
開
か
れ
た
住
ま
い
を
作
る
プ
ロ
セ
ス
も
シ
ェ
ア
し

よ
う
と
、
施
工
段
階
か
ら
、
三
回
の
内
覧
会
を
行
い
、
左
官
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
塗
装
ワ
ー
ク

セルフリノベーションの事例１（Ａ棟203号室）セルフリノベーションの事例２（Ｅ棟101号室）
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シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
た
。
そ
し
て
、
完
成
内
覧
会
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
、
彼
ら
の
住
戸
で

開
催
し
三
〇
名
ほ
ど
の
人
が
集
ま
っ
た
。
住
総
研
と
し
て
も
、
市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
核
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
ら
が
今

後
の
長
い
人
生
の
中
で
賃
貸
住
宅
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
動
向
が
楽
し
み
で
あ

る
。

母
子
世
帯
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

増
加
傾
向
に
あ
る
母
子
世
帯
の
よ
り
よ
い
住
ま
い
の
あ
り
方
と
し
て
、
母
子
世
帯
向
け
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。「
市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
」
は
東
京
都
心
部
に
立
地
し
な
が
ら
も
、
敷
地
に
余

裕
が
あ
り
落
ち
着
い
た
住
環
境
の
た
め
、
子
育
て
世
帯
に
適
し
て
い
る
。
ま
た
利
便
性
の
良
い
地
域
で
も

あ
る
た
め
、
母
親
の
職
業
選
択
の
幅
も
広
が
る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
棟
一
階
の
一
住
戸
を
用
い
て
母
子
世
帯
向

け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
（
二
世
帯
）
を
運
営
す
る
こ
と
と
し
た
。「
母
子
世
帯
シ
ェ
ア
居
住
研
究
ワ
ー
キ
ン
グ
」

と
し
て
活
動
し
、
葛
西
リ
サ
氏
（
大
阪
市
立
大
学
都
市
研
究
プ
ラ
ザ
～
立
教
大
学
）、
と
室
崎
千
重
氏
（
奈

良
女
子
大
学
）
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

母
子
世
帯
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
団
地
に
開
か
れ
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
あ
る
。
単
な
る

シ
ェ
ル
タ
ー
で
は
な
く
、
母
子
世
帯
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
も

の
と
考
え
た
。
育
児
と
仕
事
の
両
立
に
苦
労
し
て
い
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を
対
象
に
、
そ
の
両
立
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
仕
組
み
を
盛
り
込
み
、
多
様
な
居
住
者
が
暮
ら
す
団
地
の
中
で
子
育
て
す
る
こ
と
で
母
子
の
孤
立

を
防
ぎ
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
住
環
境
を
目
指
し
て
い
る
。

　

現
在
の
入
居
条
件
は
以
下
と
し
て
い
る
。
母
子
二
名
入
居
と
し
、
男
児
は
小
学
校
四
年
生
ま
で
、
女
児

は
中
学
校
三
年
生
ま
で
居
住
可
能
、
家
賃
七
万
円
／
月
・
部
屋
、
共
益
費
は
水
光
熱
費
一
・
五
万
円
。
ま
た
、

居
住
者
本
人
が
支
払
っ
た
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
に
関
し
て
、「
サ
ポ
ー
ト
補
助
費
」
を
最
大
一
・
五
万
円
／
月

支
払
う
。
入
居
契
約
は
、
一
年
間
の
定
期
建
物
賃
貸
借
契
約
と
す
る
。

セルフリノベーションお披露目会（E棟101号室）母子世帯シェアリビング（ひつじ不動産撮影）
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ま
た
、
全
国
の
母
子
世
帯
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
事
業
者
を
対
象
に
二
〇
一
八
年
一
〇
月
五
日
に
は
、「
母

子
世
帯
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
全
国
会
議
」
を
日
本
橋
の
住
総
研
会
議
室
で
開
催
し
た
。
こ
の
目
的
は
、
運
営

上
の
悩
み
や
課
題
、
解
決
策
等
に
つ
い
て
情
報
共
有
す
る
事
に
よ
り
、
更
に
母
子
世
帯
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

へ
の
取
組
を
強
化
す
る
と
共
に
一
般
社
会
へ
の
母
子
世
帯
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
事
業
の
認
知
度
を
高
め
る
事

で
あ
る
。
会
議
に
は
全
国
か
ら
二
〇
事
業
者
三
三
名
が
参
加
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
で
は
、
ひ
と
つ
の
団
地
に
多
様
な
世
代
世
帯
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
賃
貸
契
約
方
法
で
暮
ら
し
て
い
る
。
人
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
る
賃
貸
住
宅
は
、
時
間
が
た
て
ば
自
然
と
異

な
る
世
代
が
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
が
、
市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
で
は
さ
ら
に
多
様
な
居
住
者
に
な
る
よ
う

計
画
し
て
い
る
。
社
会
状
況
に
対
応
し
、
賃
貸
住
宅
の
可
能
性
を
広
げ
た
い
と
い
う
思
い
と
と
も
に
、
現
在

増
え
つ
つ
あ
る
、
賃
貸
住
宅
を
選
択
す
る
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
い
と
い
う
思
い
で
も
あ
る
。
大
家
と
し

て
賃
貸
住
宅
の
「
多
様
性
」
の
特
色
を
充
分
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

個室１

個室２

キッチン

ダイニング

キッズスペース

バルコニー

バルコニー

玄関 下足入れ

ホール

カート置場

洗面脱衣室

トイレ

浴室

母子世帯シェア住戸平面図（C棟102号室）

第
二
節　

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
　
171

母子世帯向けシェアハウス全国会議
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５
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公
益
法
人
改
革
の
も
と
、
二
〇
一
一
年
七
月
一
日
よ
り
一
般
財
団
法
人
住
総
研
と
し
て
の
再
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
七
年
が
経
過
し
た
。
日
本
全
体
は
こ
の
直
前
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
後

遺
症
が
い
ま
だ
に
尾
を
引
い
て
い
る
。
原
発
事
故
の
完
全
な
処
理
に
は
あ
と
数
十
年
が
か
か
る
と
さ
れ
、

福
島
県
の
帰
宅
困
難
地
域
は
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
生
活
の
復
旧
は
未
了
で
あ
る
。
宮
城
県
、
岩
手
県
に
お

い
て
も
イ
ン
フ
ラ
、
住
宅
の
完
全
な
復
活
は
ま
だ
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
と
二
〇
一
二
年
に
政
権
交
代
が

あ
り
、
民
主
か
ら
自
民
へ
移
行
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
株
価
の
復
活
、
失
業
率
の
低
下
等
、
経
済
は

デ
フ
レ
を
脱
却
し
つ
つ
あ
る
が
、
世
界
情
勢
は
テ
ロ
事
件
や
北
朝
鮮
と
ア
メ
リ
カ
の
問
題
を
は
じ
め
、
劇

的
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
科
学
技
術
の
変
化
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。

Ｉ
Ｔ
企
業
の
台
頭
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る
生
活
の
変
化
、
電
子
マ
ネ
ー
の
登
場
、
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
化
な
ど
が
あ
り
、

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る

　

そ
の
中
で
住
総
研
は
こ
の
一
〇
年
間
に
時
代
に
あ
わ
せ
て
大
き
く
舵
を
切
っ
て
き
た
。
公
益
法
人
改
革

に
よ
り
い
く
つ
か
の
事
業
の
中
断
・
中
止
が
あ
り
、
一
方
で
は
新
た
な
る
取
り
組
み
も
開
始
し
た
。
す
な

わ
ち
、
公
益
目
的
事
業
と
し
て
の
継
続
事
業
に
一
一
八
年
間
で
一
一
八
億
円
の
使
用
を
す
る
、
と
い
う
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
大
き
く
舵
を
切
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
一
八
億
円
と
い

う
額
は
巨
大
な
額
で
あ
る
が
毎
年
一
億
ず
つ
の
公
益
目
的
支
出
は
住
総
研
に
と
っ
て
は
財
政
基
盤
の
関
係

上
大
き
な
負
担
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
「
住
生
活
の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
お
こ
な
う
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
着
実
に
遂
行
し
、
社
会
貢
献
を

し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　

二
〇
一
八
年
七
月
に
行
っ
た
創
立
七
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
「
住
宅
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
Ａ
Ｉ
の
可
能
性
を
認
め
、
住
宅
の
ス
マ
ー
ト
化
も
進
化
し
つ
つ
あ

る
中
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
、
ま
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」（
S
D
G
s
）
を
め
ざ
し
、
人
間

を
中
心
に
据
え
た
、
こ
れ
か
ら
の
住
宅
研
究
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
議
論
と
な
っ
た
。

住
宅
に
人
が
住
ん
で
い
る
限
り
、
住
宅
や
都
市
や
健
康
の
問
題
は
今
後
も
未
曾
有
に
あ
る
。
住
宅
研
究
が
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岐
路
に
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
が
、「
研
究
」
と
「
実
践
」
の
視
点
か
ら
、
住
総
研
は
今
後
も
そ
の
課
題
解

決
を
目
指
し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

第
一
節	
現
状
の
課
題
（
運
営
・
財
政
・
管
理
）

　

住
総
研
の
社
会
的
役
割
は
、
清
水
建
設
の
配
当
収
益
と
不
動
産
賃
貸
収
益
に
よ
り
「
住
ま
い
に
関
す
る
総

合
的
研
究
・
実
践
並
び
に
人
材
育
成
を
推
進
し
、
そ
の
成
果
を
広
く
社
会
に
還
元
し
、
も
っ
て
住
生
活
の
向

上
に
資
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
研
究
・
実
践
助
成
事
業
を
主
と
し
た
公
益
目
的
活
動
を
毎
年

一
億
円
ず
つ
一
一
八
年
（
創
立
七
〇
年
目
の
年
か
ら
残
り
一
一
一
年
）
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
長
期

に
渉
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
今
後
の
一
〇
年
間
を
見
据
え
た
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

住
総
研
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
住
総
研
を
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
て
い
た
だ
い
た
住
総
研
の

宝
と
も
い
え
る
研
究
者
、
先
生
方
の
人
脈
を
更
に
広
げ
て
太
く
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
住
総
研
の

社
会
に
お
け
る
存
在
意
義
が
こ
こ
ま
で
高
ま
っ
た
の
は
、
内
田
祥
哉
氏
、
鈴
木
成
文
氏
ら
初
代
の
研
究
運
営

委
員
の
卓
抜
性
と
住
総
研
へ
の
献
身
的
努
力
で
あ
り
、
そ
の
精
神
を
受
け
継
い
だ
歴
代
の
研
究
運
営
委
員
の

先
生
方
の
汗
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
嬉
し
い
こ
と
に
住
総
研
の
助
成
を
受
け
て
育
っ
た
研

究
者
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
中
心
的
活
躍
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
、
研
究
運
営
委
員
会
を
始
め

と
す
る
諸
委
員
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
住
総
研
を
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
。
住
総
研
は
こ
の
人
脈
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
自
覚
と
感
謝
の
気
持
ち
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
こ
の
脈
々
と
続
く
豊

富
な
人
財
を
よ
り
太
く
し
て
い
く
こ
と
、
更
に
住
ま
い
に
関
わ
る
新
し
い
分
野
の
優
秀
な
研
究
者
を
開
拓
し

広
範
な
人
財
を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
常
に
最
先
端
の
情
報
の
ア
ン
テ
ナ
を
磨
い
て

お
く
こ
と
、
彼
ら
が
住
総
研
の
責
務
を
果
た
す
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
住
総
研
の
理
事
長
、
専
務
理
事
、
事

務
局
お
よ
び
財
団
員
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

第
一
節　

現
状
の
課
題
（
運
営
・
財
政
・
管
理
）　

175
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住
総
研
の
活
動
を
支
え
る
財
政
基
盤
の
第
一
の
柱
で
あ
る
清
水
建
設
の
配
当
収
益
に
つ
い
て
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
外
部
環
境
も
あ
っ
て
清
水
建
設
の
業
績
が
良
い
こ
と
に
よ
る
特
別
配
当
等
の
余
資
を

有
効
活
用
す
る
。
一
つ
は
特
別
配
当
分
を
原
資
と
し
て
清
水
建
設
株
式
を
購
入
し
受
取
配
当
金
額
を
増
や

す
こ
と
、も
う
一
つ
は
不
測
の
事
態
に
備
え
て
三
年
間
は
現
状
の
助
成
等
の
水
準
を
維
持
で
き
る
金
額
（
一
・

五
億
円
）
を
助
成
基
金
と
し
て
積
み
立
て
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

　

不
動
産
賃
貸
収
益
に
つ
い
て
は
、
四
保
有
物
件
（
市
ヶ
谷
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
、
豊
田
ハ
ウ
ス
、
天
王
洲

テ
ラ
ス
、
千
歳
船
橋
ビ
ル
）
と
も
に
、
こ
こ
一
〇
年
間
は
大
規
模
改
修
の
必
要
が
な
い
の
で
、
改
修
・
修

繕
に
よ
る
適
切
な
物
件
管
理
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
竣
工
後
五
〇
年
近
く
経
過
し
て
い
る
市
ヶ
谷
加
賀

町
ア
パ
ー
ト
の
建
替
に
備
え
て
年
間
一
億
円
以
上
の
積
立
を
継
続
し
、
二
〇
億
円
程
度
の
積
立
金
を
確
保

す
る
。

　

積
立
目
標
額
到
達
の
た
め
に
は
、
一
時
的
な
収
益
の
増
加
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
助
成
等
を
含
め
た
支
出
は

節
度
を
も
っ
た
計
画
的
な
金
額
を
守
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、公
益
性
の
高
い
法
人
と
し
て
、

奢
侈
を
戒
め
、
不
断
の
固
定
費
の
圧
縮
を
心
掛
け
、
あ
と
一
一
一
年
の
長
期
に
亘
る
住
総
研
の
役
割
を
全

う
す
る
た
め
に
積
立
金
を
少
し
ず
つ
で
も
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
運
営
上
の
課
題
で
あ
る
。

　

住
総
研
に
待
ち
受
け
る
未
来
、
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
間
は
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
進
歩
に
よ
り
今
後
の
社
会

に
大
変
革
が
起
き
る
こ
と
が
確
実
な
時
代
に
入
る
。
ま
た
今
後
の
日
本
の
社
会
・
経
済
情
勢
は
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
、首
都
直
下
型
地
震
、社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、国
債
破
綻
懸
念
と
税
金
問
題
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
枯
渇
、
健
康
問
題
、
貧
困
問
題
、
景
気
変
動
リ
ス
ク
、
空
き
家
・
過
疎
化
問
題
、
一
層
の
国
際
化
・
ボ
ー

ダ
レ
ス
化
な
ど
問
題
が
山
積
み
で
あ
る
。

　

住
総
研
に
関
わ
る
評
議
員
・
理
事
・
監
事
、
理
事
長
・
専
務
理
事
・
事
務
局
、
研
究
運
営
委
員
等
の
委

員
の
先
生
方
全
員
が
、
来
た
る
べ
き
世
界
と
日
本
に
起
き
る
社
会
変
動
、
そ
れ
を
受
け
た
住
総
研
が
対
象

と
す
る
「
住
ま
い
」
の
全
分
野
で
も
た
ら
さ
れ
る
変
革
を
踏
ま
え
て
、
将
来
を
正
し
く
見
通
し
、
一
致
協

力
し
て
今
後
の
運
営
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
。
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一
一
八
億
円
・
一
一
八
年
間
の
住
総
研
の
公
益
目
的
支
出
計
画
の
内
容
も
、
時
代
の
変
化
に
適
合
し
て
い

く
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

第
二
節	
今
後
へ
向
け
て

　

助
成
事
業
に
関
し
て
は
創
立
七
〇
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
五
年
間
の
有
期
で
「
研
究
実
践
助
成
」

の
助
成
額
を
増
額
し
、
研
究
実
践
選
奨
の
優
先
枠
を
設
け
る
な
ど
し
、
幅
広
く
行
っ
て
い
る
が
、
財
源
収
入

の
増
が
続
く
か
ぎ
り
の
継
続
を
め
ざ
し
た
い
。
大
学
側
の
事
情
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
助
成
分
野
も
住

宅
そ
の
も
の
を
対
象
と
す
る
計
画
学
的
な
研
究
・
実
践
が
減
少
し
、ま
ち
づ
く
り
を
始
め
防
災
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、

構
工
法
、
歴
史
な
ど
の
分
野
も
増
え
て
き
て
い
る
な
か
、
今
後
も
幅
広
い
分
野
か
ら
採
択
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。ま
た
日
本
の
伝
統
的
な
居
住
文
化
を
広
く
一
般
市
民
や
海
外
か
ら
の
留
学
者
等
へ
伝
達
し
、

そ
の
価
値
を
世
界
に
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
分
野
の
募
集
・
採
択
も
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
併
せ
て
、
住
総
研
の
国
際
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
日
本
の
す
ま
い
の
文
化
を
、
外
国

人
研
究
者
、
日
本
へ
の
留
学
生
等
に
、
広
く
発
信
す
る
た
め
「
住
ま
い
読
本
」
シ
リ
ー
ズ
か
ら
選
択
し
た
本

を
英
訳
し
て
財
団
H
P
に
掲
載
、
冊
子
と
し
て
配
布
す
る
試
み
を
開
始
す
る
。

　

出
版
助
成
事
業
は
現
在
の
六
件
程
度
、総
計
三
〇
〇
万
円
を
維
持
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。「
住
ま
い
読
本
」

シ
リ
ー
ズ
、機
関
誌
『
す
ま
い
ろ
ん
』
と
合
わ
せ
て
住
総
研
か
ら
の
情
報
発
信
を
継
続
す
る
。「
住
ま
い
読
本
」

は
こ
れ
ま
で
に
年
に
二
冊
程
度
の
発
刊
を
継
続
し
て
き
て
お
り
、
今
後
も
住
生
活
の
向
上
へ
つ
な
が
る
内
容

を
提
供
し
、『
す
ま
い
ろ
ん
』
は
喫
緊
の
課
題
を
若
手
編
集
者
の
視
点
で
発
信
し
て
い
き
、
両
者
の
リ
エ
ゾ

ン
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

調
査
・
研
究
事
業
と
し
て
は
「
重
点
テ
ー
マ
」
を
毎
年
決
め
て
の
委
員
会
活
動
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ま
と

め
と
し
て
の
出
版
と
い
う
一
連
の
活
動
は
テ
ー
マ
の
連
続
性
と
い
う
意
味
で
も
効
果
的
で
あ
り
、
今
後
も
こ

第
二
節　

今
後
へ
向
け
て
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の
形
式
で
継
続
し
て
い
き
た
い
。
現
在
ま
で
に
八
年
間
の
継
続
を
し
て
き
て
お
り
、
外
部
か
ら
の
認
知
性

も
向
上
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
す
ま
い
・
ま
ち
学
習
」
普
及
活
動
は
小
中
高
生
の
「
住
育
」、
生
活
向
上
、
住
文
化
の
体
験
な
ど
将
来
へ

の
布
石
と
し
て
大
変
重
要
と
考
え
て
い
る
。
住
教
育
授
業
づ
く
り
の
助
成
金
支
援
と
教
員
等
を
対
象
と
し

た
実
践
研
修
会
は
効
果
を
す
で
に
挙
げ
て
い
る
が
、
今
後
も
強
化
を
図
る
。
ま
た
図
書
室
で
の
子
ど
も
図

工
教
室
も
世
田
谷
事
務
所
に
て
六
年
間
実
施
し
て
き
た
が
日
本
橋
事
務
所
や
世
田
谷
事
務
所
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
保
育
園
で
も
再
開
す
る
予
定
で
あ
り
、
他
団
体
と
の
連
携
も
考
え
て
い
く
。
住
教
育
関
連
で

は
日
本
建
築
学
会
か
ら
の
表
彰
を
二
〇
一
〇
年
に
受
け
た
が
、
さ
ら
な
る
推
進
を
し
て
い
き
た
い
。

　

顕
彰
事
業
は
現
在
の
清
水
康
雄
賞
、
研
究
・
実
践
選
奨
と
二
〇
一
六
年
度
か
ら
の
博
士
論
文
賞
の
三
つ

を
継
続
し
、
研
究
・
実
践
者
の
さ
ら
な
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
貢
献
し
て
い
く
。
後
者
の
二
つ
は
若

手
研
究
者
・
実
践
者
へ
の
貢
献
を
念
頭
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

賃
貸
住
宅
事
業
は
九
三
％
の
稼
働
率
を
維
持
し
て
い
く
と
と
も
に
、
出
来
る
だ
け
長
寿
命
化
を
目
指
し

て
維
持
管
理
に
資
金
を
投
与
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
。
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
の
住
ま
い
方
調
査
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
性
化
試
行
も
継
続
す
る
。
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年

創
立
60
年
か
ら
70
年
ま
で
の
財
団
の
歩
み

住
宅
政
策
・
住
宅
事
情

一
般
社
会（
世
界
）の
動
き

３
─
特
別
積
立
金「
出
版
助
成
基
金
」を
設
立

　

─
第
一
回「
住
総
研 

清
水
康
雄
賞
」選
考
委
員
会
を
開
催

４
─
第
二
回
選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
第
一
回
目
の
受
賞
者
と
し
て
、
小
林

　
　

秀
樹（
千
葉
大
学
）と
小
谷
部
育
子（
日
本
女
子
大
学
）の
両
氏
に
決
定（
本

　
　

  

文
43
〜
44
頁
）

６
─
峰
政
克
義
専
務
理
事
が
退
任
。
後
任
に
岡
本
宏
が
専
務
理
事
に
就
任

　

─
太
田
利
彦
評
議
員
死
去

７
─
創
立
六
〇
年
記
念
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

10
─
第
一
回「
住
総
研 
清
水
康
雄
賞
」贈
呈
式
・
記
念
講
演
会
を
開
催

　

─『
住
総
研
六
〇
年
史
』を
発
行

　

─�「
世
界
遺
産
を
作
っ
た
大
工
棟
梁

─
中
井
大
和
守
の
仕
事
展
」建
築
会

館
お
よ
び
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
に
て
開
催

　

─
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
B
棟
改
修
工
事

11
─「
創
立
六
〇
年
記
念
感
謝
の
会
」を
新
橋
第
一
ホ
テ
ル
に
て
開
催

　

─�

臨
時
理
事
会
開
催（
一
部
基
本
財
産
の
処
分
お
よ
び
そ
の
補
填
議
決
）基

本
財
産
の
処
分
、
東
京
都
承
認

　

─�「
近
代
を
つ
く
っ
た
大
工
棟
梁

─
高
松
久
保
田
家
の
仕
事
展
」高
松
で

開
催

　

─
立
川
マ
ン
シ
ョ
ン
売
却

　

─
天
王
洲
テ
ラ
ス
購
入

12
─
公
益
関
連
３
法
施
行（
財
団
は
特
例
民
法
法
人
に
移
行
）

１
─�

大
臣
認
定
の
構
造
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
施
行
利

用
開
始

４
─�

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
の
う
ち
、「
住
宅
瑕
疵
担

保
責
任
保
険
法
人
の
指
定
」「
特
別
紛
争
処
理
体

制
整
備
」に
関
す
る
法
律
が
施
行（
国
交
省
）

　

─�

住
宅
・
建
築
物「
省
Ｃ
Ｏ
２
推
進
モ
デ
ル
事
業
」

の
提
案
募
集（
平
成
二
〇
年
度
第
一
回
）の
開
始

　

─�「
超
長
期
住
宅（
二
〇
〇
年
住
宅
）先
導
的
モ
デ

ル
事
業
」の
提
案
募
集（
平
成
二
〇
年
度
第
一

回
）の
開
始

11
─�

建
築
確
認
・
検
査
の
厳
格
化
等
、
改
正
建
築
基

準
法
施
行（
国
交
省
）

12
─�

国
土
交
通
省「
住
宅
・
不
動
産
市
場
活
性
化
の

た
め
の
緊
急
対
策
」と
り
ま
と
め 

３
─
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
騒
乱
発
生

５
─�

四
川
大
地
震
発
生（
Ｍ
七
・
九
〜
八
・
〇
）、

死
者
・
行
方
不
明
者
一
〇
万
人
、
被
災
者

四
五
〇
〇
万
人

６
─�

秋
葉
原
無
差
別
殺
傷
事
件
発
生
、
死
傷
者
一
七

名

　

─�

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震（
震
度
六
強
）発
生
、
死

者
一
二
名
、
負
傷
者
四
三
三
名

　

─�

ア
メ
リ
カ
が
北
朝
鮮
へ
の
テ
ロ
支
援
国
家
指
定

解
除（
七
月
一
日
か
ら
四
五
日
経
過
後
）

７
─
洞
爺
湖
で
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　

─
i
P
h
o
n
e
が
発
売
さ
れ
る

８
─�

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、
水
泳
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
等
で
金
メ
ダ
ル
九

個
獲
得

９
─
自
民
党
・
麻
生
内
閣
発
足

　

─�

ア
メ
リ
カ
の
証
券
会
社
第
四
位
の
リ
ー
マ
ン
・

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
破
産
法
の
適
用
を
申
請

　

─
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
日
本
人
四
人
が
受
賞

１
─
基
本
財
産
処
分
に
関
す
る
結
了
報
告
書
を
都
に
提
出

４
─�「
明
治
・
大
正
お
屋
敷
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

─
近
代
住
宅
彩
色
図
集
か
ら
見

た
清
水
組
の
仕
事
展
」東
京
展
開
催
、
八
月
に
大
阪
展
開
催

５
─�「
明
治
・
大
正
の
邸
宅

─
清
水
組
の
住
宅
彩
色
図
集
の
世
界
」発
刊（
四

年
後
販
売
中
止
に
）

　

─
理
事
会
に
て「
最
初
の
評
議
員
選
任
方
法
の
議
決
、
新
公
益
法
人
へ
の
移

　
　

行
・
目
的
お
よ
び
事
業
の
見
直
し
」説
明

６
─「
最
初
の
評
議
員
選
定
の
方
法
」都
に
認
可
申
請
、
同
上
認
可

７
─
第
一
回
拡
大
研
究
運
営
委
員
会
の
開
催（
公
益
法
人
改
革
へ
の
備
え
と
活

　
　

動
の
改
善
等
）

　

─
八
月
末
を
締
め
切
り
と
す
る
理
事
・
評
議
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

９
─「
現
代
住
宅
研
究
史
の
変
遷
と
展
望
」発
刊

10
─�

第
二
回「
住
総
研
・
清
水
康
雄
賞
」表
彰
式
並
び
に
記
念
講
演
会（
大
阪
で

開
催
）

12
─「
屋
根
の
な
い
学
校
」発
刊

◇
─�

新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
一
〇
〇
万
戸
を
切
り
、

七
八
万
戸
に

１
─
住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
創
設 

６
─「
長
期
優
良
住
宅
普
及
促
進
法
案
」成
立

10
─「
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
」施
行

1
─�

オ
バ
マ
氏
が
黒
人
初
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
就

任

５
─�

刑
事
裁
判
に
一
般
市
民
が
参
加
す
る
裁
判
員
制

度
が
開
始

９
─�

新
た
な
省
庁
と
な
る「
消
費
者
庁
」が
発
足

　

─�

民
主
党
・
鳩
山
内
閣
誕
生
、
二
〇
一
二
年
一
二

月
ま
で
継
続

　

─�

国
連
・
気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
で
、
日
本
は
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
一
九
九
〇
年
比
で

二
五
%
削
減
す
る
と
発
表

10
─�

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大

統
領

11
─
円
相
場
が
一
時
一
ド
ル
＝
八
四
円
台

　

─
行
政
刷
新
会
議
の
事
業
仕
分
け
が
ス
タ
ー
ト

2008
（平成20）

2009
（平成21）

年
表
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１
─�

二
〇
一
〇
年
度
テ
ー
マ（
※
）は「
住
ま
い
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」（
加

藤
委
員
担
当
）と
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
三
回（
七
・
一
一
・
三
月
）開
催
し

た
。
※
は
そ
の
後「
重
点
テ
ー
マ
」に
名
称
変
更
し
た
。

　

─
評
議
員
選
定
委
員
会（
委
員
長
・
秋
山
宏
）開
催
、
最
初
の
評
議
員
決
ま
る

２
─
公
益
認
定
等
委
員
会
事
務
局
第
一
回
相
談（
定
款
案
、
公
益
目
的
事
業
に

　
　

関
し
て
、
法
人
会
計
か
ら
公
益
事
業
へ
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
、
大
規
模

　
　

修
繕
費
用
の
扱
い
に
つ
い
て
）

　

─『
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
改
修
改
定
版
』発
刊

３
─
鈴
木
成
文
理
事
逝
去

　

─
定
時
理
事
会
に
て「
移
行
先
法
人
再
確
認
、
最
初
の
評
議
員
選
定
結
果
報

　
　

告
、
定
款
・
規
程
類
一
部
の
暫
定
利
用
承
認
な
ど
」

４
─
組
織
改
定（
研
究
推
進
部
・
管
理
部
）、
役
職
任
免（
研
究
推
進
部
長
、
管

　
　

理
部
長
）、
新
人
事
制
度
施
行
、
Ｈ
Ｐ
改
訂
並
び
に
論
文
集
の
公
開

　

─�

賃
貸
住
宅
の
経
済
価
値
・
利
用
価
値
改
善
活
動
の
本
格
化
＋
研
究
と
自
主

実
践
活
動
の
強
化

　

─「
住
総
研
だ
よ
り
」を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
発
行
。
年
四
回
発
行
と
す
る

　

─�

公
益
認
定
等
委
員
会
事
務
局
第
二
回
相
談（
公
益
目
的
事
業
に
関
す
る
認

定
、「
役
員
お
よ
び
評
議
員
の
報
酬
等
並
び
に
費
用
に
関
す
る
規
程
」に
関

し
て
、
法
人
会
計
収
益
の
公
益
目
的
事
業
会
計
へ
の
繰
入
に
つ
い
て
）

　

─「
住
教
育
委
員
会
」活
動
、
日
本
建
築
学
会
賞
教
育
賞［
社
会
貢
献
］受
賞

６
─
清
水
建
設
メ
ン
バ
ー
参
画
に
よ
る
移
行
法
人
再
検
討

７
─�

住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
／
重
点
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
初
め
て
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム「
住
ま
い
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」（
加
藤
信
介
委
員
担
当
）九
・

一
一
月
に
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

10
─�

第
三
回「
住
総
研
・
清
水
康
雄
賞
」表
彰
式
並
び
に
記
念
講
演
会（
受
賞
・

安
藤
邦
廣
筑
波
大
教
授
）

11
─�

臨
時
研
究
運
営
委
員
会（
移
行
後
法
人
の
選
定
お
よ
び
移
行
後
の
事
業
並

び
に
予
算
に
つ
い
て
）

　

─
定
時
理
事
会（
移
行
先
を
一
般
法
人
と
す
る
方
針
変
更
議
決
等
）

12
─
加
賀
町
ア
パ
ー
ト
の
シ
ェ
ア
住
戸
に
初
の
居
住
者
入
居

12
─�「
ス
ト
ッ
ク
活
用
型
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
整

備
推
進
事
業
」募
集
開
始

１
─
日
本
航
空
が
会
社
更
生
法
の
適
用
を
申
請

　

─
平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
祭

２
─�

南
米
チ
リ
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
八
の
強
い

地
震
、
日
本
で
一
七
年
ぶ
り
の
大
津
波
警
報

５
─
上
海
万
博
が
開
幕

　

─
ギ
リ
シ
ャ
財
政
危
機
に
よ
る
世
界
的
連
鎖
株
安

６
─
民
主
党
党
首
に
菅
直
人
氏

９
─�

沖
縄
・
尖
閣
諸
島
沖
で
中
国
の
漁
船
と
海
上
保

安
庁
の
巡
視
船
二
隻
が
接
触

10
─�

羽
田
空
港
の
新
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
オ
ー
プ

ン
で
三
二
年
ぶ
り
の
国
際
定
期
便

　

─�

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
鈴
木
章
・
根
岸
英
一
両
氏

が
受
賞

12
─�

東
京
と
新
青
森
を
結
ぶ
東
北
新
幹
線
が
全
面
開

通

１
─�

二
〇
一
一
年
度
重
点
テ
ー
マ
は「
縮
小
社
会
に
お
け
る
住
ま
い
の
ゆ
く          

え
」（
小
林
委
員
担
当
）と
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
三
回（
七
・
一
二
・
二
月
）

開
催
し
た

　

─�

二
〇
一
三（
平
成
二
五
）年
度
重
点
テ
ー
マ
は「
住
ま
い
と
地
域
の
持
続
可

能
性
」に
決
定
。
そ
の
後
に「『
一
般
市
街
地
』の
す
ま
い
と
居
住
を
再
評

価
す
る
」（
森
本
委
員
担
当
）に
変
更
し
、
研
究
論
文
募
集
に
お
け
る
テ
ー

マ
と
し
た

　

―
内
田
雄
造
評
議
員
逝
去

２
―�『
す
ま
い
ろ
ん
』冬
号（
第
九
七
号
）を
も
っ
て
休
刊
→『
住
総
研
レ
ポ
ー

ト
』を
創
刊
し
、
発
信
す
る

６
─
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
の
公
布
・
施
行 

10
─�
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行（
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
登
録
制
度
の
ス
タ
ー

ト
） 

12
─ 

賃
貸
住
宅
管
理
業
者
登
録
制
度
の
施
行 

３
─�

東
日
本
大
震
災
発
生
、
死
者
一
五
八
九
六
人

（
警
察
庁
発
表
二
〇
一
八
年
六
月
現
在
）

　

―
福
島
第
一
原
発
一
号
機
、
三
号
機
で
水
素
爆
発

　

─
首
都
圏
が
計
画
停
電
に

　

─
大
相
撲
、
八
百
長
問
題
で
春
場
所
中
止
に

　

―
九
州
新
幹
線（
鹿
児
島
ル
ー
ト
）全
線
開
通

５
─�

オ
バ
マ
大
統
領
、「
ア
ル
カ
イ
ダ
」の
ウ
サ
マ
・

ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
容
疑
者
殺
害
を
発
表

７
─�

サ
ッ
カ
ー
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で「
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
」が
、
初
の
世
界
一
に

2010
（平成22）

2011
（平成23）
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資
料
編
　
184 

　

―�

公
益
認
定
等
委
員
会
事
務
局
第
三
回
相
談（
定
款
案
、
公
益
目
的
財
産
額

の
算
定
、
継
続
事
業
案
、
選
定
済
み
の
評
議
員
・
理
事
・
監
事
の
一
部
変

更
手
続
き
に
関
し
て
）

３
―�

第
一（
三
一
）回
住
総
研
自
主
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催　

住
ま
い
の
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ「
賃
貸
住
宅
の
新
し
い
住
ま
い
方
と
そ
の
改
修

―

利
用
と
経
済
価
値
再
生
へ
の
提
案
」

　

―
東
日
本
大
震
災
発
生

４
―
移
行
認
可
申
請
書
提
出

５
―
旧
法
人
最
終
評
議
員
会
開
催
、 

旧
法
人
最
終
理
事
会
開
催

６
―
研
究
者
エ
ッ
セ
ン
ス
文
庫
開
設
準
備
・
巽
評
議
員
と
の
打
合
せ

　

―
研
究
助
成
を
一
五
〇
〇
万
円
に
縮
小

７
―�

移
行
登
記
完
了
、「
一
般
財
団
法
人
住
総
研
」と
し
て
移
行
設
立
、
定
款
制

定
、
規
程
類
の
整
備
推
進

　

―『
住
総
研
レ
ポ
ー
ト
2
0
1
1　

す
ま
い
ろ
ん
』№
１
発
行

　

―�

住
総
研
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
縮
小
社
会
の
住
ま
い
の
ゆ
く
え（
第
一

（
三
二
）回
）」（
担
当
：
小
林
秀
樹
委
員
長
）

　

―
財
団
職
員
四
名
が
東
日
本
大
震
災
被
災
地
視
察

　

―
新
旧
合
同
役
員
会
お
よ
び
新
法
人
設
立
記
念
懇
親
会
開
催

８
―
第
一
回
親
と
子
供
の
絵
本
展
開
催（
近
隣
と
の
関
係
強
化
の
一
環
）

10
―
船
橋
会
に「
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
活
動
」支
援
提
案

　

─�

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
と
完
全
移
行

８
─
戦
後
最
高
値
と
な
る
１
ド
ル
七
五
円
台
に
突
入

９
─
民
主
党
・
野
田
内
閣
発
足

10
─�

ア
ッ
プ
ル
社
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
前
Ｃ

Ｅ
Ｏ（
最
高
経
営
責
任
者
）死
去

　

─
世
界
の
人
口
が
七
〇
億
人
を
突
破

12
─�

北
朝
鮮
第
三
代
最
高
指
導
者
に
金
正
恩
氏
が
就

任

　

─�

今
年
の
漢
字
は
過
去
最
高
の
応
募
数
で「
絆

（
き
ず
な
）」に

　

─�

八
ッ
場
ダ
ム（
群
馬
・
長
野
原
町
）の
建
設
再
開

を
発
表

１
―�

二
〇
一
二
年
度
重
点
テ
ー
マ
は「『
住
ま
い
』の
延
長
線
上
に
リ
ア
ル
な

『
地
域
』を
描
く
」（
そ
の
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
変
更
さ
れ
）「
リ
ア
ル

な
地
域
の
あ
り
方
を
住
ま
い
と
の
関
係
で
描
く
」（
松
村
委
員
担
当
）と

し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
三
回（
七
・
一
一
・
三
月
）開
催
し
た

　

―�

二
〇
一
四（
平
成
二
六
）年
度
重
点
テ
ー
マ
は『
主
体
性
の
あ
る
住
ま
い

づ
く
り
』（
木
下
委
員
担
当
）に
決
定

２
―「
内
田
雄
造
先
生
と
語
る
会
」（
岡
本
・
伊
藤
）

４
―
宮
下
幸
一
朗
事
務
局
長
就
任

　

―「
資
産
等
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
現
物
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」制
定

５
―�

船
橋
地
区
対
象
の「
既
成
市
街
地
再
評
価
委
員
会
活
動
」中
止
、
玉
川
学

園
地
域
対
象
の「
住
み
続
け
る
住
ま
い
と
地
域
の
条
件　

実
態
調
査
委
員

会
」（
委
員
長
・
高
見
澤
邦
郎
）設
置

６
―�

住
総
研
住
ま
い
読
本
シ
リ
ー
ズ
第
一
刊『
第
３
の
住
ま
い

─
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
す
べ
て
』（
住
総
研
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
研

究
委
員
会
編
、
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
発
行
）発
刊

　

―
研
究
助
成
を
一
八
〇
〇
万
円（
約
二
〇
件
）に
修
正

７
―『
住
総
研
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
２　

す
ま
い
ろ
ん
』№
２
発
刊

９
―�

日
本
建
築
学
会
東
海
大
会
に
て
財
団
自
主
研
究『
賃
貸
住
宅
の
経
済
価

値
。
利
用
価
値
の
持
続
性
の
確
保
』三
篇
を
発
表（
岡
本
・
上
林
・
岡
崎
）

11
―�『
坂
の
ま
ち
玉
川
学
園
を
活
か
し
た
健
康
づ
く
り

─
Ｐ
Ｐ
Ｋ
の
ス
ス

３
─�

中
古
住
宅
・
リ
フ
ォ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
策

定 

６
─�

不
動
産
流
通
市
場
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
提
言
の

と
り
ま
と
め 

２
─
復
興
庁
発
足

３
─�

ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
で
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー

チ
ン
が
当
選

４
─�

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス
マ
ト
ラ
島
で
M
8
.
7
の

大
地
震
発
生

５
─
高
さ
六
三
四
m
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

７
─�

ロ
ン
ド
ン
に
て
第
三
〇
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
、
日
本
は
最
多
メ
ダ
ル
獲
得

８
─�

消
費
税
率
を
二
〇
一
四
年
に
八
％
、
一
五
年
に

一
〇
％
に
引
き
上
げ
る
法
案
成
立

９
─�

中
国
全
土
で
尖
閣
諸
島
国
有
化
に
反
発
し
て
反

日
デ
モ
が
発
生

10
─�

山
中
伸
弥
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞

受
賞
決
定

　

─
消
費
増
税
法
案
が
成
立（
民
主
党
・
野
田
内
閣
）

12
─�

衆
院
選
で
自
民
党
圧
勝
し
、
安
倍
内
閣
発
足　

民
主
党
か
ら
自
民
党
へ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
三

本
の
矢

2012
（平成24）

年
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Ⅲ
部　

一
般
財
団
法
人
移
行
後
の
新
し
い
「
住
総
研
」　
185  

　
　

メ
」開
催（
講
師
星
理
事
、
荒
尾
早
大
教
授
、
参
加
者
五
〇
人
）

　

―��「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
研
究
委
員
会
を
通
し
た
活
動
」都
市
住
宅

計
画
学
会
業
績
賞
受
賞

12
―�

住
総
研
住
ま
い
読
本
シ
リ
ー
ズ
第
二
刊『
住
み
つ
な
ぎ
の
ス
ス
メ

─
高

齢
社
会
を
と
も
に
住
む
・
地
域
に
住
む
』（
住
総
研
高
齢
期
居
住
委
員
会

編
、
萌
文
社
発
行
）発
刊

１
―�
二
〇
一
五（
平
成
二
七
）年
度
重
点
テ
ー
マ
は「
受
け
継
が
れ
る
住
ま
い
」

（
内
田
委
員
担
当
）に
決
定

２
―
委
託
研
究『
清
水
組
彩
色
図
集
研
究
』報
告
書
完
成
、
清
水
建
設
に
提
出

７
―『
住
総
研
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
３　

す
ま
い
ろ
ん
』№
３
発
刊

８
―
加
賀
町
Ａ
Ｐ
大
規
模
改
修
工
事
住
民
説
明
会

９
―�

外
債
早
期
償
還
金
を
原
資
と
し
て
清
水
建
設
株
を
購
入
開
始

　

―�

加
賀
町
ア
パ
ー
ト
大
規
模
改
修
着
工（
工
期
一
年
半
、
予
算
約
一
・
三
億

円
）

10
―�

初
の
市
民
向
け
フ
ォ
ー
ラ
ム「
あ
し
た
の
玉
川
学
園
地
区
を
考
え
る
会
」

を
玉
川
学
園
さ
く
ら
ん
ぼ
ホ
ー
ル
で
開
催（
参
加
者
：
町
内
会
自
治
会
、

活
動
家
、
一
般
住
民
、
地
元
行
政
等
九
〇
名
）

11
―�

住
総
研
住
ま
い
読
本
第
三
刊『
新
米
自
治
会
長
奮
闘
記

―
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
共
助
の
火
種
』発
刊（
三
千
部
、
萌
文
社
刊
）

　

―�

第
四
回「
住
総
研
清
水
康
雄
賞
」佐
藤
滋
早
大
教
授
を
表
彰
。
同
記
念
講

演
会
、
祝
賀
会
開
催

◇
─�

新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
九
九
万
戸
ま
で
に
回
復

◇
─
空
き
家
八
二
〇
万
戸
、
空
き
家
率
一
三
・
五
％

12
─
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
公
布
・
施
行 

６
─�

既
存
住
宅
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
・
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
・
公
表 

10
─�

す
ま
い
給
付
金
の
創
設

１
─�

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
天
然
ガ
ス
関
連
施
設
で
邦
人

に
対
す
る
テ
ロ
事
件

２
─
朴
槿
恵
氏
が
韓
国
新
大
統
領
に

３
─
習
近
平
氏
が
国
家
主
席
に

４
─
東
京
銀
座
に
て
歌
舞
伎
座
新
規
開
場

５
─
長
嶋
茂
雄
氏
と
松
井
秀
喜
氏
に
国
民
栄
誉
賞

　

─�

出
雲
大
社（
五
月
）と
伊
勢
神
宮（
一
〇
月
）が

同
年
に
式
年
遷
宮

６
─�

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
委
員
会
が「
富
士
山
」

を
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
決
定

７
─�

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）へ
の
交

渉
参
加

９
─�

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
I
O
C
総
会
に
て
決
定

11
─�

プ
ロ
野
球
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス

が
初
め
て
日
本
一
に

１
―�

二
〇
一
六（
平
成
二
八
）年
度
重
点
テ
ー
マ
は「
住
環
境
を
再
考
す
る
」

（
田
辺
委
員
担
当
）に
決
定

２
―�『
住
み
繋
ぐ
。
住
み
続
け
る
住
ま
い
と
地
域
の
条
件
実
態
調
査
委
員
会
』

報
告
書
を
玉
川
学
園
関
係
者
に
送
付

　

―
エ
ッ
セ
ン
ス
シ
リ
ー
ズ「
巽
文
庫
」資
料
収
集
完
了

３
―�

第
四
回
理
事
会
、
第
二
回
評
議
員
会
を
清
水
建
設
新
本
社（
京
橋
）に
て

開
催

　

―�

小
・
中
・
高
の
教
師
向
け
に
第
一
回「『
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
』教
育
実
践

研
修
会
」開
催（
筑
波
大
附
属
小
学
校
に
て
）

　

―�

住
ま
い
読
本
第
四
刊『
近
居
』出
版（
学
芸
出
版
社
刊
）、
五
月
に
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
開
催（
東
京
お
よ
び
京
都
に
て
／
大
月
敏
雄
他
）

６
―
平
成
二
六
年
度
第
一
回
評
議
員
会
、
道
江
紳
一
が
専
務
理
事
に
就
任

　

―『
住
総
研
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
４　

す
ま
い
ろ
ん
』№
４
発
刊

８
―
子
ど
も
教
育
関
連
：
第
一
回　

図
工
教
室
を
木
工
場
協
力
の
も
と
開
催

３
─�

不
動
産
に
係
る
情
報
ス
ト
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
基
本

構
想
の
策
定 

４
─�

総
務
省
が
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定

を
要
請

５
─�
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
公
布（
立
地
適
正
化
計
画
） 

11
─�

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
お
よ
び
再
生
に
関
す

る
法
律

12
─�

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行（
耐
震

性
不
足
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
地
売
却
制
度
創
設

等
） 

２
─�

ソ
チ
冬
季
五
輪
開
催
、
金
一
個
、
銀
四
個
、
銅

三
個
獲
得

３
─�

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
が
完
成
、
日
本
一
高
い
ビ
ル

に

４
─
消
費
税
が
八
％
に

６
─
富
岡
製
糸
場
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

９
─�

御
嶽
山
が
七
年
ぶ
り
に
噴
火
し
、
五
八
人
が
死

亡

　

─
i
P
S
細
胞
使
っ
た
世
界
初
の
手
術
を
実
施

10
─�

赤
崎
勇
・
天
野
浩
・
中
村
修
二
の
三
人
が
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
、
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド（
L
E
D
）を
開
発

　

─
日
銀
が
金
融
追
加
緩
和
決
定

11
─�

二
〇
一
五
年
に
予
定
し
て
い
た
、「
消
費
税
率

2013
（平成25）

2014
（平成26）

年
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資
料
編　

186 

　
　
（
船
橋
社
屋
に
て
、
二
回
計
四
一
名
参
加
）。
住
ま
い
の
本
展
開
催

　

―�

加
賀
町
ア
パ
ー
ト
・
防
災
コ
ン
第
二
回「
新
宿
区
立
防
災
セ
ン
タ
ー
」見

学
会
と
W
S
、
参
加
六
組
、
一
一
月
に
防
災
訓
練
実
施　

９
―�

加
賀
町
ア
パ
ー
ト
A
棟
二
〇
三
号
室
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
D
I
Y
コ
ン
ペ

審
査
会（
道
江
、
三
浦
展
、
青
木
純
が
審
査
員
）六
名
を
審
査
。
山
本
案
、

茅
原
案
を
選
定
。

10
―�
小
谷
部
育
子
評
議
員
逝
去
、
七
〇
歳　

一
一
月
に
先
生
を
偲
ぶ
会（
学
士

会
館
に
て
）

　
　

一
〇
％
引
上
げ
」を
二
〇
一
七
年
に
先
送
り　

　
　

�（
そ
の
後
さ
ら
に
二
〇
一
九
年
一
〇
月
に
先
送
り
）

12
─
特
定
秘
密
保
護
法
が
施
行

１
―�

二
〇
一
七（
平
成
二
九
）年
度
重
点
テ
ー
マ
は「
住
ま
い
手
か
ら
み
た
住

宅
の
使
用
価
値
」（
野
城
委
員
担
当
）に
決
定

３
―�

星
旦
二
先
生（
財
団
理
事
）退
職
記
念
講
演
会
：
首
都
大
学
東
京
に
て

　

―�

第
二
回「『
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
』教
育
実
践
研
修
会
」（
小
澤
委
員
会
）帝

京
大
学
霞
が
関
Ｃ
に
て
開
催

　

―�

住
総
研
住
ま
い
読
本
第
五
刊『
住
ま
い
の
冒
険

―
生
き
る
場
所
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
』発
刊（
萌
文
社
刊
）こ
の
号
よ
り
重
点
テ
ー
マ
に
基
づ

く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
単
行
本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

―
住
総
研
資
料（
す
ま
い
ろ
ん
等
）電
子
化
完
成（
Ｐ
Ｄ
Ｓ
に
作
業
依
頼
）

４
―�

加
賀
町
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
二
住
戸
）竣
工
お
披
露
目
会
＆
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
：
三
浦
展
、
青
木
純
氏
を
招
待

６
―�

復
刊『
す
ま
い
ろ
ん
』第
一
回
委
員
会
：
東
大
に
て
、
大
月
委
員
長
、
太

田
、
祐
成
、
嶋
田
、
三
浦
、
い
し
ま
る
、
の
諸
氏
が
委
員
に
。

　

―�

第
一
回
評
議
員
会
開
催
。
宮
下
幸
一
朗
氏
が
理
事
兼
事
務
局
長
就
任
、

野
地
理
事
が
退
任
。
新
評
議
員
に
西
田
宏
子
氏（
根
津
美
術
館
顧
問
）。

太
田
邦
夫
氏
、
小
谷
部
育
子
氏（
ご
逝
去
）が
退
任

　

―�

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
建
築
会
館
に
て
初
め
て
開
催
。
選
奨
の

発
表
を
一
般
公
開
化
。

７
―�『
住
総
研
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
５　

す
ま
い
ろ
ん
』№
５
発
刊（
こ
の
号
に

て
一
旦
休
止
し
情
報
は『
す
ま
い
ろ
ん
』『
住
ま
い
読
本
』に
収
録
す
る
こ

と
と
し
た
）

　

―�

住
総
研
住
ま
い
読
本
第
六
刊『
建
築
女
子
が
聞
く

─
住
ま
い
の
金
融
と

税
制
』発
刊（
学
芸
出
版
社
刊
）

８
―「
出
版
助
成
」受
付
を
五
年
ぶ
り
に
再
開

９
―
第
一
回
博
士
論
文
賞
締
め
切
る
、
二
〇
編
の
応
募

10
―�「
研
究
助
成
」を「
研
究
・
実
践
助
成
」と
名
称
変
更
し
、
実
践
に
重
き
を

お
い
た
研
究
論
文
を
抽
出
す
る
こ
と
と
し
、
受
付
を
電
子
申
請
に
て
開

始

11
―�

す
ま
い
ろ
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催「
賃
貸
住
宅
再
考
」（
大
月
委
員
講
演
・

司
会
）「
近
居
」以
来
五
年
ぶ
り
の
開
催

　

―
野
村
理
事
長
が
急
逝
、
一
二
月
に「
野
村
哲
也
お
別
れ
の
会
」が
帝
国
ホ

　
　

テ
ル
に
て
開
催

◇
─�

Z
E
H
（
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
）が
提
唱

さ
れ
る

１
─�

日
建
連
が「
け
ん
せ
つ
小
町
」の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

決
定
。
建
設
業
で
の
女
性
社
員
の
活
躍
を
促
す

５
─�

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
空
き
家
法
）施
行

７
─�

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関

す
る
法
律
の
公
布 

２
─�

Ｉ
Ｓ
国（
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
ス
テ
ー
ト
）に
よ
る

日
本
人
二
名
の
殺
害
が
判
明

３
─
北
陸
新
幹
線（
東
京

―
金
沢
）開
通

４
─�

ネ
パ
ー
ル
で
大
規
模
地
震
発
生　

Ｍ
七
・
八　

死
者
八
四
六
〇
名

　

─
ド
ロ
ー
ン
が
首
相
官
邸
屋
上
に
落
下

７
─�

安
倍
首
相
、
新
国
立
競
技
場
の
設
計（
ザ
ッ
ハ

案
）・
施
工
を
白
紙
撤
回
、
二
五
二
〇
億
の
工
費

に
懸
念
で

　

─�

長
崎
市
の
軍
艦
島
な
ど
八
県
二
三
か
所
の「
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」が
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
遺
産
に
登
録

９
─�

国
連
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
開
催
、

「
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」を
採
択
、
S
D
Gｓ

を
発
表

10
─
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
発
送
開
始

　

─
中
国
一
人
っ
子
政
策
を
廃
止

　

─�

横
浜
市
で
起
き
た
マ
ン
シ
ョ
ン
傾
斜
問
題
で
、

旭
化
成
が
子
会
社
の
旭
化
成
建
材
に
よ
る
杭
打

ち
工
事
の
不
正
に
つ
い
て
謝
罪

　

─�

ノ
ー
ベ
ル
医
学
･
生
理
学
賞
を
北
里
大
学
特

別
栄
誉
教
授
の
大
村
智
氏
が
受
賞

　

─�

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
東
京
大
学
宇
宙
線
研
究

所
長
の
梶
田
隆
章
氏
が
受
賞

11
─
パ
リ
で
同
時
多
発
テ
ロ
発
生

12
─�

新
国
立
競
技
場
の
コ
ン
ペ
で
隈
研
吾
＋
梓
設
計

＋
大
成
建
設
案
に
決
定
、
工
費
一
四
九
〇
億
に

2015
（平成27）

年
表　
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Ⅲ
部　

一
般
財
団
法
人
移
行
後
の
新
し
い
「
住
総
研
」　
187  

１
―�

二
〇
一
八（
平
成
三
〇
）年
度
重
点
テ
ー
マ
は「『
マ
ン
シ
ョ
ン
』の
持
続

可
能
性
を
問
う
」（
田
村
委
員
担
当
）に
決
定

　

―
評
議
員
会
、
理
事
会
に
て
宮
本
理
事
長
を
選
任

２
―「
す
ま
い
ろ
ん
」復
刊
第
一
号（
通
巻
九
八
号
）を
発
刊

３
―�

住
総
研
住
ま
い
読
本
第
七
刊『
不
動
産
の
価
値
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
決
ま

る
』発
刊（
学
芸
出
版
社
刊
） 

４
―
住
総
研
住
ま
い
読
本
第
八
刊『
住
環
境
再
考
』発
刊（
萌
文
社
刊
）

　

―
熊
本
大
地
震
発
生

６
―�

日
本
建
築
学
会「
二
〇
一
六
年
度
・
子
ど
も
教
育
支
援
建
築
会
議（
第
三

回
）」に
て
岡
崎
発
表
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
参
加

　

―�

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
引
き
続
き
、
第
一
回
博
士
論
文
賞
四
名

の
表
彰
式
・
発
表
会
を
初
め
て
開
催　

第
一
四
回
研
究
選
奨
三
名
も
同

時
開
催

　

―
清
水
建
設
株
配
当
が
八
円
か
ら
一
六
円
に

７
―�

第
三
回　

子
ど
も
図
工
教
室
開
催
、
船
橋
社
屋
に
て
の
最
終
回
と
な
る

三
三
名
参
加
、

９
―�

豊
田
ハ
ウ
ス
の
大
規
模
修
繕
工
事　

Ｓ
Ｂ
Ｌ
Ｃ
に
て
工
事
、
工
費

八
千
万
円
＋
税

　

―�

住
総
研
住
ま
い
読
本
第
九
刊『
受
け
継
が
れ
る
住
ま
い
』発
刊（
柏
書
房

刊
）

11
―�

第
五
回「
住
総
研 

清
水
康
雄
賞
」北
原
啓
司
・
弘
前
大
学
教
授
を
表
彰　

記
念
講
演
会
、
祝
賀
会
開
催（
新
橋
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
）

◇
─�

貸
家（
ア
パ
ー
ト
）の
着
工
戸
数
が
急
増

◇
─�

建
設
業
就
業
者
数
が
五
〇
〇
万
人
を
切
る

３
─
住
生
活
基
本
計
画（
改
定
）発
表

　

─�

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
指

針
・
マ
ン
シ
ョ
ン
標
準
管
理
規
約
を
改
正 

　

─�

所
有
者
の
所
在
の
把
握
が
難
し
い
土
地
へ
の
対

応
方
策
最
終
と
り
ま
と
め
等
の
公
表 

４
─
電
力
小
売
り
自
由
化

５
─�

公
的
不
動
産（
P
R
E
）ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運

営
開
始 

６
─�

宅
地
建
物
取
引
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
建
物
状
況
調
査（
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
）に
関

す
る
規
定
の
整
備
等
）の
公
布 

10
―
フ
ラ
ッ
ト
35
リ
ノ
ベ
が
ス
タ
ー
ト

11
─�

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

公
布 

　

─�

特
区
民
泊
の
円
滑
な
普
及
を
図
る
た
め
の
住

宅
・
建
築
行
政
上
の
対
応
に
つ
い
て
通
知 

３
─
日
銀
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

　

―
北
海
道
新
幹
線（
東
京

―
函
館
）開
通

４
─
小
売
と
発
電
の
電
力
自
由
化
が
開
始

　

―
熊
本
大
地
震
発
生

６
─�

英
国
の
国
民
投
票
で
E
U
離
脱
が
決
定

（
B
r
e
x
i
t
）

７
─�「
ポ
ケ
モ
ン
G
O
」が
日
本
で
も
発
売
、
社
会
現

象
に

　

─
東
京
都
知
事
選
挙
で
小
池
百
合
子
氏
が
当
選

８
─�

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、
ロ

シ
ア
は
ド
ー
ピ
ン
グ
問
題
で
陸
上
競
技
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
出
来
ず

　

─�

東
京
都
、
豊
洲
市
場
の
土
壌
汚
染
問
題
で
築
地

市
場
か
ら
の
移
転
を
延
期

９
─�

プ
ロ
野
球
セ
リ
ー
グ
で
広
島
が
二
五
年
ぶ
り
の

優
勝

10
─�

ノ
ー
ベ
ル
医
学
･
生
理
学
賞
を
東
京
工
業
大

学
特
別
栄
誉
教
授
の
大
隅
良
典
氏
が
受
賞

11
─
韓
国
・
朴
大
統
領
が
辞
任
表
明

１
―�

二
〇
一
九（
平
成
三
一
）年
度
重
点
テ
ー
マ
は「
お
と
な
の
た
め
の
住
ま

い
学
」（
碓
田
委
員
担
当
）に
決
定

２
―�

す
ま
い
ろ
ん
一
〇
〇
号
記
念
誌『
す
ま
い
再
発
見
』、
い
ま
ま
で
の
七
六

編
を
ま
と
め
、
単
行
本
と
し
て
建
築
資
料
研
究
社
よ
り
発
行（
一
二
〇
〇

部
）住
総
研
編

　

―『
す
ま
い
ろ
ん
』（
通
期
一
〇
〇
号
）発
行

３
―�

理
事
会
、
評
議
員
会
に
て
船
橋
社
屋
か
ら
日
本
橋
へ
の
移
転
を
正
式
に

決
議
。
定
款
の
一
部
変
更（
主
た
る
事
務
所
）を
特
別
決
議
。
跡
地
は
認

可
保
育
園（
社
団
法
人
聖
愛
学
舎
・
も
み
の
き
保
育
園
）と
し
て
二
〇
年

定
期
賃
貸
借
契
約
す
る
予
定

　

―�

同
会
に
て
住
総
研
七
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
の
五
事
業（
予
算

六
三
〇
〇
万
）が
承
認
さ
れ
る

　

―�

住
総
研
住
ま
い
読
本
第
一
〇
刊『
織
田
邸
／
家
具
・
生
活
・
空
間
』発
刊

（
ハ
シ
モ
ト
オ
フ
ィ
ス
刊
）

５
―�

第
一
回「
清
水
組
住
宅
建
築
図
集
」の
現
存
住
宅
調
査
研
究
委
員
会
開
催

（
そ
の
後
七
・
一
〇
月
に
開
催
）調
査
を
順
次
開
始

６
―�

船
橋
事
務
所「
お
別
れ
の
会
」開
催
。
財
団
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
お
よ
び
委
員
会

関
連
で
思
い
出
の
あ
る
先
生
方
三
一
名
を
招
待
。
設
計
者
の
秋
元
和
雄

２
─�「
安
心
Ｒ
住
宅
」（
国
土
交
通
省
）の
事
業
者
の
登

録
申
請
受
け
付
け
開
始

４
─
都
市
ガ
ス
小
売
り
自
由
化

　

─�

建
築
物
省
エ
ネ
法
が
施
行
、
住
宅
で
は
三
〇
〇

㎡
以
上
の
新
築
・
増
築
の
場
合
に
届
け
出
が
必

要
に

９
─�

都
の
無
電
柱
化
推
進
条
例
施
行

10
─�
住
宅
宿
泊
事
業
法
、
い
わ
ゆ
る「
民
泊
新
法
」が

公
布

　

─�
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
法
の
改
正
で
住
宅
確

保
要
配
慮
者
向
け
賃
貸
住
宅
登
録
制
度
が
開
始

◇
─�

シ
ェ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
民
泊
が
本
格
化
、
オ
ー

ト
ノ
マ
ス（
自
動
運
転
）開
発
加
速

１
─
ア
メ
リ
カ
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
就
任

２
─
韓
国
の
朴
槿
恵
前
大
統
領
逮
捕

　

─
金
正
男
暗
殺
さ
れ
る

３
─
国
会
で
森
友
学
園
問
題

５
─�

文
在
寅（
ム
ン
・
ジ
ェ
イ
ン
）が
韓
国
大
統
領
に

就
任

　

─
北
朝
鮮
が
三
週
連
続
で
ミ
サ
イ
ル
発
射

６
─
天
皇
陛
下
退
位
の
特
例
法
成
立

７
─
香
港
返
還
二
〇
周
年
で
大
規
模
デ
モ

　

─
国
会
で
加
計
学
園
問
題
追
及

８
─�

北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
北
海
道
上
空
を
通

過

９
―
北
朝
鮮
が
水
爆
実
験

　

―�

E
S
G
投
資
が
話
題
に（
環
境
、
社
会
、
企
業

統
治
の
重
視
）

10
―�

衆
議
院
解
散
総
選
挙
で
自
民
・
公
明
党
が
三
分

2016
（平成28）

2017
（平成29）

年
表
　
187
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氏
の
ト
ー
ク
。
中
庭
に
て
記
念
撮
影

　

―�

加
賀
町
ア
パ
ー
ト
Ｃ
棟
一
〇
二
号
に
て
母
子
世
帯
シ
ェ
ア
居
住
を
開
始

　

―
清
水
建
設
株
配
当
が
一
六
円
か
ら
二
六
円
に

７
―�

新
事
務
所
：
日
本
橋
三
丁
目
―
一
二
─
二（
朝
日
ビ
ル
ヂ
ン
グ
二
階
）へ

引
越
し

８
―�
研
究
論
文
最
近
の
六
年
分
が
J
─

S
T
A
G
E
に
掲
載
さ
れ
る
。
そ
れ

以
前
の
分
は
順
次
掲
載（
二
〇
一
八
年
八
月
、
全
て
完
了
）

９
―�

聖
愛
学
舎
・
も
み
の
木
保
育
園
と
約
二
〇
年
間
の
賃
貸
契
約
を
結
ぶ

（
二
〇
一
七
年
九
月
二
七
日
よ
り
二
〇
三
八
年
四
月
末
ま
で
）

11
―�

創
立
記
念
日
に
あ
わ
せ
新
オ
フ
ィ
ス
の
お
披
露
目
会
。
懇
親
会
は
京
橋

創
生
館
に
て
、
お
客
様
四
九
名
が
参
加

　

―
加
賀
町
A
P
で
マ
ル
シ
ェ（
本
、
花
、
喫
茶
）開
催

　
　

の
二
の
議
席
確
保
、
民
進
党
が
分
裂
、
希
望
の

　
　

党（
小
池
代
表
）と
立
憲
民
主
党
に

◇
―�

主
要
ゼ
ネ
コ
ン
の
純
利
益
が
過
去
最
高
額
に

１
―�

二
〇
二
〇（
平
成
三
二
）年
度
重
点
テ
ー
マ
は『
シ
ェ
ア
が
描
く
住
ま
い

の
未
来
』（
岡
部
委
員
担
当
）に
決
定

２
―『
す
ま
い
ろ
ん
』（
通
期
一
〇
二
号
）発
行

３
―�

住
総
研
住
ま
い
読
本
第
一
一
刊『
人
生
を
変
え
る
住
ま
い
と
健
康
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
』発
刊（
新
建
新
聞
社
刊
）

　

―�

住
総
研
住
ま
い
読
本
第
一
二
刊『「
空
間
」を「
場
所
」に
変
え
る
ま
ち
育

て
』発
刊（
萌
文
社
刊
） 

４
―
旧
船
橋
社
屋
が
保
育
園
と
し
て
オ
ー
プ
ン　
　

７
―�

七
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催　

テ
ー
マ
は「
住
宅
研
究
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」　

建
築
会
館
に
て　

一
四
三
名
参
加

８
―�

子
ど
も
図
工
教
室
開
催
、
三
三
名
参
加

　

―『
す
ま
い
ろ
ん
』（
通
期
一
〇
三
号
）発
行

11
―『
住
総
研
70
年
史
』を
発
行��

４
─�

改
正
宅
地
建
物
取
引
業
法
で
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ

ン
が
重
要
説
明
事
項
説
明
時
に
加
わ
る

６
─�

民
泊
新
法（
住
宅
宿
泊
事
業
法
）が
施
行
、
多
く

の
自
治
体
で
は
民
泊
に
関
す
る
独
自
条
例
が
制

定
さ
れ
る

◇
―�

S
D
G
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）が
キ
ー

ワ
ー
ド
に

◇
―
全
国
で
自
然
災
害
が
頻
発

１
―
群
馬
草
津
白
根
山
が
噴
火

２
―
平
昌
五
輪
開
催
、
羽
生
が
五
輪
二
連
覇

　

―
裁
量
労
働
制
め
ぐ
り
国
会
論
戦　

３
―
貿
易
戦
争　

ト
ラ
ン
プ
関
税
発
動

　

―
北
朝
鮮
問
題　

一
一
年
ぶ
り
南
北
首
脳
会
談

５
―�

日
大
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
悪
質

タ
ッ
ク
ル
騒
動

６
―
北
朝
鮮
問
題　

史
上
初
の
米
朝
首
脳
会
談

　

―�

働
き
方
改
革
法
案
や
改
正
民
法
な
ど
の
新
法
成

立

　

―�

大
阪
北
部
で
震
度
六
弱
地
震
四
人
死
亡
、

三
〇
七
人
け
が
。
震
源
地
の
高
槻
市
で
は
小
学

校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
、女
児
一
人
が
死
亡

７
―
西
日
本
豪
雨
被
害（
平
成
三
〇
年
七
月
豪
雨
）

９
―
台
風
二
一
号
で
関
空
に
被
害

　

―�

北
海
道
胆
振
東
部
地
震（
震
度
七
）、
北
海
道
全

域
の
停
電（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）も
発
生

10
―�

ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
を
京
都
大
学
特
別

教
授
の
本
庶
佑
氏
が
受
賞

2018
（平成30）

年
表
　
188
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Ⅲ
部　

一
般
財
団
法
人
移
行
後
の
新
し
い
「
住
総
研
」　
189  

資
料
編

研
究
・
実
践
助
成
、
委
託
論
文
、
住
総
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
住
総
研
主
催
の
各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
概
要
、「
す
ま
い
ろ
ん
」ほ
か
刊
行
物
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
住
総

研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（ http: // w

w
w. jusoken. or. jp/

）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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年

宮
下
　
幸
一
朗

若
林
　
幹
夫

深
尾
　
精
一

初
見
　
学

野
地
　
滋
久

中
嶋
　
明
子

宮
本
　
洋
一

道
江
　
紳
一

吉
川
　
清
一

富
永
　
長
治

坪
井
　
善
勝

橋
本
　
文
夫

野
口
　
愛
次
郎

佐
治
　
徳
三

野
地
　
紀
一

小
笹
　
徳
蔵

理事長専務理事

小
木
　
新
造

宮
崎
　
邦
次

前
田
　
尚
美

垂
井
　
浩

長
谷
川
　
明

監事

三
村
　
信

大
崎
　
順
彦

内
田
　
祥
哉

中
川
　
雅
之

歴代の理事・監事

今
村
　
治
輔

芦
原
　
義
信

小
林
　
隆
徳

鈴
木
　
成
文

清
水
　
康
昭

清
水
　
満
昭

吉
野
　
照
蔵

海
野
　
勉

牧
野
　
津
多
夫

高
村
　
黋
一

坂
野
　
常
隆

坂
本
　
義

岡
田
　
恒
男

青
木
　
志
郎

平
井
　
聖

中
野
　
豊
士

谷
　
　
直
樹

小
松
　
正
雄

安
念
　
育
英

吉
野
　
博

星
　
　
旦
二

志
立
　
託
爾

小
林
　
喬

横
尾
　
政
治

内
海
　
暎
郎

石
原
　
民
樹

近
藤
　
克
彦

林
　
　
宏

吉
澤
　
壽
美
雄

飯
田
　
公
彦

船
津
　
良
和

岩
丸
　
成
尚

金
井
　
三
千
夫

五
味
　
雄
治

勝
部
　
哲
男

1958年 昭33

竹
下
　
賢
一

1963年

1968年

昭38

1948年

1953年

1958年

1948年

1953年

昭23

昭28

大
坪
　
昭

清
水
　
康
雄

橋
本
　
文
夫

野
口
　
愛
次
郎

野
村
　
哲
也

1968年 昭43

吉
川
　
清
一

吉
野
　
照
蔵

今
村
　
治
輔

年

理事 理事

1963年

岡
本
　
宏

峰
政
　
克
義

海
野
　
勉

理事 (2P)

2008年 2008年 平20

Ｈ20

年 年 平

平152003年

平101998年

1993年

1978年

1983年

1988年

1973年

1988年

昭53

平5

1973年 昭48

昭63

1978年

1993年

1983年 昭58

1998年

2003年

▲船橋事務所(1984)

■創立60年(2008)

▲船橋事務所(1984)

■創立60年(2008)

2009年 2009年 平21

Ｈ21

2010年 2010年 平22

Ｈ22

Ｈ23

2012年 2012年 平24

Ｈ24

2013年 2013年 平25

Ｈ25

2014年 2014年 平26

Ｈ26

2015年 2015年 平27

Ｈ27

2016年 2016年 平28

2011年 平232011年
▼法人移行(2011)

■創立60年(2008) ■創立60年(2008)

▼法人移行(2011)

年 年

Ｈ28

2017年 2017年 平29

Ｈ29

2018年 2018年 平30

Ｈ30

2019年 2019年 平31

Ｈ31

2020年 2020年

2021年 2021年

■創立70年(2018)

▲日本橋事務所(2017)▲日本橋事務所(2017)

■創立70年(2018)

理事 (2P)

歴代の理事・監事

jyuso70th.indd   190 2018/10/17   21:39



資
料
編
　
191 

歴
代
の
理
事
・
監
事
　
191

年

宮
下
　
幸
一
朗

若
林
　
幹
夫

深
尾
　
精
一

初
見
　
学

野
地
　
滋
久

中
嶋
　
明
子

宮
本
　
洋
一

道
江
　
紳
一

吉
川
　
清
一

富
永
　
長
治

坪
井
　
善
勝

橋
本
　
文
夫

野
口
　
愛
次
郎

佐
治
　
徳
三

野
地
　
紀
一

小
笹
　
徳
蔵

理事長専務理事

小
木
　
新
造

宮
崎
　
邦
次

前
田
　
尚
美

垂
井
　
浩

長
谷
川
　
明

監事

三
村
　
信

大
崎
　
順
彦

内
田
　
祥
哉

中
川
　
雅
之

歴代の理事・監事

今
村
　
治
輔

芦
原
　
義
信

小
林
　
隆
徳

鈴
木
　
成
文

清
水
　
康
昭

清
水
　
満
昭

吉
野
　
照
蔵

海
野
　
勉

牧
野
　
津
多
夫

高
村
　
黋
一

坂
野
　
常
隆

坂
本
　
義

岡
田
　
恒
男

青
木
　
志
郎

平
井
　
聖

中
野
　
豊
士

谷
　
　
直
樹

小
松
　
正
雄

安
念
　
育
英

吉
野
　
博

星
　
　
旦
二

志
立
　
託
爾

小
林
　
喬

横
尾
　
政
治

内
海
　
暎
郎

石
原
　
民
樹

近
藤
　
克
彦

林
　
　
宏

吉
澤
　
壽
美
雄

飯
田
　
公
彦

船
津
　
良
和

岩
丸
　
成
尚

金
井
　
三
千
夫

五
味
　
雄
治

勝
部
　
哲
男

1958年 昭33

竹
下
　
賢
一

1963年

1968年

昭38

1948年

1953年

1958年

1948年

1953年

昭23

昭28

大
坪
　
昭

清
水
　
康
雄

橋
本
　
文
夫

野
口
　
愛
次
郎

野
村
　
哲
也

1968年 昭43

吉
川
　
清
一

吉
野
　
照
蔵

今
村
　
治
輔

年

理事 理事

1963年

岡
本
　
宏

峰
政
　
克
義

海
野
　
勉

理事 (2P)

2008年 2008年 平20

Ｈ20

年 年 平

平152003年

平101998年

1993年

1978年

1983年

1988年

1973年

1988年

昭53

平5

1973年 昭48

昭63

1978年

1993年

1983年 昭58

1998年

2003年

▲船橋事務所(1984)

■創立60年(2008)

▲船橋事務所(1984)

■創立60年(2008)

2009年 2009年 平21

Ｈ21

2010年 2010年 平22

Ｈ22

Ｈ23

2012年 2012年 平24

Ｈ24

2013年 2013年 平25

Ｈ25

2014年 2014年 平26

Ｈ26

2015年 2015年 平27

Ｈ27

2016年 2016年 平28

2011年 平232011年
▼法人移行(2011)

■創立60年(2008) ■創立60年(2008)

▼法人移行(2011)

年 年

Ｈ28

2017年 2017年 平29

Ｈ29

2018年 2018年 平30

Ｈ30

2019年 2019年 平31

Ｈ31

2020年 2020年

2021年 2021年

■創立70年(2018)

▲日本橋事務所(2017)▲日本橋事務所(2017)

■創立70年(2018)

理事 (2P)

年

理事 理事

1963年

岡
本
　
宏

峰
政
　
克
義

海
野
　
勉

吉
川
　
清
一

吉
野
　
照
蔵

今
村
　
治
輔

年

大
坪
　
昭

清
水
　
康
雄

橋
本
　
文
夫

野
口
　
愛
次
郎

野
村
　
哲
也

1968年 昭43

昭38

1948年

1953年

1958年

1948年

1953年

昭23

昭28

1958年 昭33

竹
下
　
賢
一

1963年

1968年

吉
澤
　
壽
美
雄

飯
田
　
公
彦

船
津
　
良
和

岩
丸
　
成
尚

金
井
　
三
千
夫

五
味
　
雄
治

勝
部
　
哲
男

星
　
　
旦
二

志
立
　
託
爾

小
林
　
喬

横
尾
　
政
治

内
海
　
暎
郎

石
原
　
民
樹

近
藤
　
克
彦

林
　
　
宏

坂
本
　
義

岡
田
　
恒
男

青
木
　
志
郎

平
井
　
聖

中
野
　
豊
士

谷
　
　
直
樹

小
松
　
正
雄

安
念
　
育
英

吉
野
　
博

吉
野
　
照
蔵

海
野
　
勉

牧
野
　
津
多
夫

高
村
　
黋
一

坂
野
　
常
隆

大
崎
　
順
彦

内
田
　
祥
哉

中
川
　
雅
之

歴代の理事・監事

今
村
　
治
輔

芦
原
　
義
信

小
林
　
隆
徳

鈴
木
　
成
文

清
水
　
康
昭

清
水
　
満
昭

理事長専務理事

小
木
　
新
造

宮
崎
　
邦
次

前
田
　
尚
美

垂
井
　
浩

長
谷
川
　
明

監事

三
村
　
信

宮
本
　
洋
一

道
江
　
紳
一

吉
川
　
清
一

富
永
　
長
治

坪
井
　
善
勝

橋
本
　
文
夫

野
口
　
愛
次
郎

佐
治
　
徳
三

野
地
　
紀
一

小
笹
　
徳
蔵

宮
下
　
幸
一
朗

若
林
　
幹
夫

深
尾
　
精
一

初
見
　
学

野
地
　
滋
久

中
嶋
　
明
子

理事 (2P)

2008年 2008年 平20

Ｈ20

年 年 平

1998年

2003年

昭63

1978年

1993年

1983年 昭58

平5

1973年 昭48

1988年

昭53

1993年

1978年

1983年

1988年

1973年

平152003年

平101998年

▲船橋事務所(1984)

■創立60年(2008)

▲船橋事務所(1984)

■創立60年(2008)

2009年 2009年 平21

Ｈ21

2010年 2010年 平22

Ｈ22

Ｈ23

2012年 2012年 平24

Ｈ24

2013年 2013年 平25

Ｈ25

2014年 2014年 平26

Ｈ26

2015年 2015年 平27

Ｈ27

2016年 2016年 平28

2011年 平232011年
▼法人移行(2011)

■創立60年(2008) ■創立60年(2008)

▼法人移行(2011)

年 年

Ｈ28

2017年 2017年 平29

Ｈ29

2018年 2018年 平30

Ｈ30

2019年 2019年 平31

Ｈ31

2020年 2020年

2021年 2021年

■創立70年(2018)

▲日本橋事務所(2017)▲日本橋事務所(2017)

■創立70年(2018)

理事 (2P)
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192 

年

丸
山
　
英
氣

野
地
　
滋
久

坂
本
　
義
次

西
田
　
宏
子

小
谷
部
　
育
子

内
海
　
暎
郎

石
原
　
民
樹

昭23

昭28

昭33

歴代の評議員

年

1963年

1968年

1958年

1953年

高
村
　
黋
一

富
永
　
長
治

昭38

昭43

1948年

小
笹
　
徳
蔵

小
西
　
正
文

1948年

1953年

1958年

1963年

1968年

西
　
　
和
夫

陰
山
　
茂

高
見
澤
　
邦
郎

清
水
　
夏
雄

岡
田
　
恒
男

峰
政
　
克
義

稲
田
　
英
昭

内
田
　
雄
造

村
上
　
周
三

服
部
　
岑
生

大
田
　
邦
夫

尾
島
　
俊
雄

平
井
　
聖

澤
村
　
弘
道

海
野
　
勉

村
松
　
貞
次
郎

下
河
辺
　
淳

桑
山
　
脩
助

小
島
　
新
吾

前
田
　
尚
美

巽
　
　
和
夫

太
田
　
利
彦

鈴
木
　
成
文

青
木
　
志
郎

内
田
　
祥
哉

大
坪
　
昭

梅
村
　
魁

関
野
　
克

菅
　
　
隆
二

小
島
　
新
吾

狩
野
　
春
一

大
河
原
　
春
雄

伊
藤
　
憲
太
郎

成
田
　
春
人

鶴
谷
　
錬
吉

二
見
　
秀
雄

中
井
　
新
一
郎

坪
井
　
善
勝

小
松
　
正
雄

坂
野
　
常
隆

清
水
　
康
昭

野
口
　
愛
次
郎

吉
川
　
清
一

安
念
　
育
英

坂
本
　
義

佐
治
　
徳
三

清
水
　
康
雄

清
水
　
満
昭

野
地
　
紀
一

木
下
　
嘉
次

橋
本
　
文
夫

評議員

竹
下
　
賢
一

横
尾
　
政
治

小
林
　
隆
徳

評議員

評議員 (2P)

2008年 2008年 平20

Ｈ20

1998年

1993年

1988年

1978年

1983年1983年

1988年

1993年

昭58

昭48

昭53

1973年

昭63

平5

1973年

1978年

2003年

1998年

2003年

平10

平15

▲船橋事務所(1984)

■創立60年(2008)

▲船橋事務所(1984)

■創立60年(2008)

2009年 2009年 平21

Ｈ21

2010年 2010年 平22

Ｈ22

Ｈ23

2012年 2012年 平24

Ｈ24

2013年 2013年 平25

Ｈ25

2014年 2014年 平26

Ｈ26

2015年 2015年 平27

Ｈ27

2016年 2016年 平28

2011年 平232011年
▼法人移行(2011)

■創立60年(2008) ■創立60年(2008)

▼法人移行(2011)

2016年 2016年 平28

Ｈ28

2017年 2017年 平29

Ｈ29

2018年 2018年 平30

Ｈ30

2019年 2019年 平31

Ｈ31

2020年 2011年

2021年 2012年

■創立70年(2018)

▲日本橋事務所(2017) ▲日本橋事務所(2017)

■創立70年(2018)

評議員 (2P)

歴代の評議員

jyuso70th.indd   192 2018/10/17   21:39



資
料
編
　
193 

歴
代
の
評
議
員
　
193

年

丸
山
　
英
氣

野
地
　
滋
久

坂
本
　
義
次

西
田
　
宏
子

小
谷
部
　
育
子

内
海
　
暎
郎

石
原
　
民
樹

昭23

昭28

昭33

歴代の評議員

年

1963年

1968年

1958年

1953年

高
村
　
黋
一

富
永
　
長
治

昭38

昭43

1948年

小
笹
　
徳
蔵

小
西
　
正
文

1948年

1953年

1958年

1963年

1968年

西
　
　
和
夫

陰
山
　
茂

高
見
澤
　
邦
郎

清
水
　
夏
雄

岡
田
　
恒
男

峰
政
　
克
義

稲
田
　
英
昭

内
田
　
雄
造

村
上
　
周
三

服
部
　
岑
生

大
田
　
邦
夫

尾
島
　
俊
雄

平
井
　
聖

澤
村
　
弘
道

海
野
　
勉

村
松
　
貞
次
郎

下
河
辺
　
淳

桑
山
　
脩
助

小
島
　
新
吾

前
田
　
尚
美

巽
　
　
和
夫

太
田
　
利
彦

鈴
木
　
成
文

青
木
　
志
郎

内
田
　
祥
哉

大
坪
　
昭

梅
村
　
魁

関
野
　
克

菅
　
　
隆
二

小
島
　
新
吾

狩
野
　
春
一

大
河
原
　
春
雄

伊
藤
　
憲
太
郎

成
田
　
春
人

鶴
谷
　
錬
吉

二
見
　
秀
雄

中
井
　
新
一
郎

坪
井
　
善
勝

小
松
　
正
雄

坂
野
　
常
隆

清
水
　
康
昭

野
口
　
愛
次
郎

吉
川
　
清
一

安
念
　
育
英

坂
本
　
義

佐
治
　
徳
三

清
水
　
康
雄

清
水
　
満
昭

野
地
　
紀
一

木
下
　
嘉
次

橋
本
　
文
夫

評議員

竹
下
　
賢
一

横
尾
　
政
治

小
林
　
隆
徳

評議員

評議員 (2P)

2008年 2008年 平20

Ｈ20

1998年

1993年

1988年

1978年

1983年1983年

1988年

1993年

昭58

昭48

昭53

1973年

昭63

平5

1973年

1978年

2003年

1998年

2003年

平10

平15

▲船橋事務所(1984)

■創立60年(2008)

▲船橋事務所(1984)

■創立60年(2008)

2009年 2009年 平21

Ｈ21

2010年 2010年 平22

Ｈ22

Ｈ23

2012年 2012年 平24

Ｈ24

2013年 2013年 平25

Ｈ25

2014年 2014年 平26

Ｈ26

2015年 2015年 平27

Ｈ27

2016年 2016年 平28

2011年 平232011年
▼法人移行(2011)

■創立60年(2008) ■創立60年(2008)

▼法人移行(2011)

2016年 2016年 平28

Ｈ28

2017年 2017年 平29

Ｈ29

2018年 2018年 平30

Ｈ30

2019年 2019年 平31

Ｈ31

2020年 2011年

2021年 2012年

■創立70年(2018)

▲日本橋事務所(2017) ▲日本橋事務所(2017)

■創立70年(2018)

評議員 (2P)
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年

坂
本
　
功

内
田
　
雄
造

中
島
　
明
子

波
多
野
　
純

在
塚
　
礼
子

岡
田
　
恒
男

内
田
　
祥
哉

青
木
　
志
郎

尾
島
　
俊
雄

昭38

1968年 昭43

1963年

1948年

昭28

1958年

年

歴代の研究運営委員

前
田
　
尚
美

鈴
木
　
成
文

昭33

昭23

1953年

太
田
　
邦
夫

服
部
　
岑
生

広
原
　
盛
明

西
　
　
和
夫

村
上
　
周
三

住
田
　
昌
二

高
見
澤
　
邦
郎

峰
政
　
克
義

巽
　
　
和
夫

太
田
　
利
彦

平
井
　
聖

深
尾
　
精
一

初
見
　
学

髙
田
　
光
雄

福
川
　
裕
一

吉
野
　
博

松
村
　
秀
一

小
林
　
秀
樹

秋
元
 
孝
之

後
藤
　
治

岡
部
　
明
子

加
藤
　
信
介

谷
　
　
直
樹

内
田
　
青
蔵

森
本
　
信
明

碓
田
　
智
子

田
村
　
誠
邦

野
城
　
智
也

田
辺
　
新
一

檜
谷
美
恵
子

瀬
渡
　
章
子

木
下
　
勇

1948年

1953年

1958年

1963年

1968年

：

：

蟹
沢
　
宏
剛

：

研究運営委員

委員長

委員

委員長

委員 ：

研究運営委員

凡例 凡例

研究運営委員

2008年 2008年 平20

Ｈ20

年 年 平

1998年

2003年

1998年

2003年 平15

昭63

1973年 昭48

昭58

1988年

平10

1993年 平5

1978年 昭53

1983年1983年

1988年

1973年

1993年

1978年

▲船橋事務所(1984)

■創立60年(2008) ■創立60年(2008)

▲船橋事務所(1984)

2009年 2009年 平21

Ｈ21

2010年 2010年 平22

Ｈ22

Ｈ23

2012年 2012年 平24

Ｈ24

2013年 2013年 平25

Ｈ25

2014年 2014年 平26

Ｈ26

2015年 2015年 平27

Ｈ27

2016年 2016年 平28

2011年 2011年 平23
▼法人移行(2011)

■創立60年(2008)

▼法人移行(2011)

■創立60年(2008)

年 年

Ｈ28

2017年 2017年 平29

Ｈ29

2018年 2018年 平30

Ｈ30

2019年 2019年 平31

Ｈ31

2020年 2020年

2021年 2021年

■創立70年(2018)

▲日本橋事務所(2017)

■創立70年(2018)

研究運営委員

歴代の研究運営委員
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歴
代
の
研
究
運
営
委
員
　
195

年

坂
本
　
功

内
田
　
雄
造

中
島
　
明
子

波
多
野
　
純

在
塚
　
礼
子

岡
田
　
恒
男

内
田
　
祥
哉

青
木
　
志
郎

尾
島
　
俊
雄

昭38

1968年 昭43

1963年

1948年

昭28

1958年

年

歴代の研究運営委員

前
田
　
尚
美

鈴
木
　
成
文

昭33

昭23

1953年

太
田
　
邦
夫

服
部
　
岑
生

広
原
　
盛
明

西
　
　
和
夫

村
上
　
周
三

住
田
　
昌
二

高
見
澤
　
邦
郎

峰
政
　
克
義

巽
　
　
和
夫

太
田
　
利
彦

平
井
　
聖

深
尾
　
精
一

初
見
　
学

髙
田
　
光
雄

福
川
　
裕
一

吉
野
　
博

松
村
　
秀
一

小
林
　
秀
樹

秋
元
 
孝
之

後
藤
　
治

岡
部
　
明
子

加
藤
　
信
介

谷
　
　
直
樹

内
田
　
青
蔵

森
本
　
信
明

碓
田
　
智
子

田
村
　
誠
邦

野
城
　
智
也

田
辺
　
新
一

檜
谷
美
恵
子

瀬
渡
　
章
子

木
下
　
勇

1948年

1953年

1958年

1963年

1968年

：

：

蟹
沢
　
宏
剛

：

研究運営委員

委員長

委員

委員長

委員 ：

研究運営委員

凡例 凡例

研究運営委員

2008年 2008年 平20

Ｈ20

年 年 平

1998年

2003年

1998年

2003年 平15

昭63

1973年 昭48

昭58

1988年

平10

1993年 平5

1978年 昭53

1983年1983年

1988年

1973年

1993年

1978年

▲船橋事務所(1984)

■創立60年(2008) ■創立60年(2008)

▲船橋事務所(1984)

2009年 2009年 平21

Ｈ21

2010年 2010年 平22

Ｈ22

Ｈ23

2012年 2012年 平24

Ｈ24

2013年 2013年 平25

Ｈ25

2014年 2014年 平26

Ｈ26

2015年 2015年 平27

Ｈ27

2016年 2016年 平28

2011年 2011年 平23
▼法人移行(2011)

■創立60年(2008)

▼法人移行(2011)

■創立60年(2008)

年 年

Ｈ28

2017年 2017年 平29

Ｈ29

2018年 2018年 平30

Ｈ30

2019年 2019年 平31

Ｈ31

2020年 2020年

2021年 2021年

■創立70年(2018)

▲日本橋事務所(2017)

■創立70年(2018)

研究運営委員
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各種委員会　推移

年

ア
ジ
ア
住
宅
交
流
委
員
会

住
教
育
委
員
会

高
齢
者
の
す
ま
い
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
研
究
委
員

名
称
変
更
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
委
員
会

江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

住
教
育
推
進
委
員
会

名
称
変
更
「
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
」
普
及
委
員
会
（

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
研
究
委
員
会

小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
課
題
と
解
決
策
の
関
す

調
査
研
究
委
員
会

住
宅
研
究
史
委
員
会

小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
委
員
会

自
主
研
究
活
動
　
賃
貸
集
合
住
宅
運
営
関
わ
る
ワ
ー

　
賃
貸
集
合
住
宅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
関
わ
る
ワ

重
点
テ
ー
マ
（
碓
田
智
子
）

「
お
と
な
の
た
め
の
住
ま
い
学
」
研
究
委
員
会

自
主
研
究
活
動

　
賃
貸
集
合
住
宅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
研
究
会

自
主
研
究
活
動

　
世
田
谷
市
街
地
実
態
調
査
（
事
例
研
究
）

　
名
称
変
更
「
住
ま
い
と
地
域
の
持
続
可
能
性
」
実

自
主
研
究
活
動

　
賃
貸
集
合
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
委
員
会

自
主
研
究
活
動

　
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
編
集
企
画
委
員
会

高
齢
期
居
住
委
員
会

清
水
組
「
住
宅
建
築
図
集
」
の
現
存
住
宅
調
査
研
究

年

す
ま
い
ろ
ん
編
集
委
員
会

名
称
変
更
す
ま
い
ろ
ん
企
画
編
集
委
員
会
（
2
0
1

世
界
の
す
ま
い
方
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

図
書
情
報
委
員
会

Ｗ
Ｐ
Ｃ
住
宅
ス
ト
ッ
ク
高
度
利
用
推
進
技
術
開
発
委

住
宅
史
料
委
員
会

重
点
テ
ー
マ
（
岡
部
明
子
）

「
シ
ェ
ア
が
描
く
住
ま
い
の
未
来
」
研
究
委
員
会

重
点
テ
ー
マ
（
木
下
勇
）

「
主
体
性
の
あ
る
住
ま
い
づ
く
り
」
実
態
調
査
委
員

重
点
テ
ー
マ
（
田
村
誠
邦
）

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
持
続
可
能
性
を
問
う
」
研
究
委
員

重
点
テ
ー
マ
（
野
城
智
也
）

「
住
ま
い
手
か
ら
み
た
住
宅
の
使
用
価
値
」
研
究
委

重
点
テ
ー
マ
（
田
辺
新
一
）

「
住
環
境
を
再
考
す
る
」
研
究
委
員
会

重
点
テ
ー
マ
（
内
田
青
蔵
）

「
受
け
継
が
れ
る
住
ま
い
」
調
査
研
究
委
員
会

重
点
テ
ー
マ
（
森
本
信
明
）

「
住
ま
い
と
地
域
の
持
続
可
能
性
」
実
態
調
査
委
員

博
士
論
文
賞
選
考
委
員
会

清
水
康
雄
賞
選
考
委
員
会

清
水
建
設
所
蔵
「
彩
色
設
計
図
」
委
員
会

各種委員会(修正）

平51993年1993年

昭53

1983年 昭58

1988年

会
（
2
0
0
1
年
〜
）

（
2
0
1
1
年
〜
）

す
る

ー
キ
ン
グ

ワ
ー
キ
ン
グ

実
態
調
査
委
員
会

1978年

1983年

1988年

究
委
員
会

1
5
年
〜
）

委
員
会

員
会

員
会

委
員
会

昭63

1978年

員
会

員
会

委
員
会

念
委

員
会

念
委

員
会

▲船橋事務所（1984） ▲船橋事務所（1984）

2008年 2008年 平20
Ｈ20
2009年 2009年 平21
Ｈ21
2010年 2010年 平22
Ｈ22

Ｈ23

2012年 2012年 平24

Ｈ24

2013年 2013年 平25

Ｈ25

2014年 2014年 平26

2011年 2011年 平23

1998年

2003年

1998年

2003年

平10

平15

⇐
6
0
年

記
念

委
員

会

⇐
6
0
年

記
念

委
員

⇐
6
0
年

記
念

委

⇐
6
0
年

記
念

委

▲法人移行（2011）

記
念

委
員

会

■創立60年(2008)

▲法人移行（2011）

2014年 2014年 平26

Ｈ26

2015年 2015年 平27

Ｈ27

2016年 2016年 平28

Ｈ28

2017年 2017年 平29

Ｈ29

2018年 2018年 平30

Ｈ30

2019年 2019年 平31

Ｈ31

2020年 2020年

2021年 2021年

⇐
7
0
年

記
念

委

■創立70年(2018)

▲日本橋事務所(2017)

■創立70年(2018)

▲日本橋事務所(2017)

各種委員会(修正）
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委
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推
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各種委員会　推移

年

ア
ジ
ア
住
宅
交
流
委
員
会

住
教
育
委
員
会

高
齢
者
の
す
ま
い
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
研
究
委
員

名
称
変
更
ハ
ウ
ス
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
委
員
会

江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

住
教
育
推
進
委
員
会

名
称
変
更
「
住
ま
い
・
ま
ち
学
習
」
普
及
委
員
会
（

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
研
究
委
員
会

小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
課
題
と
解
決
策
の
関
す

調
査
研
究
委
員
会

住
宅
研
究
史
委
員
会

小
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
委
員
会

自
主
研
究
活
動
　
賃
貸
集
合
住
宅
運
営
関
わ
る
ワ
ー

　
賃
貸
集
合
住
宅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
関
わ
る
ワ

重
点
テ
ー
マ
（
碓
田
智
子
）

「
お
と
な
の
た
め
の
住
ま
い
学
」
研
究
委
員
会

自
主
研
究
活
動

　
賃
貸
集
合
住
宅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
研
究
会

自
主
研
究
活
動

　
世
田
谷
市
街
地
実
態
調
査
（
事
例
研
究
）

　
名
称
変
更
「
住
ま
い
と
地
域
の
持
続
可
能
性
」
実

自
主
研
究
活
動

　
賃
貸
集
合
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
委
員
会

自
主
研
究
活
動

　
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
編
集
企
画
委
員
会

高
齢
期
居
住
委
員
会

清
水
組
「
住
宅
建
築
図
集
」
の
現
存
住
宅
調
査
研
究

年

す
ま
い
ろ
ん
編
集
委
員
会

名
称
変
更
す
ま
い
ろ
ん
企
画
編
集
委
員
会
（
2
0
1

世
界
の
す
ま
い
方
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

図
書
情
報
委
員
会

Ｗ
Ｐ
Ｃ
住
宅
ス
ト
ッ
ク
高
度
利
用
推
進
技
術
開
発
委

住
宅
史
料
委
員
会

重
点
テ
ー
マ
（
岡
部
明
子
）

「
シ
ェ
ア
が
描
く
住
ま
い
の
未
来
」
研
究
委
員
会

重
点
テ
ー
マ
（
木
下
勇
）

「
主
体
性
の
あ
る
住
ま
い
づ
く
り
」
実
態
調
査
委
員

重
点
テ
ー
マ
（
田
村
誠
邦
）

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
持
続
可
能
性
を
問
う
」
研
究
委
員

重
点
テ
ー
マ
（
野
城
智
也
）

「
住
ま
い
手
か
ら
み
た
住
宅
の
使
用
価
値
」
研
究
委

重
点
テ
ー
マ
（
田
辺
新
一
）

「
住
環
境
を
再
考
す
る
」
研
究
委
員
会

重
点
テ
ー
マ
（
内
田
青
蔵
）

「
受
け
継
が
れ
る
住
ま
い
」
調
査
研
究
委
員
会

重
点
テ
ー
マ
（
森
本
信
明
）

「
住
ま
い
と
地
域
の
持
続
可
能
性
」
実
態
調
査
委
員

博
士
論
文
賞
選
考
委
員
会

清
水
康
雄
賞
選
考
委
員
会

清
水
建
設
所
蔵
「
彩
色
設
計
図
」
委
員
会

各種委員会(修正）

平51993年1993年

昭53

1983年 昭58

1988年

会
（
2
0
0
1
年
〜
）

（
2
0
1
1
年
〜
）

す
る

ー
キ
ン
グ

ワ
ー
キ
ン
グ

実
態
調
査
委
員
会

1978年

1983年

1988年

究
委
員
会

1
5
年
〜
）

委
員
会

員
会

員
会

委
員
会

昭63

1978年

員
会

員
会

委
員
会

念
委

員
会

念
委

員
会

▲船橋事務所（1984） ▲船橋事務所（1984）

2008年 2008年 平20
Ｈ20
2009年 2009年 平21
Ｈ21
2010年 2010年 平22
Ｈ22

Ｈ23

2012年 2012年 平24

Ｈ24

2013年 2013年 平25

Ｈ25

2014年 2014年 平26

2011年 2011年 平23

1998年

2003年

1998年

2003年

平10

平15

⇐
6
0
年

記
念

委
員

会

⇐
6
0
年

記
念

委
員

⇐
6
0
年

記
念

委

⇐
6
0
年

記
念

委

▲法人移行（2011）

記
念

委
員

会

■創立60年(2008)

▲法人移行（2011）

2014年 2014年 平26

Ｈ26

2015年 2015年 平27

Ｈ27

2016年 2016年 平28

Ｈ28

2017年 2017年 平29

Ｈ29

2018年 2018年 平30

Ｈ30

2019年 2019年 平31

Ｈ31

2020年 2020年

2021年 2021年

⇐
7
0
年

記
念

委

■創立70年(2018)

▲日本橋事務所(2017)

■創立70年(2018)

▲日本橋事務所(2017)

各種委員会(修正）
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年

： ：

世界のすまい方
フォーラム委員

アジア住宅交流
委員

大
月
　
敏
雄

太
田
　
省
一

牧
　
　
紀
男

1983年

畑
　
　
聰
一

清
水
　
郁
郎

1978年

槻
橋
　
修

瀬
山
　
真
樹
夫

土
屋
　
葉

横
手
　
義
洋

小
澤
　
弘

延
藤
　
安
弘

楚
良
　
浄

千
田
　
有
紀

村
松
　
伸

五
十
嵐
　
太
郎

木
下
　
光

小
木
　
新
造

篠
崎
　
正
彦

奈
須
　
正
裕

稲
葉
　
佳
子

小
沢
　
朝
江

入
江
　
彰
昭

澁
谷
　
浩
一

平
松
　
幹
朗

野
村
　
み
ど
り

池
田
　
誠

横
山
　
勝
樹

大
原
　
一
興

住教育推進委員

木
下
　
勇

堤
　
　
祐
子

細
田
　
洋
子

吉
田
　
紗
栄
子

（

コ
ン
ク
ー

ル
委
員
長
）

太
田
　
貞
司

高齢者のすまいづく
りシステム研究委員

町
田
　
万
里
子

高齢期居住委員

村
上
　
真
祥

加
藤
　
仁
美

在
塚
　
礼
子

小
澤
　
紀
美
子

住教育委員

昭58

昭53

内
田
　
雄
造

大
原
　
一
興

森
　
　
ま
ゆ
み

横
山
　
泰
子

小
林
　
克

陣
内
　
秀
信

岡
本
　
哲
志

江戸東京フォーラム委員

西
野
　
達
也

古
賀
　
紀
江

黒
野
　
弘
靖

大
橋
 
寿
美
子

1978年

1983年

大
島
　
な
か

横
谷
　
礎

年

仙
波
　
圭
子

志
村
　
優
子

古
賀
　
潔

炭
竈
　
智

吉
見
　
俊
哉

加
藤
　
仁
美

波
多
野
　
純

委員長

委員

委員長

委員

中
澤
　
篤
志

勝
田
　
映
子

大
道
 
博
敏

小
澤
 
紀
美
子

多
田
　
英
明

芭
蕉
宮
　
総
一
郎

凡例凡例

2001年（平13）よりハ

ウスアダプテーション

研究委員会と改称

▲船橋事務所（1984） ▲船橋事務所（1984）

①江戸東京F・Ｈ．Ａ・住教育

： ：

1998年 1998年 平10

2003年 2003年 平15

1988年

1993年

昭63

平51993年

1988年

委員 委員

▽
委
員
会
名
改
称

2011年（平23）より「住まい・

まち学習」普及委員会と改

称

2010年（平22）より「江戸東

京住まい方フォーラム」委

員会と改称

2001年（平13）よりハ

ウスアダプテーション

研究委員会と改称

▲船橋事務所（1984） ▲船橋事務所（1984）

2008年 2008年 平20

2009年 2009年 平21

2010年 2010年 平22

2012年 2012年 平24

2013年 2013年 平25

2014年 2014年 平26

2015年 2015年 平27

2011年 2011年 平23

改
称

まち学習」普及委員会と改

称

▽

委
員
会
名
改
称

▽
委
員
会
名
改
称

▲法人移行（2011） ▲法人移行（2011）

■創立60年(2008) ■創立60年(2008)

2016年 2016年 平28

2017年 2017年 平29

2018年 2018年 平30

Ｈ30

2019年 2019年 平31

Ｈ31

2020年 2020年

2021年 2021年

■創立70年(2018) ■創立70年(2018)

▲日本橋事務所(2017) ▲日本橋事務所(2017)

①江戸東京F・Ｈ．Ａ・住教育

各種委員会　委員の推移（1）
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年

： ：

世界のすまい方
フォーラム委員

アジア住宅交流
委員

大
月
　
敏
雄

太
田
　
省
一

牧
　
　
紀
男

1983年

畑
　
　
聰
一

清
水
　
郁
郎

1978年

槻
橋
　
修

瀬
山
　
真
樹
夫

土
屋
　
葉

横
手
　
義
洋

小
澤
　
弘

延
藤
　
安
弘

楚
良
　
浄

千
田
　
有
紀

村
松
　
伸

五
十
嵐
　
太
郎

木
下
　
光

小
木
　
新
造

篠
崎
　
正
彦

奈
須
　
正
裕

稲
葉
　
佳
子

小
沢
　
朝
江

入
江
　
彰
昭

澁
谷
　
浩
一

平
松
　
幹
朗

野
村
　
み
ど
り

池
田
　
誠

横
山
　
勝
樹

大
原
　
一
興

住教育推進委員

木
下
　
勇

堤
　
　
祐
子

細
田
　
洋
子

吉
田
　
紗
栄
子

（

コ
ン
ク
ー

ル
委
員
長
）

太
田
　
貞
司

高齢者のすまいづく
りシステム研究委員

町
田
　
万
里
子

高齢期居住委員

村
上
　
真
祥

加
藤
　
仁
美

在
塚
　
礼
子

小
澤
　
紀
美
子

住教育委員

昭58

昭53

内
田
　
雄
造

大
原
　
一
興

森
　
　
ま
ゆ
み

横
山
　
泰
子

小
林
　
克

陣
内
　
秀
信

岡
本
　
哲
志

江戸東京フォーラム委員

西
野
　
達
也

古
賀
　
紀
江

黒
野
　
弘
靖

大
橋
 
寿
美
子

1978年

1983年

大
島
　
な
か

横
谷
　
礎

年

仙
波
　
圭
子

志
村
　
優
子

古
賀
　
潔

炭
竈
　
智

吉
見
　
俊
哉

加
藤
　
仁
美

波
多
野
　
純

委員長

委員

委員長

委員

中
澤
　
篤
志

勝
田
　
映
子

大
道
 
博
敏

小
澤
 
紀
美
子

多
田
　
英
明

芭
蕉
宮
　
総
一
郎

凡例凡例

2001年（平13）よりハ

ウスアダプテーション

研究委員会と改称

▲船橋事務所（1984） ▲船橋事務所（1984）

①江戸東京F・Ｈ．Ａ・住教育

： ：

1998年 1998年 平10

2003年 2003年 平15

1988年

1993年

昭63

平51993年

1988年

委員 委員

▽
委
員
会
名
改
称

2011年（平23）より「住まい・

まち学習」普及委員会と改

称

2010年（平22）より「江戸東

京住まい方フォーラム」委

員会と改称

2001年（平13）よりハ

ウスアダプテーション

研究委員会と改称

▲船橋事務所（1984） ▲船橋事務所（1984）

2008年 2008年 平20

2009年 2009年 平21

2010年 2010年 平22

2012年 2012年 平24

2013年 2013年 平25

2014年 2014年 平26

2015年 2015年 平27

2011年 2011年 平23

改
称

まち学習」普及委員会と改

称

▽

委
員
会
名
改
称

▽
委
員
会
名
改
称

▲法人移行（2011） ▲法人移行（2011）

■創立60年(2008) ■創立60年(2008)

2016年 2016年 平28

2017年 2017年 平29

2018年 2018年 平30

Ｈ30

2019年 2019年 平31

Ｈ31

2020年 2020年

2021年 2021年

■創立70年(2018) ■創立70年(2018)

▲日本橋事務所(2017) ▲日本橋事務所(2017)

①江戸東京F・Ｈ．Ａ・住教育
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各種委員会  委員の推移（2）

：

：

：

平10

平15

1998年

2003年

嶋
田
　
洋
平

太
田
　
浩
史

小
野
田
　
泰
明

祐
成
　
保
志

中
谷
　
礼
仁

委員

顧問

山
本
 
直
人

植
松
　
貞
夫

小
林
　
秀
樹

波
多
野

(

帳

)

章
子

1983年

1988年

片
山
　
和
俊

手
嶋
　
尚
人

野
城
　
智
也

い
し
ま
る
　
あ
き
こ

道
江
　
紳
一

三
浦
　
研

服
部
　
岑
生

福
川
　
裕
一

内
田
　
雄
造

昭53

昭58

昭63

平5

1978年

松
村
　
秀
一

すまいろん編集委員

立
松
 
久
昌

服
部
 
岑
生

村
松
　
伸

腰
原
　
幹
雄

大
月
　
敏
雄

図書情報委員

鈴
木
　
毅

1993年

野
城
　
智
也

伊
藤
　
毅

在
塚
　
礼
子

横
山
　
勝
樹

深
尾
　
精
一

初
見
　
学

陣
内
　
秀
信

委員長

年

凡例

▲船橋事務所（1984）

②すまいろん・図書情報

2008年 平20

2009年 平21

2010年 平22

2012年 平24

2013年 平25

2014年 平26

2015年 平27

2016年 平28

2017年 平29

2018年 平30

2019年 平31

2020年

2021年

2011年 平23

2015年（平27）より

すまいろん企画編集

委員会と改称

▽
委
員
会
名
改
称

▲法人移行（2011）

■創立60年(2008)

■創立70年(2018)

▲日本橋事務所(2017)

②すまいろん・図書情報
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年

：

：

大
江
　
守
之

五
十
嵐
　
太
郎

加
藤
　
雅
久

宿
谷
　
昌
則

宮
崎
　
萬
壽

大
月
　
敏
雄

高
見
沢
　
実

中
島
　
智
章

角
田
　
誠

室
　
　
恵
子

岡
本
　
宏

佐
藤
　
滋

園
田
　
眞
理
子

小
林
　
秀
樹

初
見
　
学

遠
藤
　
和
義

勝
又
　
済

波
多
野
　
純

福
井
　
一
光

1978年

在
塚
　
礼
子

内
田
　
雄
造

福
濱
　
嘉
宏

藤
岡
　
泰
寛

道
江
　
紳
一

1983年

1988年

1993年

委員長

委員

1998年

2003年

安
武
　
敦
子

飯
尾
　
昭
彦

横
手
　
義
洋

図書情報委員清水康雄賞選考委員

村
田
　
真

西
川
　
祐
子

深
尾
　
精
一

若
林
　
幹
夫

福
川
　
裕
一

凡例

▲船橋事務所（1984）

③図書情報委員・清水康雄賞委員会

2008年

2009年

2010年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

Ｈ30

2019年

Ｈ31

2020年

2021年

2011年
▲法人移行（2011）

■創立60年(2008)

■創立70年(2018)

▲日本橋事務所(2017)

▼第１回表彰

▼第３回表彰

▼第２回表彰

▼第４回表彰

▼第５回表彰

（概ね３年に１度の顕彰事業として再開）

③図書情報委員・清水康雄賞委員会
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▮ 住宅研究史委員会

2006年 ～ 2009年
(平成18年) (平成21年)

高田　光雄（委員長） 京都大学大学院　教授

岩前　篤 近畿大学　准教授

内田　青蔵 神奈川大学　教授

大月　敏雄 東京大学大学院　准教授

神吉　紀世子 京都大学大学院　准教授

小林　秀樹 千葉大学大学院　教授

齊藤　広子 明海大学　教授

定行　まり子 日本女子大学　教授

園田　眞理子 明治大学　准教授

高見沢　実 横浜国立大学大学院　教授

檜谷　美恵子 京都府立大学大学院　教授

松村　秀一 東京大学大学院　教授

三浦　研 大阪市立大学大学院　准教授

▮ 住宅史料委員会

2006年 ～ 2010年
(平成18年) (平成22年)

西　和夫（委員長） 神奈川大学　教授

内田　青蔵 神奈川大学　教授

小沢　朝江 東海大学　教授

谷　直樹 大阪市立大学大学院　教授

波多野　純 日本工業大学　教授

▮ コレクティブハウジング研究委員会

2006年 ～ 2009年
(平成18年) (平成21年)

小谷部 育子（委員長） 日本女子大学　教授

伊香賀　俊治 慶応義塾大学　教授

大橋 寿美子 湘北短期大学　准教授

小泉　雅生 首都大学東京大学院　准教授/小泉アトリエ

櫻井　典子 日本女子大学　学術研究員

柴原　達明 一級建築士事務所　集住計画（元住総研）

田村　誠邦 株式会社アークブレイン

▮ WPC住宅ストック高度利用推進技術開発委員会

2008年 ～ 2010年
(平成20年) (平成22年)

小泉　雅生（委員長）  首都大学東京　准教授小泉アトリエ　パートナー

金田　勝徳  芝浦工業大学　教授構造計画プラス・ワン　代表

北山　和宏 首都大学東京　准教授

小谷部　育子 日本女子大学　教授

鈴木　計夫 大阪大学　名誉教授

高木　次郎 首都大学東京　准教授

竹田　清二 ＰＣ建築技術支援センター　副理事長

門脇　耕三（幹事） 首都大学東京　助教
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▮ 小規模マンション再生委員会

2008年 ～ 2010年
(平成20年) (平成22年)

丸山　英氣（委員長） 中央大学法科大学院　教授、港共同法律事務所

大澤　貢 世田谷区　都市整備部住宅課

鴻巣　昭 東京都　都市整備局

柴原　達明 一級建築士事務所　集住計画

竹田　智志 明海大学不動産学部、日本大学法学部、青山学院大学法学部

冨田　路昜 （社）全国公営住宅火災共済機構　

中川　雅之 日本大学　教授

福田　済 東京都　都市整備局

三井　一征 （有）三井一征事務所

▮ 清水建設所蔵『彩色設計図』委員会

2009年 ～ 2012年
(平成21年) (平成24年)

鈴木　博之（委員長） 青山大学　教授

内田　青蔵 神奈川大学　教授

谷　直樹 大阪市立大学大学院　教授

波多野　純 日本工業大学　教授

松波　秀子 清水建設技術研究所　研究員

安野　彰 文化女子大学　専任講師

▮ 博士論文賞選考委員会

2015年 ～
(平成28年)

高田　光雄（委員長） 京都大学　名誉教授

加藤　信介 東京大学　名誉教授

木下　勇 千葉大学大学院　教授

園田　眞理子 明治大学　教授

檜谷　美恵子 京都府立大学大学院　教授

▮ 清水組『住宅建築図集』の現存住宅調査研究委員会

2017年 ～ 2019年(予定)
(平成29年) (平成31年)

波多野　純（委員長） 日本工業大学　名誉教授

内田　青蔵　　 神奈川大学　教授

小澤　朝江　　 東海大学　教授 

小黒　利昭　　 元住総研　研究推進部長 

中嶋　節子　　 京都大学大学院　教授

水沼　淑子 関東学院大学　教授

畑田　尚子　    清水建設　アーカイブグループ 

矢ヶ崎　善太郎 京都工芸繊維大学　准教授 

安野　彰　　　 日本工業大学　教授　　　　

＊所属等は着任時のものです
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■重点テーマ委員会 (１)

▮ 「住まいと地域の持続可能性」実態調査委員会

2011年 ～ 2013年
(平成23年) (平成25年)

高見澤　邦郎（委員長） 首都大学東京　名誉教授

森本　信明 近畿大学　名誉教授

竹内　陸男 シビックプランニング研究所　代表

▮ 「主体性のある住まいづくり」実態調査委員会

2012年 ～ 2014年
(平成24年) (平成26年)

木下　勇（委員長） 千葉大学大学院　教授

内田　青蔵 神奈川大学　教授

松村　秀一 東京大学　教授

宮前　眞理子 NPOコレクティブハウジング社　副代表理事

村田　真 ㈱日経ＢＰ社　建設局　編集委員

▮ 「受け継がれる住まい」調査研究委員会

2013年 ～ 2015年
(平成25年) (平成27年)

内田　青蔵（委員長） 神奈川大学　教授

小林　秀樹 千葉大学大学院　教授

祐成　保志 東京大学大学院　准教授

松本　暢子 大妻女子大学　教授

▮ 「住環境を再考する」研究委員会

2014年 ～ 2016年
(平成26年) (平成28年)

田辺　新一（委員長） 早稲田大学　教授

岩船　由美子 東京大学生産技術研究所　特任教授

甲斐　徹郎 ㈱チームネット　代表取締役

清家　剛 東京大学大学院　准教授

星　旦二 首都大学東京　名誉教授

山本　恵久 ㈱日経BP　建設局プロデューサー

▮ 「住まい手からみた住宅の使用価値」研究委員会

2015年 ～ 2017年
(平成27年) (平成29年)

野城　智也(委員長） 東京大学生産技術研究所　教授

大垣　尚司 青山学院大学　教授

齊藤　広子 横浜市立大学　教授

園田　眞理子 明治大学　教授

中林　昌人 既存住宅流通研究所　所長

森下　有 東京大学生産技術研究所　助教
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■重点テーマ委員会 (２)

▮ 「マンション」の持続可能性を問う研究委員会

2016年 ～ 2018年
(平成28年) (平成30年)

田村　誠邦（委員長） ㈱アークブレイン 代表取締役/明治大学　特任教授

大木　祐悟 旭化成不動産レジデンス(株）　主任研究員

齊藤　広子 横浜市立大学　教授

園田　眞理子 明治大学　教授

三浦　展　 ㈱カルチャースタディーズ　代表取締役

▮ 「おとなのための住まい学」研究委員会

2017年 ～ 2019年(予定)
(平成29年) (平成31年)

碓田　智子（委員長） 大阪教育大学　教授

岩前　篤 近畿大学　教授

瀬渡　章子 奈良女子大学　教授

檜谷　美恵子 京都府立大学大学院　教授

弘本　由香里 大阪ガス㈱エネルギー・文化研究所　特任研究員

宮内　貴久 お茶の水女子大学大学院　教授

▮ 「シェアが描く住まいの未来」研究委員会

2018年 ～ 2020年(予定)
(平成30年)

岡部　明子（委員長） 東京大学大学院　教授

小川　さやか 立命館大学　准教授

門脇　耕三 明治大学　専任講師

山道　拓人 ツバメアーキテクツ　代表取締役

鈴木　亮平 NPO法人 urban design partners balloon　理事長

前田　昌弘 京都大学大学院　講師

＊所属等は着任時のものです
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歴代の職員

年

事務局長：

部長：

特別研究員：

公益関係職員公益関係職員

大
家
　
亮
子

野
田
　
千
津
子

1958年

1963年

加
藤
　
美
也
子

事務局職員

広
瀬
　
有
子

（

旧
姓
 
岡
田
）

柳
下
　
千
明

(

旧
姓
 
名
越
）

安
藤
　
光
子

阪
口
　
裕
三

吉
田
　
正
治

新
見
　
芳
郎

矢
部
　
良
平

中
家
 
晴
美

宮
下
 
幸
一
朗

日
野
　
烈

宮
崎
　
萬
壽

上
田
　
清
作

海
野
　
　
勉

大
槻
　
忠
夫

神
谷
　
鎮
男

清
藤
　
盛
一

1958年 昭33

1963年 昭38

平
山
　
由
紀
子

貴
島
　
操

佐
藤
　
伸
幸

上
田
　
二
郎

染
谷
　
美
佐
子

大
熊
　
氏
光

鈴
木
　
達
一

佐
々
木
　
富
雄

年

1948年 1948年 昭23

1953年 1953年 昭28

妹
尾
　
理
子

廉

(

ヨ
ム

)

喆
浩

堀
　
 
富
博

中
山
　
朋
栄

三
木
　
ひ
さ
い

岡
野
　
澄
子

岸
　
　
芳
子

粟
野
　
美
智
子

木
下
　
嘉
次

佐
藤
　
幸
雄

細
谷
　
千
種

村
井
　
和
枝

萩
原
　
市
子

菅
野
　
武

小
林
　
秀
樹

横
山
　
勝
樹

加
藤
　
仁
美

清
水
　
夏
雄

奥
村
　
　
隆

鈴
木
　
孝
子

東
山
　
節
子

富
田
　
嘉
雄

酒
井
　
敏
彦

小
菅
　
寿
美
子

土
谷
　
耕
介

間
宮
　
昭
朗

吉
田
　
良
太

安
藤
　
香
織

永
田
　
一
雄

中
村
　
美
里

柴
原
　
達
明

佐
藤
　
優
子

平
井
　
な
か

内
山
　
和
彦

岩
間
　
恭
子

伊
藤
　
敏
明

岡
崎
　
愛
子

小
黒
　
利
昭

風
間
　
智
子

谷
本
　
千
栄

武
知
 
亜
耶

馬
場
 
弘
一
郎

成
田
 
亜
弥

清
水
　
祐
子

上
林
　
一
英

事務局長：

特別研究員：

部長：

凡例 凡例

職員 (2P) (2017.06.08) 

2008年 2008年 平20

職員：

1998年

2003年

1998年

1988年

1993年

1978年

1983年

1968年

1973年

職員：

平10

2003年 平15

1988年 昭63

1993年 平5

1978年 昭53

1983年 昭58

1968年 昭43

1973年 昭48

■創立60年(2008)

▲船橋事務所（1984） ▲船橋事務所（1984）

■創立60年(2008)
Ｈ20

2009年 2009年 平21

Ｈ21

2010年 2010年 平22

Ｈ22

Ｈ23

2012年 特別研究員(研究推進部) 2012年 平24

Ｈ24

2013年 特別研究員(研究推進部) 2013年 平25

Ｈ25

2014年 2014年 平26

Ｈ26

2015年 ＊理事(2015～) 2015年 平27

Ｈ27

2011年 2011年 平23

＊

＊

▼法人移行(2011)

■創立60年(2008) ■創立60年(2008)

▼法人移行(2011)

2016年 2016年 平28

Ｈ28

2017年 2017年 平29

Ｈ29

2018年 2018年 平30

Ｈ30 ＊ 特別研究員(管理部)

2019年 特別研究員(研究推進部) 2019年 平31

Ｈ31

2020年 2020年

2021年 2021年

＊
■創立70年(2018)

▲日本橋事務所（2017） ▲日本橋事務所（2017）

■創立70年(2018)

職員 (2P) (2017.06.08) 

歴代の職員歴代の職員

年

事務局長：

部長：

特別研究員：

公益関係職員公益関係職員

大
家
　
亮
子

野
田
　
千
津
子

1958年

1963年

加
藤
　
美
也
子

事務局職員

広
瀬
　
有
子

（

旧
姓
 
岡
田
）

柳
下
　
千
明

(

旧
姓
 
名
越
）

安
藤
　
光
子

阪
口
　
裕
三

吉
田
　
正
治

新
見
　
芳
郎

矢
部
　
良
平

中
家
 
晴
美

宮
下
 
幸
一
朗

日
野
　
烈

宮
崎
　
萬
壽

上
田
　
清
作

海
野
　
　
勉

大
槻
　
忠
夫

神
谷
　
鎮
男

清
藤
　
盛
一

1958年 昭33

1963年 昭38

平
山
　
由
紀
子

貴
島
　
操

佐
藤
　
伸
幸

上
田
　
二
郎

染
谷
　
美
佐
子

大
熊
　
氏
光

鈴
木
　
達
一

佐
々
木
　
富
雄

年

1948年 1948年 昭23

1953年 1953年 昭28

妹
尾
　
理
子

廉

(

ヨ
ム

)

喆
浩

堀
　
 
富
博

中
山
　
朋
栄

三
木
　
ひ
さ
い

岡
野
　
澄
子

岸
　
　
芳
子

粟
野
　
美
智
子

木
下
　
嘉
次

佐
藤
　
幸
雄

細
谷
　
千
種

村
井
　
和
枝

萩
原
　
市
子

菅
野
　
武

小
林
　
秀
樹

横
山
　
勝
樹

加
藤
　
仁
美

清
水
　
夏
雄

奥
村
　
　
隆

鈴
木
　
孝
子

東
山
　
節
子

富
田
　
嘉
雄

酒
井
　
敏
彦

小
菅
　
寿
美
子

土
谷
　
耕
介

間
宮
　
昭
朗

吉
田
　
良
太

安
藤
　
香
織

永
田
　
一
雄

中
村
　
美
里

柴
原
　
達
明

佐
藤
　
優
子

平
井
　
な
か

内
山
　
和
彦

岩
間
　
恭
子

伊
藤
　
敏
明

岡
崎
　
愛
子

小
黒
　
利
昭

風
間
　
智
子

谷
本
　
千
栄

武
知
 
亜
耶

馬
場
 
弘
一
郎

成
田
 
亜
弥

清
水
　
祐
子

上
林
　
一
英

事務局長：

特別研究員：

部長：

凡例 凡例

職員 (2P) (2017.06.08) 

2008年 2008年 平20

職員：

1998年

2003年

1998年

1988年

1993年

1978年

1983年

1968年

1973年

職員：

平10

2003年 平15

1988年 昭63

1993年 平5

1978年 昭53

1983年 昭58

1968年 昭43

1973年 昭48

■創立60年(2008)

▲船橋事務所（1984） ▲船橋事務所（1984）

■創立60年(2008)
Ｈ20

2009年 2009年 平21

Ｈ21

2010年 2010年 平22

Ｈ22

Ｈ23

2012年 特別研究員(研究推進部) 2012年 平24

Ｈ24

2013年 特別研究員(研究推進部) 2013年 平25

Ｈ25

2014年 2014年 平26

Ｈ26

2015年 ＊理事(2015～) 2015年 平27

Ｈ27

2011年 2011年 平23

＊

＊

▼法人移行(2011)

■創立60年(2008) ■創立60年(2008)

▼法人移行(2011)

2016年 2016年 平28

Ｈ28

2017年 2017年 平29

Ｈ29

2018年 2018年 平30

Ｈ30 ＊ 特別研究員(管理部)

2019年 特別研究員(研究推進部) 2019年 平31

Ｈ31

2020年 2020年

2021年 2021年

＊
■創立70年(2018)

▲日本橋事務所（2017） ▲日本橋事務所（2017）

■創立70年(2018)

職員 (2P) (2017.06.08) 
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歴代の職員

年

事務局長：

部長：

特別研究員：

公益関係職員公益関係職員

大
家
　
亮
子

野
田
　
千
津
子

1958年

1963年

加
藤
　
美
也
子

事務局職員

広
瀬
　
有
子

（

旧
姓
 
岡
田
）

柳
下
　
千
明

(

旧
姓
 
名
越
）

安
藤
　
光
子

阪
口
　
裕
三

吉
田
　
正
治

新
見
　
芳
郎

矢
部
　
良
平

中
家
 
晴
美

宮
下
 
幸
一
朗

日
野
　
烈

宮
崎
　
萬
壽

上
田
　
清
作

海
野
　
　
勉

大
槻
　
忠
夫

神
谷
　
鎮
男

清
藤
　
盛
一

1958年 昭33

1963年 昭38

平
山
　
由
紀
子

貴
島
　
操

佐
藤
　
伸
幸

上
田
　
二
郎

染
谷
　
美
佐
子

大
熊
　
氏
光

鈴
木
　
達
一

佐
々
木
　
富
雄

年

1948年 1948年 昭23

1953年 1953年 昭28

妹
尾
　
理
子

廉

(

ヨ
ム

)

喆
浩

堀
　
 
富
博

中
山
　
朋
栄

三
木
　
ひ
さ
い

岡
野
　
澄
子

岸
　
　
芳
子

粟
野
　
美
智
子

木
下
　
嘉
次

佐
藤
　
幸
雄

細
谷
　
千
種

村
井
　
和
枝

萩
原
　
市
子

菅
野
　
武

小
林
　
秀
樹

横
山
　
勝
樹

加
藤
　
仁
美

清
水
　
夏
雄

奥
村
　
　
隆

鈴
木
　
孝
子

東
山
　
節
子

富
田
　
嘉
雄

酒
井
　
敏
彦

小
菅
　
寿
美
子

土
谷
　
耕
介

間
宮
　
昭
朗

吉
田
　
良
太

安
藤
　
香
織

永
田
　
一
雄

中
村
　
美
里

柴
原
　
達
明

佐
藤
　
優
子

平
井
　
な
か

内
山
　
和
彦

岩
間
　
恭
子

伊
藤
　
敏
明

岡
崎
　
愛
子

小
黒
　
利
昭

風
間
　
智
子

谷
本
　
千
栄

武
知
 
亜
耶

馬
場
 
弘
一
郎

成
田
 
亜
弥

清
水
　
祐
子

上
林
　
一
英

事務局長：

特別研究員：

部長：

凡例 凡例

職員 (2P) (2017.06.08) 

2008年 2008年 平20

職員：

1998年

2003年

1998年

1988年

1993年

1978年

1983年

1968年

1973年

職員：

平10

2003年 平15

1988年 昭63

1993年 平5

1978年 昭53

1983年 昭58

1968年 昭43

1973年 昭48

■創立60年(2008)

▲船橋事務所（1984） ▲船橋事務所（1984）

■創立60年(2008)
Ｈ20

2009年 2009年 平21

Ｈ21

2010年 2010年 平22

Ｈ22

Ｈ23

2012年 特別研究員(研究推進部) 2012年 平24

Ｈ24

2013年 特別研究員(研究推進部) 2013年 平25

Ｈ25

2014年 2014年 平26

Ｈ26

2015年 ＊理事(2015～) 2015年 平27

Ｈ27

2011年 2011年 平23

＊

＊

▼法人移行(2011)

■創立60年(2008) ■創立60年(2008)

▼法人移行(2011)

2016年 2016年 平28

Ｈ28

2017年 2017年 平29

Ｈ29

2018年 2018年 平30

Ｈ30 ＊ 特別研究員(管理部)

2019年 特別研究員(研究推進部) 2019年 平31

Ｈ31

2020年 2020年

2021年 2021年

＊
■創立70年(2018)

▲日本橋事務所（2017） ▲日本橋事務所（2017）

■創立70年(2018)

職員 (2P) (2017.06.08) 

歴代の職員

年

事務局長：

部長：

特別研究員：

公益関係職員公益関係職員

大
家
　
亮
子

野
田
　
千
津
子

1958年

1963年

加
藤
　
美
也
子

事務局職員

広
瀬
　
有
子

（

旧
姓
 
岡
田
）

柳
下
　
千
明

(

旧
姓
 
名
越
）

安
藤
　
光
子

阪
口
　
裕
三

吉
田
　
正
治

新
見
　
芳
郎

矢
部
　
良
平

中
家
 
晴
美

宮
下
 
幸
一
朗

日
野
　
烈

宮
崎
　
萬
壽

上
田
　
清
作

海
野
　
　
勉

大
槻
　
忠
夫

神
谷
　
鎮
男

清
藤
　
盛
一

1958年 昭33

1963年 昭38

平
山
　
由
紀
子

貴
島
　
操

佐
藤
　
伸
幸

上
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谷
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光

鈴
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木
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雄

年
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1953年 1953年 昭28

妹
尾
　
理
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廉

(

ヨ
ム

)

喆
浩

堀
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澄
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種
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井
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枝

萩
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市
子
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野
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小
林
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樹

横
山
　
勝
樹

加
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仁
美

清
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夏
雄

奥
村
　
　
隆
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木
　
孝
子
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山
　
節
子

富
田
　
嘉
雄

酒
井
　
敏
彦

小
菅
　
寿
美
子

土
谷
　
耕
介

間
宮
　
昭
朗

吉
田
　
良
太

安
藤
　
香
織

永
田
　
一
雄

中
村
　
美
里

柴
原
　
達
明

佐
藤
　
優
子

平
井
　
な
か

内
山
　
和
彦

岩
間
　
恭
子

伊
藤
　
敏
明

岡
崎
　
愛
子

小
黒
　
利
昭
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間
　
智
子

谷
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千
栄

武
知
 
亜
耶

馬
場
 
弘
一
郎

成
田
 
亜
弥

清
水
　
祐
子

上
林
　
一
英

事務局長：

特別研究員：

部長：

凡例 凡例

職員 (2P) (2017.06.08) 

2008年 2008年 平20

職員：

1998年

2003年

1998年

1988年

1993年

1978年

1983年

1968年

1973年

職員：

平10

2003年 平15

1988年 昭63

1993年 平5

1978年 昭53

1983年 昭58

1968年 昭43

1973年 昭48

■創立60年(2008)

▲船橋事務所（1984） ▲船橋事務所（1984）

■創立60年(2008)
Ｈ20

2009年 2009年 平21

Ｈ21

2010年 2010年 平22

Ｈ22

Ｈ23

2012年 特別研究員(研究推進部) 2012年 平24

Ｈ24

2013年 特別研究員(研究推進部) 2013年 平25

Ｈ25

2014年 2014年 平26

Ｈ26

2015年 ＊理事(2015～) 2015年 平27

Ｈ27

2011年 2011年 平23

＊

＊

▼法人移行(2011)

■創立60年(2008) ■創立60年(2008)

▼法人移行(2011)

2016年 2016年 平28

Ｈ28

2017年 2017年 平29

Ｈ29

2018年 2018年 平30

Ｈ30 ＊ 特別研究員(管理部)

2019年 特別研究員(研究推進部) 2019年 平31

Ｈ31

2020年 2020年

2021年 2021年

＊
■創立70年(2018)

▲日本橋事務所（2017） ▲日本橋事務所（2017）

■創立70年(2018)

職員 (2P) (2017.06.08) 

歴
代
の
職
員
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研究助成応募数・助成数・研究助成費　 2018年9月1日

年度別 累計 年度別 累計 年度別 累計 

1973年 昭和４８年 10 10 10 10 1,788 1,788 推薦

1974年 昭和４９年 10 20 10 20 1,800 3,588 推薦

1975年 昭和５０年 14 34 14 34 2,150 5,738 推薦、一般応募

1976年 昭和５１年 15 49 13 47 2,000 7,738 推薦、一般応募

1977年 昭和５２年 26 75 14 61 2,285 10,023 推薦、一般応募

1978年 昭和５３年 25 100 14 75 2,500 12,523 推薦、一般応募

1979年 昭和５４年 22 122 17 92 3,180 15,703 委員推薦無、一般応募のみ

1980年 昭和５５年 23 145 18 110 3,585 19,288

1981年 昭和５６年 25 170 19 129 3,600 22,888

1982年 昭和５７年 27 197 18 147 4,000 26,888

1983年 昭和５８年 35 232 19 166 4,500 31,388

1984年 昭和５９年 41 273 23 189 5,000 36,388

1985年 昭和６０年 41 314 24 213 5,252 41,640

1986年 昭和６１年 56 370 25 238 5,280 46,920 1986年度募集を建築雑誌に広告掲載し公募

1987年 昭和６２年 64 434 23 261 4,850 51,770

1988年 昭和６３年 59 493 23 284 4,750 56,520

1989年 平成元年 52 545 22 306 5,244 61,764

1990年 平成２年 46 591 26 332 6,000 67,764

1991年 平成３年 39 630 23 355 5,850 73,614

1992年 平成４年 74 704 26 381 6,250 79,864 1992年度募集を６誌に広告掲載し公募（以降継続）

1993年 平成５年 73 777 26 407 6,000 85,864

1994年 平成６年 71 848 26 433 6,100 91,964

1995年 平成７年 102 950 26 459 6,200 98,164

1996年 平成８年 92 1,042 22 481 5,000 103,164

1997年 平成９年 108 1,150 23 504 4,660 107,824

1998年 平成１０年 85 1,235 26 530 5,000 112,824

1999年 平成１１年 75 1,310 21 551 3,000 115,824

2000年 平成１２年 80 1,390 23 574 3,000 118,824

2001年 平成１３年 65 1,455 28 602 4,000 122,824

2002年 平成１４年 79 1,534 27 629 4,000 126,824

2003年 平成１５年 81 1,615 26 655 4,000 130,824

2004年 平成１６年 88 1,703 32 687 5,000 135,824

2005年 平成１７年 97 1,800 36 723 5,300 141,124

2006年 平成１８年 91 1,891 32 755 5,207 146,331

2007年 平成１９年 93 1,984 37 792 6,279 152,610 実戦的研究助成追加分5件含む

2008年 平成２０年 103 2,087 34 826 6,080 158,690

2009年 平成２１年 107 2,194 24 850 4,000 162,690

2010年 平成２２年 126 2,320 24 874 3,981 166,671

2011年 平成２３年 90 2,410 16 890 1,500 168,171

2012年 平成２４年 83 2,493 19 909 1,794 169,965

2013年 平成２５年 90 2,583 20 929 1,828 171,793

2014年 平成２６年 50 2,633 19 948 1,802 173,595

2015年 平成２７年 77 2,710 20 968 1,844 175,440

2016年 平成２８年 84 2,794 19 987 1,818 177,258

2017年 平成２９年 69 2,863 24 1,011 2,305 179,563 選奨報奨枠2件含む

2018年 平成３０年 79 2,942 27 1,038 2,526 182,089 選奨報奨枠4件含む

総合計(～2018) 2,942件 1,038件 182,089万円

年度　
応募数 (件) 助成数 (件) 研究助成費  (万円)

　摘　　要　　

2009～2018年　合計 855件 212件 23,399万円

研究助成応募数・助成数・研究助成費
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一般財団法人 住総研の活動　昭和23年（1948）～平成30年（2018）

理
事
長

専
務
理
事

1948年 1948年 建設省設置（1948）、消防法（1948）
(昭23) (昭23) 建設業法（1949）

住宅金融公庫設立（1950）

建築基準法（1950）、建築士法（1950）

公営住宅制度（1951）
1953年 1953年

(昭28) (昭28) 土地区画整理法（1954）

日本住宅公団設立（1955）

1958年 1958年

(昭33) (昭33)

宅地造成等規制法（1961）

建物の区分所有の関する法律（1962）
1963年 1963年

(昭38) (昭38) 建築物軒高制限の緩和（1964）

日本建築センタ 設立（1964）

　
　
　
　
　
　
　
㈶
新
住
宅

揺
　
籃
　
期

清
水
康
雄

2017年1月5日修正

年

財
団
名
称

活
動

時
流

役員 財団の活動

年 住宅関連組織・法律
（黒字：関連組織、青字、緑字：関連法律）

（賃貸住宅事業） 　　　　　　　　　　　　　　（助成事業） （公開・普及事業）　（出版事業） （情報収集・提供事業）（顕彰事業） （その他）

財団法人設立（1948.11.06）

新
住
宅
建
設
の
実
践

(

加
賀
町
公
園
住
宅
計
画)

別図

日本建築センター設立（1964）

1968年 1968年

(昭43) (昭43) 都市計画法（1969）

都市再開発法（1969）

環境庁発足（1971）
1972年 1972年

(昭47) (昭47) 国土庁発足（1974）

国土利用計画法（1974）

宅地開発公団設立（1975）

1978年 1978年

(昭53) (昭53) 省エネルギー法（1979）

建築基準法の新耐震基準（1980）

住宅・都市整備公団設立（1981）

区分所有法の改正（1983）

老人保健法（1983）

1985年 1985年

(昭60) (昭60)

建築基準法改正（1987）木造３階建認可
1988年 1988年

(昭63) (昭63)

基準法：木造建築物の規制緩和（1992）

住
宅
建
築
研
究
所

成
　
長
　
期

野
口
愛
次
郎
・
橋
本
文
雄

吉
川
清
一

財団社屋を建設
（1984）

展
　
開

大
坪
昭
・
海

財団名称変更
（1988.11.06）

吉
野
照

宅
普
及
会

研究助成（1973）

公募開始

（1979）

出版助成

（1986）

印刷助成

住宅建築研究所設置（1972）

委託論文・住総

研シンポジウム

（1981）
シンポジウム

・フォーラム

江戸東京ﾌｫｰﾗﾑ

（1986）

住宅建築研究所報

（1975）

研究年報に改称

（1989）

研究所だより

（1984）

「すまいろん」

に改称

（1988）

図書室設置

（1984）

図書室公開

(1987)

総
合
的
な
研
究
活

加
賀
町

豊
田
ア
パ
ー
ト
（
72
戸
）

Ａ
棟
（
12
戸
）

Ｂ
棟
（
６
戸
）

立
川
マ
ン
シ
ョ
ン 基準法：木造建築物の規制緩和（1992）

1993年 1993年 改正省エネ法（1993）
(平05) (平05)

耐震改修促進法（1995）

介護保険法（1997）
1998年 1998年 民間建築審査機関、改正省エネ法（1998）
(平10) (平10) 都市基盤整備公団に改組（1999）

住宅の品質確保の促進に関する法律（2000）

国土交通省設置（2001）

住宅性能表示制度、改正省エネ法（2002）
2003年 2003年 マンション建替円滑化法（2002）
(平15) (平15) 都市再生機構設立（2004）、改正省エネ法（2005）

バリアフリー法、構造適合性判定（2006）

住生活基本法 ９次計画（2006）

住宅金融支援機構設立（2007）
2008年 2008年 住宅瑕疵担保履行法（2007）
(平20) (平20) 長期優良住宅促進法（2008）

改正省エネ法（2008）
2011年 2011年

(平23) (平23) 改正省エネ法（2013）

立地適正化計画（2014）

ﾏﾝｼｮﾝ建替円滑化法改正（2014）
2015年 2015年 空き家対策特別措置法（2015）
(平27) (平27) 住生活基本法 10次計画（2016）

建築物省エネ法（2017）
2018年 2018年 民泊新法（2018）
(平30) (平30)

㈶
住
宅
総
合
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財
団
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団
法

転
換
期

財団名称変更
（2011.7.07）

都市住宅学会賞（業
績賞）（2012）

道
江
紳
一

充
実
期

宮
本
洋

「住総研70年史」
（2018）

今
村
治
輔

伸
　
展
　
期

峰
政
克
義

住総研50年史
（1998）

日本建築学会賞（業
績部門）受賞
（1998）

野
村
哲
也

「住総研60年史」
（2008）

岡
本
宏

日本建築学会教育賞
（2010）

　
期

海
野
勉

照
蔵 （1991）

住総研 研究選奨

（2003）

住総研清水康雄賞

（2008）

（1986）

高齢者のすまいﾌｫｰﾗﾑ

（1991）

住教育ﾌｫｰﾗﾑ（1993）

アジア住宅ﾌｫｰﾗﾑ

（1995）

市民ﾌｫｰﾗﾑ（1999）

住宅総合研究財団

研究論文集に改称

（2005）

ホーム

ページ

（1998）

活
動

自主研究

（1999）

キックオフ・

ミーティング

（1996）

重点テーマ連続シ

ンポジウム

（2010）

「住総研レポートすまいろ

ん」に模様替（2011）

2010年度で

休刊
重点テーマに関する活動

に限定してシンポジウムに

各年度事

業計画に

より実施

(2011～)

各年度事業計画に

より概ね3年毎に実

施（2011～）

メール

マガジン

（2010）

住まい読本

シリーズ

（2012）

多
面
的
な
研
究

研究選奨

発表会 一

般公開

（2015）

実践助

成募集

開始

（2015)

助成申

請電子

受付

(2015)

論文集アーカ

イブ電子公開

（2015）

「すまいろん」

復刊（2015）
住総研博士論

文賞（2016）

すまいろん

シンポジウム

（2015） 住総研だより

をすまいろん

に統合(2016)

町
ア
パ
ー
ト
Ｃ
棟
～
Ｈ
棟
（
52
戸
）

（
合
計
70
戸
）

豊
田
ハ
ウ
ス
（
45
戸
）

ン

( 

戸)

天
王
洲
テ
ラ
ス
（
28
戸
）

169

出版助成再開

(2015)

固有アー

カイブ電

子公開

(2015)

研究・実践

選奨(名称

人
 
住
総
研

期 一
究
・
実
践
活
動

に統合(2016)
(

変更)
（2018）

一
般
財
団
法
人 

住
総
研
の
活
動　
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